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本取扱説明書はモーターサイクルを構成する一部であり、使用期間中はモーターサイクルと併せて保管して
ください。
所有者が変更される場合は、本取扱説明書も併せて新しい所有者に譲渡してください。
本取扱説明書は大切に保管してください。損傷や紛失した場合は、速やかに Ducati 正規ディーラーまたはサ
ービスセンターに新しい取扱説明書をご請求ください。

ドゥカティモーターサイクルの品質と安全性は、デザイン、装備、アクセサリーの開発に伴い絶えず進化し
ています。本取扱説明書には印刷の時点での最新情報が記載されていますが、Ducati モーターホールディング
社は 本書内容を予告なしにいつでも変更する権利を有します。そのため、お客様がお持ちのモーターサイク
ルは本書に記載する参照図と異なる場合があります。

本マニュアルの全部または一部を複製、配布することは禁じられています。すべての権利は Ducati モーター
ホールディング社に帰属しており、理由を明記したうえで (書面による) 許可の申請をしなければなりません。

楽しいライディングを！
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概要

安全性ガイドライン
この度は Ducati 製品をご購入いただきありがとうご
ざいます。お客様をドゥカティストの仲間としてお迎
えできることは、私達にとって何よりの喜びです。こ
の新しいバイクを日常的に利用されるだけではなく、
ロングツーリングも楽しまれることと思います。
Ducati モーターホールディング社は、そのライディン
グが常に快適で楽しいものであるよう願っておりま
す。
お客様のモーターサイクルは、Ducati モーターホール
ディング社の絶え間ない研究と開発から得られたもの
です。定期点検を必ず実施し、純正スペアパーツを使
用することで品質を維持することが大切です。
本取扱説明書には簡単なメンテナンス作業の実施方法
が記載されています。より重要なメンテナンス作業
は、Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターで
ご覧いただけるワークショップマニュアルに記載され
ております。
お客様ご自身の安全のため、また製品の安全性、信頼
性を保証するために、メンテナンスプログラムのすべ
ての作業を Ducati 正規ディーラーまたはサービスセ

ンターで実施していただくことを強くお薦めします ペ
ージ 0  参照。
Ducati の熟練したスタッフが、どのような整備作業に
も対応できる専用器具と適切な工具を備え、最適な互
換性、円滑な作動、ロングライフを保証する Ducati
純正パーツのみを使用し、最善のサービスを提供いた
します。
すべての Ducati モーターサイクルには保証書が付属し
ております。車両を競技やそれに類する目的に使用す
る場合は保証の対象外となります。車両や部品の一部
であっても改造または変更した場合、保証は適用され
ません。メンテナンスが正しく行われなかったり不十
分であった場合、また純正ではないスペアパーツや
Ducati が承認していないスペアパーツが使用されてい
る場合、車両に損傷を招いたり、期待される性能が得
られないばかりでなく、保証が適用されなくなること
があります。
お客様とその他の人の安全を守ることは非常に重要で
す。お客様が責任を持ってモーターサイクルをご使用
になられますようお願いいたします。
モーターサイクルを初めてご使用になる前に、本取扱
説明書を最初から最後までよくお読みになり、記載さ
れているガイドラインに正しく従ってください。正し
い使用方法とメンテナンスに関するすべての情報を得
ることができます。車両について不明な点、さらに詳
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しくお知りになりたい点がある場合は、ご購入先の正
規ディーラーにお問い合わせください。

本マニュアルで使用されている警告シンボ
ル
お客様または他の人に負わせる可能性のある危険につ
いて、以下のような異なる形式で記載されています。

- モーターサイクルの安全性に関するラベル
- 注意シンボル、および警告または重要シンボルの

うちの一つで表わされる安全性に関するメッセー
ジ

警告
これらの注意事項が守られない場合、ライダー

または他の人の重大なけがや死亡事故を招くおそれが
あります。

重要
車両や車両構成部品に損傷を与える可能性があ

ります。

参考
作業上の追加注意事項。

文中の「右」、「左」の表記は、車両の進行方向に向か
っての左右を意味します。
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用途
本モーターサイクルはアスファルト舗装、または平ら
で整備された路面状態の道路においてのみ使用してく
ださい。未舗装道路やオフロードでは本モーターサイ
クルを使用することはできません。

警告
本車両はモノポスト (一人乗り) のホモロゲーシ

ョンモデルです。

警告
オフロード走行に使用すると車両のコントロー

ルを失い、車両の損傷、身体の傷害または死亡事故に
いたるおそれがあります。

警告
本モーターサイクルでのトレーラーのけん引や

サイドカーの取り付けは行わないでください。車両の
コントロールを失い、事故を招くおそれがあります。

車両総重量が絶対に 370 kg / 816 lb を超えないように
してください。

重要
ぬかるみや乾燥したほこりっぽい環境など過酷

な状況でモーターサイクルを使用すると、トランスミ
ッション、ブレーキシステム、エアフィルター等の部
品の摩耗を早める可能性があります。エアフィルター
が汚れていると、エンジンが損傷するおそれがありま
す。そのため規定されている定期点検の間隔より早
く、定期点検や摩耗しやすい部品の交換が必要な場合
があります。

10



ライダーの義務
運転者は運転免許証を受けていなければなりません。

警告
無免許運転は違法です。こうした行為は法律で

罰せられます。モーターサイクルを運転する前に、運
転免許証を携帯していることを必ず確認してくださ
い。経験の浅い運転者や運転免許証を有しない人に運
転をさせないようにしてください。

アルコールまたは薬物の影響を受けている状態で運転
しないでください。

警告
アルコールや薬物の影響が残っている状態で運

転するのは違法です。こうした行為は法律で罰せられ
ます。

医師から副作用についての説明を受けずに、運転前に
薬を服用しないようにしてください。

警告
薬によっては眠気やその他の症状を引き起こす

ことがあります。運転者が思うようにモーターサイク
ルを操縦できず、制御不能に陥り事故を招くおそれが
あります。

一部の国では保険への加入が義務付けられています。

警告
現地の法律をご確認ください。保険に加入し、

保険証明書はモーターサイクルの他の書類と一緒に大
切に保管してください。

運転者および同乗者の安全を守るため、一部の国では
基準適合ヘルメットの着用が法律で義務付けられてい
ます。

警告
現地の法律をご確認ください。ヘルメットを着

用せずに運転すると罰則が科せられることがありま
す。
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警告
事故が起こったときヘルメットを着用していな

いと、重大な傷害を受ける危険性が高くなり、最悪の
場合死に至ることがあります。

警告
ヘルメットが安全規格に適合していること、十

分な視野が取れていること、頭に合ったサイズである
こと、ご使用になる国の基準適合マークが貼付されて
ることを確認してください。道路交通法は各国で異な
ります。モーターサイクルを運転する前に現地の法律
を確認し、必ずそれに従ってください。
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ライダーの教育
多くの事故は経験不足のために起こります。運転、操
作、ブレーキは他の車両とは違う方法で行わなければ
なりません。

警告
ライダーの経験不足や車両の不適切な使用は、

コントロールを失い、死亡事故や重大な損傷の原因に
なるおそれがあります。

服装
モーターサイクルを運転する際に着用する装備は安全
を確保する上で大変重要な役割を果たします。モータ
ーサイクルは自動車のように乗員を衝撃から守ること
はできません。

適切な装備とは、ヘルメット、目を保護するもの、グ
ローブ、ブーツ、長袖ジャケット、ロングパンツから
なります。

- ヘルメットは ページ 11 に記載されている要件を
満たしていなければなりません。シールドが付い
ていないモデルの場合は、適切なゴーグルを着用
してください。

- グローブは革製もしくは摩擦に強い素材を用いた
もので、5 本指のものを着用してください。

- 運転する際のブーツやシューズは、アンチスリッ
プソールとアンクルプロテクターを装備している
ものを着用してください。

- ジェケットとパンツ、もしくはプロテクトスーツ
については、革製のものか摩擦に強い素材を用い
たもので、視認性を高めるカラーインサートが付
いているものを着用してください。

重要
車両の部品に巻き込まれるおそれがあるような、

ゆったりとした衣類やアクセサリーの着用は避けてく
ださい。

重要
安全のために夏冬季節に関係なく適切な装備を

着用してください。
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安全のための"ベストプラクティス"
モーターサイクルの使用前後および使用中には、人の
安全を確保し、モーターサイクルを最善の状態に維持
するために大切な、簡単にできる作業は必ず実行して
ください。

重要
慣らし運転期間中は、本冊子の "使用規定" の章

に記載されている指示に従ってください。
この条件が遵守されなかった結果としてのエンジンの
損傷や寿命の短縮については、Ducati モーターホール
ディング社はいかなる責任も負うものではありませ
ん。

警告
運転する上で必要なコマンド類について十分な

知識がない状態で運転を行わないでください。

エンジンを始動する前に、本冊子が定める点検を必ず
実施してください (ページ 277 を参照)。

警告
これらの点検を怠ると、車両に損傷を与え、ラ

イダーに重大な傷害を招くおそれがあります。

警告
エンジンの始動は必ず換気の良い適切な場所で

行ってください。閉めきった場所では絶対にエンジン
を始動しないでください。
排出ガスは有毒です。短時間で意識を失ったり、さら
には死に至る危険性があります。
走行中は適切な姿勢を保ってください。

重要
ライダーはハンドルから絶対に手を離さないで

ください。

重要
走行中、ライダーは必ず足をペダルに乗せてく

ださい。

重要
私有地や駐車場からの出口、または高速道路の

入口などでの交差点では十分に注意してください。

重要
相手から良く見えるように心がけ、前方車両の

死角に入って走行することは避けてください。
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重要
右左折や走行車線を変更する際は、常に十分な

余裕を持ってターンインジケーターで意思表示を行っ
てください。

重要
モーターサイクルはサイドスタンドを使用して、

他の邪魔にならないように駐車してください。路面の
悪い場所や柔らかい場所には駐車しないでください。
モーターサイクルが転倒する危険があります。

重要
タイヤは定期的に点検し、特に側面に傷やヒビ

がないか、突起、広範囲のシミ、内部の損傷を表すよ
うな箇所がないかチェックしてください。損傷が著し
い場合はタイヤを交換してください。
トレッドに入り込んだ石や異物は取り除いてくださ
い。

警告
エンジン停止後でもエンジン、エキゾーストパ

イプ、サイレンサーは高温な状態が続きます。身体が
触れないよう十分注意し、車両を木材や木の葉などの
可燃物のそばに駐車しないようにしてください。

警告
モーターサイクルの傍から離れる際は、必ずイ

グニッションキーを抜き取り、他人が勝手に使用でき
ない場所にキーを保管してください。
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燃料の補給
燃料の補給は屋外で、エンジンが停止している状態で
行います。
給油中は絶対に喫煙せず、火気を近付けないでくださ
い。
エンジンおよびエキゾーストパイプに燃料がかからな
いように注意してください。
給油の際は燃料タンクを完全に満タンにしないでくだ
さい。燃料レベルは燃料タンクの給油口より低くなけ
ればなりません。
給油中は燃料の蒸気をできるだけ吸いこまないように
し、目、皮膚、服に触れないようにしてください。

警告
この車両にはエタノール含量が 10% 以下の燃料

(E10) のみ使用することができます。
エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用するこ
とは禁じられています。こうした燃料を使用するとエ
ンジンや車両の部品に重大な損傷をきたす恐れがあり
ます。エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用
した場合は保証の対象外になります。

警告
燃料の蒸気を長時間吸い込み気分が悪くなった

場合には、屋外にとどまり、医師に相談してくださ
い。目に入った場合は大量の水で洗い流し、皮膚に触
れた場合は速やかに水と石鹸で洗ってください。

警告
燃料は非常に引火しやすいため、間違って衣服

に付着した場合には着替えてください。
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最大積載時の運転
このバイクは最大積載時でも長距離を安全に走行でき
るように設計されています。
車両の重量配分は、安全基準を維持するため、また悪
路走行や急な進路変更時のトラブルを避けるためにと
ても重要です。

警告
最大許容重量を超えないようにしてください。

また以下に記載されている車両への積載に関する注意
事項をよくお読みください。

車両への積載に関する注意

重要
積み荷は車両の中心に近く、できる限り低い位

置に配置してください。

重要
車両が不安定になりますので、ステアリングヘ

ッドやフロントマッドガード部に体積や重量のかさむ
ものを固定しないでください。

重要
バッグなどの荷物は車体にしっかり固定してく

ださい。確実に固定されていないと、運転が不安定に
なる危険があります。

重要
車両の可動部分の妨げになるおそれがあります

ので、フレームのすき間に絶対に物を挟まないでくだ
さい。

警告
タイヤの空気圧が適正であり、コンディション

が良好であることを確認してください。

"チューブレスタイヤ" の段落を参照してください。

17



危険物 - 警告
使用済みエンジンオイル

警告
使用済みエンジンオイルが長期間わたり繰り返

し表皮に触れると、上皮がんの原因になる場合があり
ます。日常的に使用済みエンジンオイルを使用する場
合、作業後すぐに水と石鹸で手を十分に洗ってくださ
い。お子様の手の届かないところに保管してくださ
い。

ブレーキダスト
ブレーキシステムの清掃に圧縮空気を噴射したり、乾
いたブラシは絶対に使用しないでください。

ブレーキフルード

警告
車両のプラスチック、ゴム製部品、塗装された

部品にブレーキフルードがかかると、部品が破損する
原因になる場合があります。作業をおこなう場合は、
毎回システムのメンテナンスを実施する前にきれいな
布をこれらの部品の上にかけてください。お子様の手
の届かないところに保管してください。

警告
ブレーキフルードは腐食性があります。万一目

に入ったり肌に触れたりした場合は、流水でしっかり
と洗い流してください。

クーラント
エンジンクーラントに含まれるエチレングリコールは
特定の条件下において可燃性があり、その炎は肉眼で
は見えません。エチレングリコールが発火した場合、
その炎が肉眼では見えないため重大な火傷につながる
おそれがあります。

警告
エンジンクーラントがエキゾーストシステムやエ

ンジン部品にかからないようにしてください。

これらの部品はクーラントが発火するのに十分な熱を
持っている場合があります。そのため、見えない炎で
火傷を負うおそれがあります。クーラント (エチレン
グリコール) は皮膚刺激を起こすことがあります。ま
た飲み込むと有害です。お子様の手の届かないところ
に保管してください。エンジンが熱いときは、ラジエ
ーターキャップを外さないでください。クーラントは
加圧された状態にあり、火傷を引き起こす原因となる
ことがあります。
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クーリングファンは自動的に起動しますので、手や衣
類を近づけないでください。

バッテリー

警告
バッテリーは爆発性のガスを放出します。火花

や炎、タバコを近づけないでください。バッテリーを
充電する際は、作業エリアが適切に換気されているこ
と、気温が 40° C (104° F) を下回っていることを確
認してください。バッテリーは開けないでください。
本バッテリーには酸性液やその他の液体を充填する必
要はありません。
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車両識別番号

参考
これらの番号は車両モデルを識別するもので、

部品を注文する際にも必要です。

以下の欄に自身のモーターサイクルのフレーム番号を
控えておくことをお勧めします。

フレーム　N.
 
 図 1
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エンジン識別番号

参考
これらの番号は車両モデルを識別するもので、

部品を注文する際にも必要です。

エンジン識別番号は車体フロント側、スターターモー
ターとジェネレーターカバー付近のホリゾンタルシリ
ンダー下側に記載されています。

以下の欄に自身のモーターサイクルのエンジン番号を
控えておくことをお勧めします。

エンジン　N.
 
 

図 2

図 3
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インストルメントパネル (ダッ
シュボード)

インストルメントパネル
1) ディスプレイ

2) ニュートラルランプ N (緑)
ギアポジションがニュートラルの時に点灯します。

3) 一般的エラー警告灯   (琥珀色)
車両に関連するエラーがあると点灯、エンジンコント
ロールユニットとは異なるコントロールユニットに起
因するエラーに対して点灯します。

4) ハイビーム表示灯   (青)
ハイビーム点灯時およびフラッシュ起動時に点灯しま
す。

5) リザーブ燃料警告灯   (琥珀色)
燃料レベルがリザーブ状態になると点灯します (「補
給」をご覧ください)。

6) ターンインジケーター表示灯   (緑)
ターンインジケーターを ON にすると点滅します。

7) エンジンオイル圧警告灯   (赤)

エンジンオイルの圧力が低下すると点灯します。
"KEY-ON" 時に点灯しますが、エンジンを始動してか
ら数秒後に消灯します。エンジン温度が高い時に、場
合によって数秒間点灯することがありますが、回転数
が上がると消灯します。

重要
エンジンオイルランプが点灯し続ける場合は、

エンジンが破損するおそれがありますので車両を使用
しないでください。

8) DAVC ランプ (琥珀色)
DTC / DWC / DSC システムの起動または解除を表示し
ます。

- ランプ OFF：DTC / DWC / DSC 機能作動中
- ランプ ON 点滅：DTC / DWC / DSC は起動してい

るが、性能が制限されている
- ランプ ON：コントロールユニット不具合のため、

DTC / DWC / DSC は解除されているか作動してい
ない

9) "エンジン診断 - MIL" ランプ   (琥珀色)
エンジンに関連するエラーがあると点灯しますが、場
合によってはエンジン停止につながることもありま
す。
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10) ABS ランプ   (琥珀色)
ABS 機能の状態を示します。

- ランプ OFF：ABS 機能作動中
- ランプ ON 点滅：ABS は自己診断中あるいは起動

しているが、性能が制限されている
- ランプ ON：ABS コントロールユニット不具合の

ため、ABS が解除されているか作動していない

11) DRL ランプ (緑)
DRL の状態が “AUTO” モードであることを示します (中
国、カナダ、日本バージョンには装備されません)。

12) DTC 介入 (琥珀色)

- ランプ消灯：介入なし
- ランプ点灯：進角カットまたは燃料噴射カット

13) OVER REV / イモビライザー停止

オーバーレブ：

- ランプ消灯：介入なし
- ランプ点灯：リミッター

参考
エンジンコントロールユニットの各キャリブレ

ーションでリミッター値の設定が異なる場合がありま
す。

イモビライザー：

- ランプ消灯：車両 Key-ON 状態、または 12 時間
以上 Key-OFF 状態

- ランプ点滅：車両 Key-OFF 状態

重要
ディスプレイに “TRANSPORT MODE” の文字が表

示されている場合は、直ちにドゥカティ正規ディーラ
ーにご連絡ください。正規ディーラーにてこの項目を
削除し、バイクの完全な機能の保証を受けてくださ
い。
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取扱説明書内で使用される頭字語および略
語
ABS
アンチロックブレーキシステム
BBS
ブラックボックスシステム
CAN
コントローラーエリアネットワーク
DDA+
ドゥカティデータアナライザープラス
DPL
ドゥカティパワーローンチ
DQS
ドゥカティクイックシフト
DRL
デイタイムランニングライト
DSB
インストルメントパネル
DSC
ドゥカティスライドコントロール
DTC
ドゥカティトラクションコントロール
DWC
ドゥカティウィリーコントロール
EBC

ドゥカティエンジンブレーキコントロール
ECU
エンジンコントロールユニット
GPS
グローバルポジショニングシステム
IMU
慣性計測ユニット

技術用語集
アンチロックブレーキシステム (ABS)
Panigale V4 が搭載する ABS は、バイクを倒していな
い直立走行中のブレーキング時に、設定レベルに応じ
た異なるストラテジーを適用して車輪がロックするの
を防止するセーフティシステムです。ストラテジーの
アクティブプレゼンスと介入レベルは選択レベルに準
じます。ABS には 3 通りの介入レベルが用意されてお
り、それぞれライディングモードと連動しています。
さらに、Panigale V4 が搭載する ABS は「コーナリン
グ」機能を備えており、バイクを倒している時に、車
両と路面状況により決定される物理的限界の範囲内で
車輪のロックおよびスリップを防止します。コーナリ
ング機能は全 ABS レベルで作動します。
Panigale V4 の ABS 設定レベルに応じて、リアホイー
ルのリフトアップ制御を有効にでき、制動距離を短く
するだけでなく、制動時の高い安定性を確保します。
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ドゥカティデータアナライザー (DDA+)
DDA+ はドゥカティデータアナライザーの最新モデル
で、GPS 信号を読み取り "バーチャルフィニッシュラ
イン" を作成します。システムはライダーの操作なしに
自動的にラップの終了を検知し、ストップウォッチ測
定を中断します。GPS 信号を使用することでサーキッ
トのマップ上に走行軌跡だけでなく、スロットル開
度、スピード、エンジン回転数、ギア、エンジン温
度、DTC 介入といった車両の主要パラメーターを表示
することができます。

ドゥカティパワーローンチ (DPL)
ドゥカティパワーローンチ (DPL) システムは、車両の
出力を制御することを目的として、停止状態からの急
発進時にライダーの微妙な操縦を可能にしてくれま
す。
DPL システムは 3 つの介入レベルを基に機能します。
各レベルでスタート時のアシストに対して異なる値が
設定されています。

ドゥカティクイックシフト (DQS)
UP/DOWN 機能を備える DQS システムでは、クラッ
チを操作せずにシフトアップおよびシフトダウンが可
能です。レバーの作動機構内に統合された双方向マイ
クロスイッチからな成り、このマイクロスイッチがエ

ンジンコントロールユニットにシフト操作に対応する
信号を送信します。システムはシフトアップとシフト
ダウンで動作が異なります。シフトアップシステムで
は点火進角と燃料噴射に作用し、シフトダウン時には
スロットルバルブオープニングを制御します。

ドゥカティスライドコントロール (DSC)
ドゥカティスライドコントロール (DSC) システムは、
リアタイヤのドリフトや横滑りを制御しやすくするこ
とを目的とし、カーブ立ち上がりの加速時にライダー
を支援します。タイヤの進行方向でのスリップを制御
する DTC 機能の介入と併せて、このシステムが極限状
態の走行コンディションにおいてより完成度の高い支
援を実現します。

ドゥカティトラクションコントロール (DTC)
ドゥカティトラクションコントロール (DTC) はリアホ
イールのスリップ制御を行い、8 つのレベルを基に機
能します。各レベルでリアホイールのスリップに対し
て異なる許容値が設定されています。それぞれのライ
ディングモードにはあらかじめ設定された介入レベル
が割り当てられています。レベル 8 はごくわずかなス
リップを検知しただけでシステムが作動します。一方
熟練ライダー用サーキット走行向けのレベル 1 は許容
値が高く設定されており、システムの介入が最小限に
抑えられます。
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ドゥカティウィリーコントロール (DWC)
ドゥカティウィリーコントロール (DWC) はウィリー制
御を行い、8 つの介入レベルを基に機能します。各レ
ベルでウィリーの制御に対して異なる値が設定されて
います。それぞれのライディングモードにはあらかじ
め設定された介入レベルが割り当てられています。レ
ベル 8 ではウィリーの発生を防止し、ウィリーが発生
するとそれを制御するために最大限の介入を行いま
す。熟練ライダー専用のレベル 1 ではウィリー防止を
最小限にとどめ、ウィリーが発生した場合の制御も最
小限に抑えられます。

エンジンブレーキコントロール (EBC)
エンジンブレーキ調整システム (EBC) はアンチホッピ
ングクラッチと連動して機能し、急激なシフトダウン
の際のリアホイールのブロックを防止します。
3 レベルのオペレーションシステムを装備し、EBC は 3
つのライディングモードに組み込まれています。

ピットレーンスピードリミッター
ピットリミッターが作動すると、ピットレーン走行中
の車両速度を自動的に制限します。制限速度は、専用
メニューから最低 40 km/h (25 mph) から最高 80 km/
h (50 mph) の範囲で変更することができます。

ライドバイワイヤ (RbW)

ライドバイワイヤシステムはスロットル開閉をコント
ロールする電子制御装置です。スロットルグリップと
スロットルボディが機械的に接続されておらず、エン
ジンコントロールユニットがスロットルの開度をコン
トロールし、出力を調整します。
ライドバイワイヤにより、選択したライディングモー
ドに合わせて出力とパワーデリバリーを変更すること
が可能になります。また、エンジンブレーキ (EBC) の
タイムリーな管理が可能になるため、リアホイールの
スリップ制御 (DTC) に貢献します。

Riding Mode
Panigale V4 ではライダーは 3 つの初期設定 (ライディ
ングモード) からライディングのスタイルや道路状況に
最も適したモードを選択することができます。ライデ
ィングモードで、スロットルボディの挙動 (HIGH、
MEDIUM、LOW) を変更するエンジン出力、ABS、
DTC、DQS、EBC、DWC の各介入レベル、インストル
メントパネルの表示を瞬時に変更することができま
す。
Panigale V4 で使用できる設定は、RACE、SPORT、
STREET です。ライダーはそれぞれのライディングモ
ードの初期設定を自由に変更することができます。
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機能ボタン
1) コントロールボタン UP "  "
インストルメントパネルのパラメーター設定および表
示に使用するボタン "  "。
2) コントロールボタン DOWN "  "
インストルメントパネルのパラメーター設定および表
示に使用するボタン "  "。
3) フラッシャーランプボタン
フラッシャーランプ機能ボタンは Lap Evo 機能に使用
する場合もあります。
4) メニュー決定 / ライディングモード変更ボタン
決定する、ライディングモード変更メニューに入る時
に使用するボタン。
5) クイックセレクトボタン “SELECT”
レベルのクイック変更の選択および決定に使用するボ
タン。
6) クイックセレクトボタン UP "  "
レベルのクイック変更の UP 選択に使用するボタン。
7) クイックセレクトボタン DOWN "  "
レベルのクイック変更の DOWN 選択に使用するボタ
ン。
8) ハザードボタン
4 つのターンインジケーターの起動 / 解除に使用する
ボタン (ハザード機能)。
9) DRL ボタン

DRL の停止/作動に使用するボタン (中国、カナダ、日
本バージョンには装備されません)。
10) ピットレーンスピードリミッターボタン
ピットレーンスピードリミッター機能の起動 / 解除ボ
タン。
11) DPL (ドゥカティパワーローンチ) ボタン
DPL (ドゥカティパワーローンチ) 機能の起動に使用す
るボタン。
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警告
走行中にクイックセレクトボタン (6) または (7)

ボタンを操作すると、トラクションコントロール
(DTC)、ドゥカティウィリーコントロール (DWC)、エ
ンジンブレーキコントロール (EBC) などボタンに連動
する機能の介入値が直ちに変更されるため、危険な状
況を招くおそれがあります。ボタン操作はスロットル
コマンドの位置とは関係なく行うことができます。そ
のため危険な状況を招かないよう、操作は慎重に行っ
てください。一般道の走行中は、絶対に UP ボタンや
DOWN ボタンを操作しないでください。お客様や第
三者が行った運転補助機能の手動による解除や設定に
起因するいかなる損害についても、ドゥカティ社は一
切の責任を負いません。
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パラメーターの表示
起動時、インストルメントパネルに DUCATI のロゴが
表示され、LED ランプのチェックを順番に実行しま
す。
点検終了時、インストルメントパネルには Key-OFF 前
に使用していた設定モード (TRACK、ROAD) のメイン
スクリーンが表示されます。

点検中に車両速度が 5 km/h (3 mph) (実速度) を超え
ると、インストルメントパネルは以下の点検を中断し
ます。

- ディスプレイの点検。更新情報をスタンダードス
クリーンに表示します。

- 警告灯の点検。その時点で実際に起動しているも
ののみ点灯します。

メインスクリーンのレイアウトには次の 2 種類があり
ます。TRACK、ROAD。
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TRACK 表示モードのメインスクリーンには以下の情報
が表示されます。

1) 車両スピード
2) エンジンクーラント温度
3) 設定ライディングモード (Riding Mode)
4) ギア表示
5) タコメーター
6) 時計
7) ラップタイム (Lap) (起動時のみ)
8) Bluetooth 表示 (搭載している場合)
9) 不在着信、または SMS / MMS / E メール受信表示

(Bluetooth が搭載されており、スマートフォン
が接続されている場合のみ)

10) 接続デバイス表示 (Bluetooth が搭載されており、
デバイスが接続されている場合のみ)

11) 機能メニュー
12) パラーメーターとレベル変更メニュー
13) DRL ステータス (中国、カナダ、日本バージョン

には DRL は装備されません)。
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ROAD 表示モードのメイン画面には以下の情報が表示
されます。

1) 車両スピード
2) エンジンクーラント温度
3) 設定ライディングモード (Riding Mode)
4) ギア表示
5) タコメーター
6) 時計
7) インフォテインメント — プレーヤー (音量 / 曲

選択 / 曲操作) (Bluetooth が搭載されており、ス
マートフォンが接続されプレーヤーが起動して
いる場合のみ)

8) Bluetooth 表示 (搭載している場合)
9) 不在着信、または SMS / MMS / E メール受信表示

(Bluetooth が搭載されており、スマートフォン
が接続されている場合のみ)

10) 接続デバイス表示 (Bluetooth が搭載されており、
デバイスが接続されている場合のみ)

11) 機能メニュー
12) パラーメーターとレベル変更メニュー
13) DRL ステータス (中国、カナダ、日本バージョン

には DRL は装備されません)。
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主な機能とサブ機能
スタンダードスクリーンに表示される機能

メイン機能

- 車両スピード
- エンジン回転数表示
- ギア表示
- 設定ライディングモード (Riding Mode)
- エンジンクーラント温度
- 時計
- パラーメーターとクイックレベル変更メニュー：

- DTC
- DWC
- DSC
- EBC
- ABS
- DQS

- 機能メニュー：
- オドメーター (TOT)
- トリップメーター 1 (TRIP 1)
- 平均燃費 (CONS. AVG 1)
- 平均速度 (SPEED AVG 1)
- トリップタイム (TRIP 1 TIME)
- 外気温 (T-AIR)
- 燃料リザーブトリップメーター (TRIP FUEL)
- トリップメーター 2 (TRIP 2)
- 瞬間燃費 (CONS. I.)
- ラップタイム ON/OFF (LAP) (TRACK モードのみ)
- 音楽プレーヤー操作 (PLAYER) (ROAD モードの
み、Bluetooth モジュールが搭載されており、ス
マートフォンが接続されている場合のみ)
- 最終通話操作 (LAST CALLS) (ROAD モードのみ、
Bluetooth モジュールが搭載されており、スマー
トフォンが接続されている場合のみ)
- 設定メニュー (SETTING MENU)

設定メニューのうち以下の機能はユーザーによる変更
が可能です。
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- ライディングモード (Riding Mode)
- DAVC 設定 (DAVC)

- DAVC 設定 - DTC (DTC)
- DAVC 設定 - DWC (DWC)
- DAVC 設定 - DSC (DSC)
- DAVC 設定 - 初期値の回復 (Default)

- エンジン設定 (Engine)
- ABS 設定 (ABS)
- EBC 設定 (EBC)
- DQS 設定 (DQS)
- 表示モード設定 (Info Mode)
- 各ライディングモードの初期値回復 (Default)
- 初期値の回復 (All Default)

- PIN コードの登録 (Pin Code)
- PIN コードの変更 (Pin Code)
- ラップタイム (Lap)
- バックライトの調整 (Backlight)
- 日時の設定 (Date and Clock)
- 単位の設定 (Units)
- サービス情報 (Service)
- ピットリミッター制限値設定 (Pit Limiter)
- タイヤおよび減速比のキャリブレーション (Tire

Calibration)
- DRL モード設定 (DRL)
- Bluetooth デバイス設定 ー アクセサリー

(Bluetooth)

- ターンインジケーター自動解除の停止 (Turn
indicators)

- DDA データ管理 (DDA)
- ターンインジケーターのモード設定 (Turn

indicators)
- 情報 (Info)

サブ機能

- ラップライム表示 (Lap Evo)
- ローンチコントロール (DPL)
- ピットレーンスピードリミッター
- インフォテインメント
- DRL 自動モード表示
- メンテナンス表示 (SERVICE)
- 注意 / 警告表示
- サイドスタンドの状態
- エラー表示
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車両速度表示
インストルメントパネルは車両の実速度 (km/h で算
出) 情報を受信し、それに 5% 上乗せしたデータを設定
した単位 (km/h または mph) で表示します。

以下の場合には "- - -" と単位が表示されます。

- スピード = 299 km/h (186 mph) の場合、または
インストルメントパネルがスピード情報を受信し
ない場合 ("- - -" 点灯)

- リアスピードセンサーに異常がある場合 ("- - -" 点
滅)

参考
インストルメントパネルが単位情報を受信でき

ない場合は、最後に設定した単位を点滅表示します。
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ギア表示
インストルメントパネルは車両のギアに関する情報を
受信し、ディスプレイにその値を表示します。
ギアが挿入されている時は 1 から 6 の値が表示され、
ニュートラルの時は "N" の文字が表示され、ニュート
ラルランプ (ランプ 2、 が点灯します。

ギアセンサーエラーの場合は、線 “-” が表示され、ニ
ュートラルランプ (ランプ 2、 が点滅します。

インストルメントパネルがギアデータを受信できない
場合は、線 “-” が点滅し、ニュートラルランプ
(ランプ 2、 が点滅します。

インストルメントパネルが無効なギアデータを受信し
た場合は、線 “-” が点滅します。

参考
線 “-“ が点灯し、ニュートラルランプが消えてい

る場合は、ギアが機械的に安定した位置にない可能性
があります。その場合は、ギアが正しく表示されるま
で、ギアを操作してください。

参考
エンジン回転数表示の軌跡が琥珀色に変わると、

シフトアップするタイミングであることを示します。
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エンジン回転数表示
インストルメントパネルがエンジン回転数の情報を受
信すると、そのデータを針式タコメーターでディスプ
レイに表示します。
タコメーターは、TRACK 表示では (A) モードで表示さ
れ、ROAD 表示では (B) モードで表示されます。

タコメーターの針の動きに沿って、DAY モード (C) で
はグレーの軌跡、NIGHT モードでは白色の軌跡が表示
されます。
エンジン回転数表示の軌跡が琥珀色の点滅に変わる
と、シフトアップするタイミングであることを示しま
す。
リミッター (オーバーレブ) の第一起点値に到達すると、
軌跡が赤色に変わり、ランプ 15 ( が点灯します。リミ
ッター (オーバーレブ) が作動すると、赤色の軌跡が点
滅に変わります。

回転数が 1,000 rpm を下回っている場合は、針の軌跡
は表示されません。

オドメーターが最初の 1,000 km (620 mi) に達するまで
(慣らし運転期間中)、もしくは初回定期点検までは、
エンジン回転数の仮想リミッターが設定されていま
す。
慣らし運転期間終了後、または初回定期点検の実施
後、仮想リミッターはエンジンが十分温まっていない
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状態でエンジン回転数を抑える指示として表示されま
す。
仮想リミッターはエンジン温度に応じて変化します。
初回定期点検実施後の温度の限界値には次の 2 通りが
あります。

- エンジン温度が 40° C (104° F) を下回っている
場合、回転数の限界値は 5000 rpm です。

- エンジン温度が 40° C (104° F)～ 70° C (158°
F) の場合、回転数の限界値は 9,000 rpm です。

- エンジン温度が 70° C (158° F) を上回ると、仮
想リミッターが無効になります (タコメーターの
軌跡は黄色のままです)。

参考
仮想リミッターを超過すると、軌跡が黄色に点

滅ではなく点灯します。
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時計
インストルメントパネルは時間を次のように表示しま
す。

- A.M.(12:00 から 11:59)、または P.M.(12:00 から
11:59)。

- hh (時間) : mm (分)

電源供給が中断された場合 (Battery OFF) は、次回の
Key-ON 時に 4 本の点線 " - - : - - " が表示されます。設定
メニューから時計が設定されるまで “A.M.” の文字が点
灯して中央のコロンが点滅します。
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エンジンクーラント温度
インストルメントパネルはエンジン温度の情報を受信
し、ディスプレイにデータを 5 つの目盛りと “LO”、
“HI” マークで表示します。

エンジン温度の表示範囲は +40°C ～ +215°C
(+104°F ～ +419°F) です。

エンジン温度が +166° C (+331° F)～ +200° C
(392° F) の場合は、目盛の代わりに “HIGH” の文字が
赤色に点滅します。

エンジン温度が +201° C (+394° F)～ +215° C
(419° F) の場合は、白色バーが目盛なしで点滅しま
す。

警告
過熱状態の時は、冷却システムがエンジン温度を

下げることができるように、できるだけ低速で走行し
てください。低速で走行できない交通状況の時は、停
車してエンジンを切ってください。

エンジンが過熱した状態で車両を使用し続けると、深
刻な損傷を引き起こすおそれがあります。

エンジンが通常の温度に戻ってから、インストルメン
トパネルの警告灯を確認しながら走行してください。
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ライディングモード (RIDING MODE)
インストルメントパネルから好みのライディングモー
ドを選択することが可能です。あらかじめ設定された
3 通りのライディングモードは RACE、SPORT、
STREET です。
選択、設定されたライディングモードが、ディスプレ
イ中央の速度とタコメーターの間に表示されます。

警告
ライディングモードの変更は車両停止時に行う

ことをお勧めします。運転中にライディングモードの
変更を行なう場合は十分にご注意ください (低速での
変更をお勧めします)。

それぞれのライディングモードには以下のドゥカティ
が設定したパラメーター、またはユーザーが設定機能
ページから変更したパラメーターが連動しています。

- スロットル作動を変更するエンジン出力 (HIGH、
MEDIUM、LOW)

- DTC ドゥカティトラクションコントロールの介入
レベル (1、2、3、4、5、6、7、8、OFF)

- ABS システムのキャリブレーション (1、2、3)
- DWC ドゥカティトラクションコントロールの介

入レベル (1、2、3、4、5、6、7、8、OFF)

- DSC リアホイールスライドコントロールの介入レ
ベル (1、2、3、OFF)

- EBC エンジンブレーキコントロールシステムの介
入レベル (1、2、3、OFF)

- DQS レベル (UP/DOWN、OFF)

各ライディングモードには情報を表示する標準画面が
それぞれ設定されています (TRACK、ROAD)。標準画
面はドゥカティ社の初期設定、もしくはユーザーが設
定機能ページから変更することができます。ドゥカテ
ィ社が設定する表示モードは以下の各ライディングモ
ードと連動しています。
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- ライディングモード RACE 用 TRACK 表示モード
- ライディングモード SPORT 用 ROAD 表示モード
- ライディングモード STREET 用 ROAD 表示モード
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ライディングモード変更機能

この機能では、車両の静止時および走行時にライディ
ングモードを変更することができます。パーソナライ
ズ可能な 4 つのライディングモードは、RACE、
SPORT、STREET です。
ライディングモードを選択するには、ボタン (4) を 1
秒間押してライディングモードメニューに入ります。
インストルメントパネルには速度が表示 (ディスプレ
イの右側) されたまま、ライディングモード名 (ディス
プレイの左側) が表示されます。

- RACE
- SPORT
- STREET

最後に保存した現在使用中のライディングモード名が
強調表示されます。さらに “EXIT” の文字が表示されま
す。この表示を選択している時にメニュー決定ボタン
(4) を押すと、新しいライディングモードを保存せずに
終了します。

強調表示されたライディングモードには、それに連動
したいくつかの以下のパラメーターに関連する情報が
表示されます。

- エンジン出力 (ENGINE)："Engine" の文字に続い
て設定エンジン出力 (High、Medium、Low)。

- DTC システム：DTC システムが ON の場合は
"DTC" の文字に続いて設定介入レベル (“1”、“2”、
“3”、“4”、“5”、“6”、“7”、“8”)、DTC システムが OFF
の場合は "DTC" の文字に続いて "off" の文字。

- ABS システム："ABS" の文字に続いてキャリブレ
ーション設定レベル (“1”、“2”、“3”)。

- DWC システム：DWC システムが ON の場合は
"DWC" の文字に続いて設定介入レベル (“1”、“2”、
“3”、“4”、“5”、“6”、“7”、“8”)、DWC システムが
OFF の場合は "DWC" の文字に続いて "off" の文字。
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- DSC システム：DSC システムが ON の場合は
"DTC" の文字に続いて設定介入レベル (“1”、“2”、
“3”)、DTC システムが OFF の場合は "DTC" の文字
に続いて "off" の文字。

- EBC システム：EBC システムが ON の場合は "EBC"
の文字に続いて介入レベル (“1”、“2”、“3”)、EBC シ
ステムが OFF の場合は "off" の文字。

- DQS システム：DQS システムが ON の場合は
"DQS" の文字に続いて設定介入レベル (“Up/
Down”)、DQS システムが OFF の場合は "DQS" の
文字に続いて "off" の文字。

表示される情報は、各ライディングモード毎に記憶さ
れている値です。保存されている値はドゥカティが設
定した値、またはユーザーがパーソナライズした値で
す。

この時点で、ボタン (1) またはボタン (2) を 1 回押す
ごとに、ライディングモード (RACE、SPORT、
STREET) と “   EXIT” 表示をスクロールします。例え
ば、最初のライディングモードが RACE の場合、ボタ
ン (2) を押すと SPORT、STREET、“   EXIT” の順に強
調表示が切り替わり、再び RACE に戻ります。一方ボ
タン (1) を押すと “   EXIT”、STREET、SPORT の順に
強調表示が切り替わり、RACE に戻ります。

希望のライディングモードを選択したら、ボタン (4)
を押してライディングモードを保存します。
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走行速度 5 km/h (3 mph) 以下の時、インストルメン
トパネルはスロットルグリップの位置だけを点検しま
す。

- スロットルグリップが閉じている場合、インスト
ルメントパネルは選択したライディングモードを
承認します。ライディングモード名が 3 秒間点滅
してから、スタンダードスクリーンに戻ります。

- スロットルグリップが開いている場合、インスト
ルメントパネルは “CLOSE THROTTLE” (スロット
ルを閉じてください) (A) と表示します。スロット
ルグリップが閉じられた場合にのみ、選択したラ
イディングモードを承認し 、スタンダードスクリ
ーンに戻ります。

走行速度が 5 km/h (3 mph) を超えている場合、イン
ストルメントパネルはスロットルグリップ位置、フロ
ントブレーキおよびリアブレーキの圧力を確認しま
す。

- スロットルグリップが閉じており、ブレーキがか
かっていない、または車両が停止している場合、
インストルメントパネルは選択したライディング
モードを承認します。ライディングモード名が 3
秒間点滅してから、"スタンダードスクリーン" に
戻ります。

100km/hClose throttle

100km/hRelease brake

100km/h
Close throttle

and release brake

A

B

C

図 16
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- スロットルグリップが開いている場合、インスト
ルメントパネルは “CLOSE THROTTLE” (スロット
ルを閉じてください) (A) と表示します。スロット
ルグリップが閉じられた場合にのみ、選択したラ
イディングモードを承認し 、スタンダードスクリ
ーンに戻ります。

- スロットルグリップが閉じているもののブレーキ
がかかっている場合、“RELEASE BRAKES” (ブレー
キを放してください) (B) と表示します。ブレーキ
が放された場合にのみ、選択したライディングモ
ードを承認し 、スタンダードスクリーンに戻りま
す。

- スロットルグリップが開いている、あるいはブレ
ーキがかかっている状態で車両が動いている場
合、インストルメントパネルは "CLOSE
THROTTLE AND RELEASE BRAKES" (スロットルを
閉じてブレーキを放してください) (C) と表示しま
す。すべての条件が確認された場合にのみ (ガス
グリップが閉じており、ブレーキがかかっていな
いか車両が停止している)、インストルメントパネ
ルは選択したライディングモードを承認し、"スタ
ンダードスクリーン" に戻ります。

“CLOSE THROTTLE”、“RELEASE BRAKES” または
“CLOSE THROTTLE AND RELEASE BRAKES” の表示が現
れてから 5 秒以内にライディングモード変更を有効に

する上記の条件が満たされなかった場合は、選択手順
は中止されます。インストルメントパネルは設定を変
更せずに前の表示、ライディングモード選択入口画面
に戻ります。

ボタン (4、図 15) を押して “EXIT” 表示を選択した場合
は、新しい設定 (新しいライディングモード) を保存せ
ずにメイン画面に戻ります。
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パラーメーターとレベル変更メニュー
メイン画面の右下の角に、「パラメーターとレベル変
更メニュー」が表示されます。
このメニューには次の 2 つのモードがあります。

- パラメーターの表示
- レベル変更

参考
次回の Key-ON 時、「パラメーターとレベル変更

メニュー」は前回の Key-OFF 前に使用していたモード
を表示します。

参考
バッテリーが中断された場合、電源回復後の

Key-ON 時に、「パラメーターとレベル変更メニュー」
は「パラメーターの表示」モードを表示します。
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パラメーターの表示
「パラメーターとレベル変更メニュー」のこのモード

は、以下のパラメーターと現在の設定値を表示しま
す。

- DTC
- DWC
- DSC
- EBC
- ABS
- DQS

ボタン (6)    とボタン (7)    を使って、パラメー
ターをスクロールさせることができます。
パラメーターの右側に丸印    が現れると、ボタン
(5)   を押してパラメーターのレベルを変更できる
ことを示します。

参考
設定メニュー (例：DTC、DWC、DSC、EBC) か

らパラメーターが「OFF」に設定されている場合は、
「OFF」ステータスが表示され、クイック変更は実行で

きません。

DTC 5

DQS OFF

DWC 5

6

75

図 18
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レベル変更
「パラメーターとレベル変更メニュー」のこのモード

は、選択したパラメーターと現在の設定値を表示し、
新しいレベルを設定することができます。
以下のパラメーターについてレベルのクイック変更を
実行できます。
● DTC (レベル 1 からレベル 8)
● DWC (レベル 1 からレベル 8)
● DSC (レベル 1 からレベル 2)
● EBC (レベル 1 からレベル 3)

「パラメーターの表示」モード内で、上記いずれかの
パラメーターの表示中にボタン (5) を押すと、   
レベルのクイック変更モードに入ります。
メニュー内には、左側にパラメーターが表示され、ボ
タン (6)    とボタン (7)    を使って好みのレベルを
選択することができます。

例えば、レベルのクイック変更を実行したいパラメー
ターが “DTC” で、現在のレベル “5” の場合：

- ボタン (7)    を押す度に、レベル “1” までレベ
ルが 1 づつ下がります。

- ボタン (6)   を押す度に、レベル “8” までレベル
が 1 づつ上がります。

表示されたレベルは、インストルメントにより該当す
るパラメーターに直ちに設定されます。

参考
クイック変更からは、パラメーターレベルを

「off」に設定して機能を停止することはできません。

ボタン (5)    を押すと、「パラメーターと値の表示」
モードに戻ります。

DTC 5
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図 19
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DTC 表示
インストルメントパネルはディスプレイに DTC 機能の
状態を「パラメーターとレベル変更メニュー」で以下
のように表示します。

- DTC が ON の場合、"DTC" の文字と設定介入レベ
ル 1 から 8 までの数値。

- DTC が ON の時に機能制限モードである場合は、
"DTC" の文字と 1 から 8 までの数値が点滅、さら
に DAVC ランプ (ランプ 8、 が点滅します。

- DTC エラーの場合は、"DTC" の文字と "Err" の文字
が赤色で表示されます。

- DTC が OFF の場合は、"DTC" と "Off" の文字が点
灯、さらに DAVC ランプ (ランプ 8、 が点灯しま
す

警告
システム異常の場合には、Ducati 正規ディーラ

ーまたはサービスセンターにご連絡ください。

警告
DTC はライダーをアシストするシステムです。一

般道走行時、サーキット走行時のどちらでも使用でき
ます。アシストシステムとは、より確実で安心な運転
を可能にすることを目指したメカニズムであり、ライ
ダーが運転に際し正しく払うべき注意義務に取って代
わるものではありません。自身の過失だけでなく他者
の過失も防止するため、道路交通法が定める緊急時の
回避を可能にする慎重な運転を心がけてください。

この安全システムは事故予防のためのシステムです。
これらの機能は車両の運転を助け、その制御を簡単で
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確実なものにします。車両が走行している路面状況や
道路交通法など各種規制範囲を超えたり、合理的に許
容されるスピードを超えたりするような運転に寄与す
るシステムではありません。
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下記の表は、各ライディングタイプに適した DTC 介入レベルと、ユーザーが選択可能な "ライディングモード"
のどれにデフォルト設定されているかを示します。

DTC ライディングタイプ 用途 DEFAULT
OFF  DTC システムは解除されています。 NO

1 TRACK プロフェッショナ
ル

このレベルは熟練ライダー向けサーキッ
ト走行専用として設定されており、ピレ
リ製 SC1 コンパウンドタイヤに合わせて
最適化されています。
このモードにおいて DTC はスリップを許
容します。

NO

2 TRACK このレベルは熟練ライダー向けサーキッ
ト走行専用に設定されており、標準装備
の OEM タイヤに合わせて最適化されて
います。
このモードにおいて DTC はスリップを許
容します。

NO

3 SPORT / TRACK このレベルは上級ライダー向けサーキッ
ト走行用に設定されています。
このモードにおいて DTC はスリップを許
容します。

ライディングモード "RACE" の
デフォルトレベル
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DTC ライディングタイプ 用途 DEFAULT
4 SPORT / TRACK このレベルはサーキット走行用 (および

上級ライダー用ストリート走行用) に設
定されています。

 

5 SPORT このレベルは、ENGINE LOW を使用した
ストリートおよびサーキット走行用に設
定されています。

ライディングモード "SPORT" の
デフォルトレベル

6 SAFE & STABLE このレベルはあらゆる状況下での使用に
適し、グリップの良好なストリート走行
用に設定されています。

ライディングモード "STREET"
のデフォルトレベル

7 RAIN このレベルは濡れた路面でレインタイヤ
を装着するサーキット走行専用に設定さ
れています。

NO

8 HEAVY RAIN このレベルは濡れたアスファルトや滑り
やすい路面でのストリート走行用に設定
されています。このレベルが最善に機能
するためには、ENGINE LOW を使用して
ください。

NO
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レベルの選択に際しての注意事項

警告
選択可能な全レベルにおいて、標準装備タイヤ

またはドゥカティ社が推奨するタイヤを装着し、標準
装備の最終減速比を装備している場合においてのみ、
DTC システムの最適な動作が保証されるものです。特
にタイヤは標準装備タイヤ、Pirelli Diablo Supercorsa
SP のサイズ：フロント 120/70ZR17、リア
200/60ZR17 になります。標準装備のタイヤとサイズ
や特徴の異なるタイヤを使用すると、システムの機能
特性に影響を与え、機能の安全性が低下することがあ
ります。基準適合サイズと異なるサイズのタイヤの装
着は推奨されません。

タイヤに関して、標準装備のタイヤとモデルやメーカ
ーは異なるなど違いが僅かなタイヤを装着する場合、
システムを正しく機能させるには所定の自動調整機能
を使用する必要があります。

最終減速比に関して、標準装備とは異なるギア比を使
用する場合 (サーキット走行においてのみ可)、システ
ムを最適に動作させるために所定の自動調整機能を使
用することが推奨されます。

レベル 8 を選択すると、DTC はリアタイヤのわずかな
スピンにも介入します。レベル 8 とレベル 1 の間には、
その他に 6 つのレベルが存在します。DTC の介入度は
レベル 8 から 1 に向かい減少します。

レベル 1 は標準装備タイヤとは異なる SC1 コンパウン
ドタイヤ (Pirelli Diablo Supercorsa SC1) を装着したサ
ーキット走行専用に開発されています。特徴の異なる
タイヤでこのレベルを使用すると、システムの機能特
性が異なることがあります。

正しいレベルの選択は、3 つの観点から行います。

1) グリップ (タイヤのタイプ、磨耗状態、アスファ
ルトの種類、気候など)

2) レイアウト/行程 (同じような、または全く異なっ
たスピードでのカーブ)

3) ライディングスタイル (より "スムーズ" に、また
はより "シャープ" に)

グリップ状態からのレベル選択
正しいレベルの選択はレイアウト/行程中のグリップ
状況と密接に関係しています (後述のサーキットおよ
び一般道での使用時のアドバイスを参照)。グリップが
弱い場合には、DTC が確実に介入するより高いレベル
を使用する必要があります。
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レイアウトタイプからのレベル選択
レイアウト/行程に同じスピードで走行できるカーブ
がいくつもある場合、それぞれのカーブで満足できる
介入レベルを簡単に見つけることができるでしょう。
一方様々なカーブがレイアウト/行程にある場合は、
妥当な DTC 介入レベルが必要になります。

ライディングスタイルからのレベル選択
カーブ出口で早めに車体を起こし "シャープ" に操縦す
る場合よりも、バイクを深く倒して "スムーズ" に操縦
する場合に DTC はより介入を行う傾向があります。

サーキットでの使用時のアドバイス
システムの作動特性を理解するために、タイヤを温め
る間の数周はレベル 6 に設定して走行することをお勧
めします。その後、レベルを 6、 5、4 と変えながら最
適な DTC レベルに達するまで調整します。
過度な介入が起こる 1 つか 2 つの緩いカーブを除けば
納得のいくレベルである場合、直ぐに介入レベルの変
更を考える前に、緩いカーブ出口で早めに車体を起こ
すようにし、少し "シャープ" なライディングスタイル
で走行してみてください。

一般道での使用時のアドバイス

システムの作動特性を理解するために、レベル 8 に設
定することをお勧めします。DTC が介入しすぎると感
じる場合には、レベルを 5、4 と変えながら、最適な
レベルに達するまで調整します。
グリップ状況や行程の種類、ライディングスタイルを
変更した時に、設定レベルでは満足できない場合は次
のレベルに変更します。この方法で最も快適なレベル
に調整します (例：レベル 7 では DTC が介入しすぎる
と感じる場合はレベル 6 に、レベル 7 では DTC の介入
が全くないと感じる場合はレベル 8 に変更します)。

警告
ピットレーンスピードリミッターの作動中は、

DTC システムは機能しません。
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DWC 表示
インストルメントパネルはディスプレイに DWC 機能
の状態を「パラメーターとレベル変更メニュー」で以
下のように表示します。

- DWC が ON の場合、"DWC" の文字と設定介入レ
ベル 1 から 8 までの数値。

- DWC が ON の時に機能制限モードである場合は、
"DWC" の文字と 1 から 8 までの数値が点滅、さら
に DAVC ランプ (ランプ 8、 が点滅します。

- DWC エラーの場合は、"DWC" の文字と "Err" の文
字が赤色で表示され、さらに DAVC ランプ
(ランプ 8、 が点灯します。

- DWC が OFF の場合、"DWC" と "OFF" の文字。

警告
システム異常の場合には、Ducati 正規ディーラ

ーまたはサービスセンターにご連絡ください。

参考
DTC が OFF に設定されている場合は、DWC も強

制的に OFF に設定されます。

ドゥカティウィリーコントロール (DWC) はウィリー制
御を行い、8 つの介入レベルを基に機能します。各レ
ベルでウィリーの制御に対して異なる値が設定されて
います。それぞれのライディングモードにはあらかじ
め設定された介入レベルが割り当てられています。レ
ベル 8 ではウィリーの発生を防止し、ウィリーが発生
するとそれを制御するために最大限の介入を行いま
す。熟練ライダー専用のレベル 1 ではウィリー防止を
最小限にとどめ、ウィリーが発生した場合の制御も最
小限に抑えられます。
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警告
DWC はライダーをアシストするシステムです。

一般道走行時でもサーキット走行時でも使用できま
す。アシストシステムとは、より確実で安心な運転を
可能にすることを目指したメカニズムであり、ライダ
ーが運転に際し正しく払うべき注意義務に取って代わ
るものではありません。自身の過失だけでなく他者の
過失も防止するため、道路交通法が定める緊急時の回
避を可能にする慎重な運転を心がけてください。

この安全システムは事故予防のためのシステムです。
これらの機能は車両の運転を助け、その制御を簡単で
確実なものにします。車両が走行している路面状況や
道路交通法など各種規制範囲を超えたり、合理的に許
容されるスピードを超えたりするような運転に寄与す
るシステムではありません。
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下記の表は、各ライディングタイプに適した DWC 介入レベルと、ユーザーが選択可能な "ライディングモード"
のどれにデフォルト設定されているかを示します。

DWC 用途 DEFAULT
OFF  DWC システム解除 NO

1 HIGH PERFORMANCE 熟練ライダー向けサーキットでの使用。
ウィリーは可能ですが、システムはウィ
リーの速度を低減します。

NO

2 MEDIUM PERFORMANCE 熟練ライダー向けサーキットでの使用。
ウィリーは可能ですが、システムはウィ
リーの速度を低減します。

NO

3 PERFORMANCE 熟練ライダー向けサーキットでの使用。
ウィリーは可能ですが、システムはウィ
リーの速度を低減します。

ライディングモード "RACE" の
デフォルトレベル

4 PERFORMANCE すべてのライダー向け、サーキッドでの
使用。ウィリーは可能ですが、システム
はウィリーの速度を低減します。

ライディングモード "SPORT" の
デフォルトレベル

5 SPORT すべてのライダー向けレベルシステムは
ウィリーが発生する傾向を抑え、ウィリ
ー発生時には大幅な介入を行います。

ライディングモード "STREET"
のデフォルトレベル

6 SPORT すべてのライダー向けレベルシステムは
ウィリーが発生する傾向を抑え、ウィリ
ー発生時には大幅な介入を行います。

NO
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DWC 用途 DEFAULT
7 MEDIUM SAFE & STABLE すべてのライダー向けレベルシステムは

ウィリーが発生する傾向を抑え、ウィリ
ー発生時には大幅な介入を行います。

NO

8 HIGH SAFE & STABLE すべてのライダー向けレベルシステムは
ウィリーが発生する傾向を最小限に抑
え、ウィリー発生時には大幅な介入を行
います。

NO
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レベルの選択に際しての注意事項

警告
選択可能な全レベルにおいて、標準装備の最終

減速比を装備し、標準装備タイヤまたはドゥカティ社
が推奨するタイヤを装着している場合においてのみ、
DWC システムの最適な動作が保証されるものです。特
にタイヤは標準装備タイヤ、Pirelli Diablo Supercorsa
SP のサイズ：フロント 120/70ZR17、リア
200/60ZR17 になります。標準装備のタイヤとサイズ
や特徴の異なるタイヤを使用すると、システムの機能
特性に影響を与え、機能の安全性が低くなることがあ
ります。基準適合サイズと異なるサイズのタイヤの装
着は推奨されません。

車両に搭載されている DWC システムのレベル 1 の調整
は、車両の標準装備タイヤとは異なる SC1 コンパウン
ドタイヤ (Pirelli Diablo Supercorsa SC1) に合わせて最
適化されたものです。特徴の異なるタイヤでこのレベ
ルを使用すると、システムの機能特性が異なることが
あります。

タイヤに関して、標準装備のタイヤとモデルやメーカ
ーは異なるものの、サイズクラスが同じ (リア =
200/60 ZR17、フロント = 120/70 ZR17) など違いが僅
かなタイヤを装着する場合、システムを正しく機能さ

せるには所定の自動調整機能を使用する必要がありま
す。

最終減速比に関して、標準装備とは異なるギア比を使
用する場合 (サーキット走行においてのみ可)、システ
ムを最適に動作させるために所定の自動調整機能を使
用することが推奨されます。

DWC のレベル 8 を選択すると、システムはウィリーが
発生する傾向を最小限に抑え、ウィリー発生時には大
幅な介入を行います。レベル 8 からレベル 1 の順に
DWC システムの介入レベルが小さくなります。レベ
ル 1、2、3 ではウィリーをしやすくなっていますが、
同時にウィリー時の減速を行います。これらのレベル
の使用は、自らウィリーを制御することができる熟練
ライダーがサーキットで使用する場合にのみ推奨され
ます。その場合システムはウィリーの発生を助けると
いうよりも、ウィリーが発生する速度を抑えることで
ライダーを補助します。

主に以下のパラメーターを考慮して正しいレベルを選
択します。

- ライダーの経験
- レイアウト/行程 (低速ギアでの立ち上がり、もし

くは高速ギアでの立ち上がり)

ライダーの経験
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使用するレベルはウィリーを自ら制御するライダーの
経験度と密接に関連しています。レベル 1、2、3 を適
切に利用するためには高い能力が求められます。

レイアウトタイプからのレベル選択
レイアウト/行程に低速ギアで立ち上がる速度の低い
カーブが存在する場合、より低いレベルを選択する必
要があります。逆に高速サーキットなどではより高い
レベルを選択することが可能です。

サーキットでの使用時のアドバイス
システムの作動特性を理解するため、最初の数周はレ
ベル 8 に設定して走行することをお勧めします。その
後、レベルを 7、6 と変えながら最適な DWC レベルに
達するまで調整します (タイヤを温めるため、各レベ
ルごとに数周します)。

一般道での使用時のアドバイス
DWC を起動した後、レベル 8 を選択し、好みのスタ
イルで運転します。DWC が介入しすぎると感じる場
合は、レベルを 7、6 と順番に落とし、快適なレベル
に達するまで調整してください。行程タイプが変化し
たため設定レベルでは満足できない場合は次のレベル
に変更します。この方法で最も快適なレベルに調整し
ます (例：レベル 7 では DWC が介入しすぎると感じる

場合はレベル 6 に、レベル 7 では DWC の介入が全く
ないと感じる場合はレベル 8 に変更します)。

警告
ピットレーンスピードリミッターの作動中は、

DWC システムは機能しません。
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DSC 表示
インストルメントパネルはディスプレイに DSC 機能の
状態を「パラメーターとレベル変更メニュー」で以下
のように表示します。

- DSC が ON の場合、"DSC" の文字と設定介入レベ
ル 1 から 2 までの数値。

- DSC が ON の時に機能制限モードである場合は、
"DSC" の文字と 1 から 2 までの数値が点滅、さら
に DAVC ランプ (ランプ 8、 が点滅します。

- DSC エラーの場合は、"DSC" の文字と "Err" の文字
が赤色で表示されます。

- DSC が OFF の場合は、"DSC" と "OFF" の文字が点
灯、さらに DAVC ランプ (ランプ 8、 が点灯しま
す

警告
システム異常の場合には、Ducati 正規ディーラ

ーまたはサービスセンターにご連絡ください。

参考
DTC が OFF に設定されている場合は、DSC も強

制的に OFF に設定されます。

ドゥカティスライドコントロール (DSC) システムは、
リアタイヤのドリフトや横滑りを制御しやすくするこ
とを目的とし、カーブ立ち上がりの加速時にライダー
を支援します。タイヤの進行方向でのスリップを制御
する DTC 機能の介入と併せて、このシステムが極限状
態の走行コンディションにおいてより完成度の高い支
援を実現します。

DSC は 2 通りのレベルで動作します。各レベルは DTC
の特定レベルと組み合わせてタイヤの横滑りに介入す
る異なる値が設定されています。
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下表は、各運転タイプに適した DSC 介入レベルを示します。選択した DTC レベルに応じて、各レベルは指定
のタイヤおよび DTC レベルに対して最適になるように設定されています。

DSC 用途 DEFAULT
OFF DSC システム解除 NO

1 ベースの介入レベルは、選択する DTC レベルに依存
します。DSC システムは横滑りを制限するために控え
めな介入を行います。

NO

2 ベースの介入レベルは、選択する DTC レベルに依存
します。システムは横滑りを制限するためによりはっ
きりと介入します。

ライディングモード "RACE"、"SPORT"、
"STREET" のデフォルトレベル。

警告
DSC システムは、リアタイヤの横滑りを制限することでドリフト状態でのカーブの立ち上りに加速し

やすいようにユーザーを支援します。ユーザーが危険を伴うドリフト角に達するのをシステムは防止できま
せんので、安全のために運転中は常に十分に注意して本システムを使用してください。
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レベルの選択に際しての注意事項
運転スタイルに応じて、カーブの立ち上がりがほぼ鋭
角のコース取りができ、大きめか小さめのドリフト角
を伴うことがあります。以下の記載に従ってご自身の
ライディングに最適な介入レベルを見つけてくださ
い。
そのためにはまず、DTC システムの解説の記載内容に
従って、最適な DTC レベルを決定することが推奨さ
れます。次に、よりはっきりした介入を行う DSC レ
ベル 2 を選択し、システムの特性を理解するためにコ
ースを数周してください。サイドグリップへの介入が
多すぎると感じる時は、軽い介入を行う DSC レベル 1
を試してください。
標準装備の OEM タイヤ以外のもので、標準装備のタ
イヤとはサイズクラスの異なるタイヤやサイズが大き
く異なるタイヤを使用する場合は、システムの機能が
影響を受ける可能性があります。
タイヤに関して、標準装備のタイヤとモデルやメーカ
ーは異なるなど違いが僅かなタイヤを装着する場合、
システムを正しく機能させるには所定の自動調整機能
を使用する必要があります。

警告
DSC はライダーをアシストするシステムです。ア

シストシステムとは、より確実で安心な運転を可能に
することを目指したメカニズムであり、ライダーが運
転に際し正しく払うべき注意義務に取って代わるもの
ではありません。自身の過失だけでなく他者の過失も
防止するため、道路交通法が定める緊急時の回避を可
能にする慎重な運転を心がけてください。

この安全システムは事故予防のためのシステムです。
これらの機能は車両の運転を助け、その制御を簡単で
確実なものにします。車両が走行している路面状況や
道路交通法など各種規制範囲を超えたり、合理的に許
容されるスピードを超えたりするような運転に寄与す
るシステムではありません。

警告
ピットレーンスピードリミッターの作動中は、

DSC システムは機能しません。
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EBC 表示
インストルメントパネルはディスプレイに EBC 機能の
状態を「パラメーターとレベル変更メニュー」で以下
のように表示します。

- EBC システムが ON の場合、"EBC" の文字と設定
介入レベル 1 から 3 までの数値。

- EBC が ON の時に機能制限モードである場合は、
"EBC" の文字と 1 から 3 までの数値が点滅。

- EBC エラーの場合は、"EBC" の文字と "Err" の文字
が赤色で表示されます。

エンジンブレーキコントロール (EBC) は走行中アクセ
ルが完全に閉じた時に掛かるエンジンブレーキ制御を
行います (ブレーキを掛けているかいないかに関わら
ず、シフトダウン時やギアは変えずにアクセルだけを
戻した時)。このシステムは独立してスロットルバルブ
を調整し、走行中のホイールからエンジンへのバック
トルクを一定に保ちます。
このエンジンブレーキ調整システムでは、エンジンブ
レーキが最大になるレベル 1 設定から、レベルを上げ
るごとにエンジンブレーキが徐々に軽減します。
システムの影響はエンジンの高回転域で特に顕著で、
回転数が下がっていくにつれ徐々に小さくなっていき
ます。

警告
EBC はライダーをアシストするシステムです。一

般道走行時でもサーキット走行時でも使用できます。
アシストシステムとは、より確実で安心な運転を可能
にすることを目指したメカニズムであり、ライダーが
運転に際し正しく払うべき注意義務に取って代わるも
のではありません。自身の過失だけでなく他者の過失
も防止するため、道路交通法が定める緊急時の回避を
可能にする慎重な運転を心がけてください。
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下記の表は、各ライディングタイプに適した EBC 介入レベルと、ユーザーが選択可能な "ライディングモード"
のどれにデフォルト設定されているかを示します。

EBC 特徴 DEFAULT
1 このレベルではエンジンブレーキは最大になります。ライディングモード RACE、SPORT、

STREET のデフォルトレベル
2 このレベルではエンジンブレーキは小さくなります。

このレベルは、減速時のエンジンブレーキを小さくし
たいライダーに適します。

NO

3 このレベルではエンジンブレーキは最小になります。
このレベルは、減速時のエンジンブレーキを最小限に
抑えたいライダーに適します。

NO
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レベルの選択に際しての注意事項

警告
選択可能な全レベルにおいて、標準装備タイヤ

またはドゥカティ社が推奨するタイヤを装着し、標準
装備の最終減速比を装備している場合においてのみ、
EBC システムの最適な動作が保証されるものです。特
にタイヤは標準装備タイヤ、Pirelli Diablo Supercorsa
SP V3 のサイズ：フロント 120/70 ZR17、リア 200/60
ZR17 になります。標準装備のタイヤとサイズや特徴
の異なるタイヤを使用すると、システムの機能特性に
影響を与え、機能の安全性が低くなることがありま
す。基準適合サイズと異なるサイズのタイヤの装着は
推奨されません。

タイヤに関して、標準装備のタイヤとモデルやメーカ
ーは異なるなど違いが僅かなタイヤを装着する場合、
システムを正しく機能させるには所定の自動調整機能
を使用する必要があります。
最終減速比に関して、標準装備とは異なるギア比を使
用する場合 (サーキット走行においてのみ可)、システ
ムを最適に動作させるために所定の自動調整機能を使
用することが推奨されます。
レベル 3 を選択すると、EBC はエンジンブレーキの機
能を最小限に抑えます。レベル 3 からレベル 1 の順に

エンジンブレーキレベルが大きくなります。レベル 1
でエンジンブレーキレベルは最大になります。
主に以下のパラメーターを考慮して正しいレベルを選
択します。

1) グリップ (タイヤのタイプ、磨耗状態、アスファ
ルトの種類、気候など)

2) レイアウト/行程 (類似カーブのみ、またはカーブ
が全く異なる)

3) ライディングスタイル
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グリップ状態からのレベル選択
正しいレベルの選択はレイアウト/行程中のグリップ
状況と密接に関係しています。

レイアウトタイプからのレベル選択
同じようなブレーキングで走行できるレイアウト/行程
の場合 (すべて非常に激しい、またはすべて非常に緩
やか)、それぞれのブレーキングで満足できる干渉レ
ベルを簡単に見つけることができるでしょう。一方様
々なブレーキングがレイアウト/行程にある場合、EBC
システムの妥当な介入レベルが必要になります。

70



ABS 表示
インストルメントパネルはディスプレイに ABS 機能の
状態を「パラメーターとレベル変更メニュー」で以下
のように表示します。

- "ABS" の文字と設定介入レベル 1 から 3 までの数
値。

- 異常が発生したため ABS システムが機能制限モー
ド (「コーナリング」機能がない) である場合は、
"ABS" の文字と設定介入レベル 1 から 3 までの数
値が点滅、さらに ABS ランプ (ランプ 10、 が点滅
します。

- ABS エラーの場合は、"ABS" の文字と "Err" の文字
が赤色で表示され、さらに ABS ランプが点灯しま
す。

警告
システム異常の場合には、Ducati 正規ディーラ

ーまたはサービスセンターにご連絡ください。

困難な条件下でのブレーキ操作は、非常に慎重に行わ
なければなりません。ブレーキ操作は二輪車の運転で
最も難しく危険な瞬間です。ブレーキ操作中に転んだ
り事故を起こす可能性が統計的に最も高くなっていま

す。フロントホイールがロックされると、グリップに
よるバランス力を失うため車両のコントロールを失い
ます。

アンチロックブレーキシステム (ABS) は、緊急時や悪
路、悪天候下での走行時にブレーキ性能を最も効果的
に発揮させるために開発されたものです。ABS は電子
制御油圧システムです。ホイール上のセンサーから送
られた信号をコントロールユニットが分析し、いずれ
かのホイールがロックしそうであることを検知する
と、ブレーキ回路内の油圧を制御します。この場合に
は、ブレーキ回路内の油圧を低下させることでホイー
ルを回転させ続け、路面とのグリップを最適に維持し
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ます。続いて、コントロールユニットはブレーキ回路
内の油圧を戻してブレーキをかけます。問題が完全に
解消されるまで、このサイクルを繰り返します。ブレ
ーキング時 ABS が作動状態に入ると、ブレーキレバ
ーとブレーキペダルに軽く振動する抵抗が感じられま
す。フロントブレーキシステムとリアブレーキシステ
ムの制御は別々に行われます。

Panigale V4 R が搭載する ABS は、設定レベルに応じた
異なるストラテジーを適用して車輪がロックするのを
防止するセーフティシステムです。ストラテジーのア
クティブプレゼンスと介入レベルは選択レベルに準じ
ます。ABS には 3 通りの介入レベルが用意されており、
それぞれライディングモードと連動しています。

さらに、Panigale V4 R が搭載する ABS は「コーナリ
ング」機能を備えており、バイクを倒している時に、
車両と路面状況により決定される物理的限界の範囲内
で車輪のロックおよびスリップを防止します。コーナ
リング機能は全 ABS レベルで作動します。

Panigale V4 R の ABS 設定レベルに応じて、リアホイ
ールのリフトアップ制御を有効にでき、制動距離を短
くするだけでなく、制動時の高い安定性を確保しま
す。

ABS のレベル 1 はライディングモード RACE に連動し
ています。システムはフロントブレーキディスクにの

み作用し、サーキット走行においてさらに高いパフォ
ーマンスを保証します。このモードでもコーナリング
機能は作動します。コーナリング機能の介入レベルに
ついては後述します。

ABS のレベル 2 はライディングモード SPORT に連動て
おり、このレベルでは DSC が作動します (ブレーキン
グ時のスライド制御)。一定の起動条件下で、ライダ
ーの安全を最大限に確保しながらも、ABS システムは
車両のヨーイングまたはスライドを可能にするリアの
大幅なスリップを許可し、コーナーに高速で進入でき
るようにします。フロントブレーキを激しくかけてい
る時に、リアブレーキも操作した場合にこのコントロ
ールが作動します。このシステムの作動中、リーンア
ングルに応じて安全なレベル内に維持するため、ABS
は車両のスリップまたはスライドレベルを監視しま
す。車両のスリップまたはスライドレベルが高くなり
すぎると、ABS は通常機能に戻り車両を再調整して安
全を確保します。
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警告
2 つあるブレーキコマンドの片方だけを使用する

と、車両のブレーキ性能が低下します。急激に過度の
力を掛けてブレーキコマンドを操作しないでくださ
い。後輪が浮き上がり (リフトアップ)、車両のコント
ロールを失うおそれがあります。雨天時や滑りやすい
路面の走行ではブレーキ力が著しく低下します。この
ようなコンディションでは慎重に優しくブレーキ操作
をしてください。急ブレーキを掛けると車両のコント
ロールを失う危険があります。長く急な下り坂を走行
する際にはシフトダウンしてエンジンブレーキを使用
し、ブレーキは短く断続的に使用するようにしてくだ
さい。ブレーキを長時間連続して使用すると、ブレー
キパッドの過熱を招き、ブレーキ性能の著しい低下の
原因となります。規定空気圧に満たないタイヤ、もし
くは規定空気圧を超えるタイヤでの走行はブレーキ性
能を低下させるだけでなく、正確な運転とカーブでの
安定性を損ないます。
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下記の表は、各ライディングタイプに適した ABS レベルと、ユーザーが選択可能な "ライディングモード" の
どれにデフォルト設定されているかを示します。

ABS ライディングタイプ 特徴 DEFAULT
1 TRACK このレベルは上級ライダー向けサーキット

走行専用に設定されています (ストリートで
の使用は推奨されません)。このレベルでは、
ABS はフロントホイールにのみ作用し、リ
アホイールのロックは許容されます。この
レベルでは、システムはリフトアップ制御は
行いませんが、コーナリング機能は作動し
ます。

ライディングモード "RACE"
のデフォルトレベル

2 SPORT このレベルは、グリップの良好なサーキッ
トおよびストリート走行用に設定されてい
ます。このレベルでは、ABS は両方のホイ
ールに作用し、コーナリング機能が作動し
ます。このレベルでは、システムはリフトア
ップ制御は行いません。このキャリブレー
ションは制動力を優先し、ライダーがホイー
ルのリフトアップを管理できるようなって
います。このレベルでは DSC (ブレーキング
時のスライド制御) も作動します。

ライディングモード
"SPORT" のデフォルトレベ
ル
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ABS ライディングタイプ 特徴 DEFAULT
3 SAFE & STABLE このレベルはあらゆる状況下での使用に適

し、安全かつ安定したブレーキングを可能
にするよう設定されています。このレベル
では、ABS は両方のホイールに作用し、コ
ーナリング機能およびリフトアップ制御機
能が作動します。

ライディングモード
"STREET" のデフォルトレベ
ル
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レベルの選択に際しての注意事項

警告
選択可能な全レベルにおいて、標準装備のブレ

ーキシステムおよび標準装備タイヤまたはドゥカティ
社が推奨するタイヤを装着している場合においての
み、ABS システムの最適な動作が保証されるものです。
特にタイヤは標準装備タイヤ：フロント 120/70 ZR17
M/C (58W)、リア 200/60 ZR17 M/C (80W) になりま
す。標準装備のタイヤとサイズや特徴の異なるタイヤ
を使用すると、システムの機能特性に影響を与え、機
能の安全性が低くなることがあります。基準適合サイ
ズと異なるサイズのタイヤの装着は推奨されません。

レベル 3 を選択すると、ABS システムは非常に安定し
たブレーキングとリフトアップ制御を行い、全てのブ
レーキングにおいて高い車体安定性を維持します。レ
ベル 3 において、ABS システムのコーナリング機能が
作動します。この機能により、バイクを倒している時
に、車両と路面状況により決定される物理的限界の範
囲内で車輪のロックおよびスリップを防止します。
レベル 2 を選択すると、ABS システムは安定性やリフ
トアップ制御よりみブレーキ力を優先します。リフト
アップ制御はレベル 2 では作動しません。レベル 2 に
おいて、ABS システムのコーナリング機能が作動しま

す。この機能により、バイクを倒している時に、車両
と路面状況により決定される物理的限界の範囲内で車
輪のロックおよびスリップを防止します。さらにレベ
ル 2 では DSC 機能が作動します (このレベルでのみ利
用できます)。
ABS システムのレベル 1 の使用はサーキット走行専用
になります。パフォーマンスを重視して ABS はフロン
トホイールにのみ作用します。このレベルではリフト
アップ制御は作動しませんが、コーナリング機能は作
動を続けます。

主に以下のパラメーターを考慮して正しいレベルを選
択します。

1) タイヤ/路面のグリップ (タイヤタイプ、タイヤの
磨耗状態、アスファルトの種類、気候など)。

2) ライダーの経験と感覚：熟練ライダーは制動距離
を最小限に抑えるためリフトアップを制御するこ
とができますが、経験の少ないライダーには、急
なブレーキングでも車体の安定性が維持できるよ
うレベル 3 の使用が推奨されます。
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DQS 表示
インストルメントパネルはディスプレイに DQS 機能の
状態を「パラメーターとレベル変更メニュー」で以下
のように表示します。

- DQS システムが起動している場合は、“DQS U-D”
(シフトアップおよびシフトダウン) の文字。

- DQS システムが性能制限モードにある場合は、
"DQS" の文字が点滅。

- DQS システムエラーまたはコントロールユニット
エラーの場合は、"Err" の文字が赤色で表示されま
す。

- DQS システムが解除されている場合は、"DQS
Off" の文字。

UP/DOWN 機能を備える DQS システムでは、クラッ
チを操作せずにシフトアップおよびシフトダウンが可
能です。
ペダルの作動機構に内蔵された双方向マイクロスイッ
チからな成り、このマイクロスイッチがエンジンコン
トロールユニットにシフト操作に対応する信号を送信
します。
システムは、ギアチェンジとシフトダウンで別々に作
用します。

この機能を最大限に活用するためのいくつかのヒント
を以下に示します。

- ドゥカティクイックシフトでは、このシステムを
搭載ない車両と同様にギアチェンジペダルの操作
を必要とします。ドゥカティクイックシフトはギ
アチェンジを自動で行うためのシステムではあり
ません。
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- ギアをチェンジする時 (シフトアップまたはシフ
トダウン) は、ギアチェンジペダルを停止してい
る位置からシフトしたい方向に動かしてくださ
い。その際、スプリングの反発力に抵抗してペダ
ルを一定距離動かし、ギアが完全に締結されるま
でその位置を維持してください。ギアチェンジが
完了したら、ドゥカティクイックシフトで次のギ
アチェンジができるようにペダルを完全に放して
ください。ドゥカティクイックシフトのリクエス
ト時にギアチェンジペダルをストロークエンドま
で確実に動かさないと、ギアが完全に入らない場
合があります。

- クラッチレバーを操作する場合には、ドゥカティ
クイックシフトのアシストは作動しません。クラ
ッチレバーを引いたとき、ドゥカティクイックシ
フトは起動しません。

- スロットルが完全に閉じている場合にのみ、ドゥ
カティクイックシフトはシフトダウンを実行しま
す。

- 万一ドゥカティクイックシフトのストラテジーが
作動しない場合でも、クラッチレバーを操作して
ギアチェンジを完了することができます。

- ギアチェンジペダルを上下いずれかの方向に 30
秒以上押し続けると (誤って操作した場合でも)、
不正なエラーとしてコントロールユニットに記録
され、ドゥカティクイックシフトの機能が停止す
ることがあります。こうした場合にシステムを再
起動するには、インストルメントパネルを一旦切
ってからもう一度起動してください。

- ドゥカティクイックシフトは、エンジン回転数
2,500 rpm 以上で作動するように設計されていま
す。

- ドゥカティクイックシフトを使ったシフトダウン
機能は、すべてのギアにおいて定義された回転数
の限界値以下でのみ作動します。これは、シフト
ダウンした時にエンジンの最高回転数を超えてし
まうのを防ぐためです。
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機能メニュー
メイン画面で左側スイッチのボタン (1) またはボタン
(2) を押すと、機能メニュー内の機能をスクロール表示
することができます。
ボタン (1) を押すごとに、「位置」が増えていきます
(最初の位置から最後の位置までいくと、また最初の
位置に戻ります)。ボタン (2) を押すごとに、「位置」が
減っていきます (最後の位置から最初の位置までいく
と、また最後の位置に戻ります)。

各種機能がスクロール表示できる時は、機能メニュー
枠内の左側に UP    および DOWN    矢印が現れ
ます。矢印はそれぞれ左側スイッチのボタン (1) とボ
タン (2) に相当します。丸印   の表示は、左側スイ
ッチのボタン (4) を押して表示された機能を操作でき
ることを示します。例えばトリップメーター 1 (TRIP 1)
のリセットです。

設定されているインフォモードとライディングモード
に応じて、機能メニューには異なる機能が表示されま
す。
機能メニューには以下の機能が表示されます。

- オドメーター (TOT)
- トリップメーター 1 (TRIP 1)
- 平均燃費 (CONS. AVG 1)
- 平均スピード (SPEED AVG 1)

- トリップタイム (TRIP 1 TIME)
- 外気温 (T AIR)
- 燃料リザーブトリップメーター (TRIP FUEL)
- トリップメーター 2 (TRIP 2)
- 瞬間燃費 (CONS. I.)
- ラップタイムの停止/起動 (LAP Off / On)

モードの情報内でのみ表示されます。
- 音楽プレーヤー操作 (PLAYER)

Bluetooth モジュールが搭載されており、スマー
トフォンが接続されている場合のみ、ROAD イン
フォモード内でのみ表示されます。
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- 最終通話履歴の操作 (LAST CALLS)
Bluetooth モジュールが搭載されており、スマー
トフォンが接続されている場合のみ、ROAD イン
フォモード内でのみ表示されます。

- 設定メニュー (SETTING MENU)

80



オドメーター (TOT)
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 “TOT” を表示
します。

オドメーターは車両の総走行距離を設定単位 (キロま
たはマイル) でカウント、表示します。
オドメーターに対応する数値 (キロ またはマイル) は、
"TOT" の文字と単位で表示されます。最大値 (199999
km または 199999 mi) に達するとインストルメントパ
ネルにその値が表示されたままになります。
オドメーターの値は常に保存され、いかなる理由でも
リセットすることはできません。

電源の供給が中断 (バッテリー OFF) してもデータは消
去されません。

参考
オドメーター機能で点線 " ----- " が点滅表示され

る場合は、Ducati 正規ディーラーまたはサービスセン
ターにご連絡ください。

TRIP 1 km137.4

TOT km1245

SETTING MENU

1

2

図 27
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トリップメーター 1 (TRIP 1)
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 "TRIP 1" を表示
します。

トリップメーターは車両の部分走行距離を設定単位
(キロまたはマイル) でカウント、表示し、平均燃費、
平均スピード、トリップタイムの算出に使用されま
す。TRIP 1 の値 (キロまたはマイル) は、"TRIP 1" の文
字と単位で表示されます。

データが最大値 9999.9 km または 9999.9 mi を超える
と、カウンターは自動的にリセットされ、再びゼロか
らカウントを始めます。

トリップメーターの表示中にボタン (4) を押すと、デ
ータと単位の代わりに "TRIP 1 RESET ?" (TRIP 1 をリセ
ットしますか) と表示されます。この表示が起動して
いるときは、機能メニューのスクロールはできませ
ん。
ボタン (1) またはボタン (2) を押すと、データをリセ
ットせずに TRIP 1 の表示に戻ります。
一方ボタン (4) を押した場合は、TRIP 1 のデータがリ
セットされます。インストルメントパネルは TRIP 1 の
表示に戻り、“0.0” と設定単位を表示します。

TRIP 1 がリセットされると、平均燃費 (CONS. AVG 1)、
平均スピード (SPEED AVG 1)、トリップタイム (TRIP 1
TIME) のデータもリセットされます。

以下のような場合には、TRIP 1 カウンターが自動的に
リセットされます。

- トリップタイム (TRIP 1 TIME) がリセットされた時
- 平均燃費 (CONS. AVG 1) がリセットされた時
- 平均速度 (SPEED AVG 1) がリセットされた時
- 電源供給が中断された時 (Battery Off)
- システムの単位を手動で変更した場合

CONS AVG 1 km/L16.8

TRIP 1 km137.4

kmTOT 1245
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平均燃費 (CONS.AVG 1)
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 "CONS. AVG 1"
を表示します。

インストルメントパネルは平均燃費を算出して表示し
ます。
平均燃費は “CONS. AVG 1” の文字と共に単位 (km/L、
L/100 km または mpg UK、mpg USA) で表示されま
す。
TRIP 1 が最後にリセットされてからの消費燃料と走行
距離から計算されます。
TRIP 1 がリセットされるとデータがリセットされ、最
初のデータはリセットから 10 秒後に表示されます。
数値が表示されない最初の 10 秒間は 3 本の破線 "- -.-"
が平均燃費として固定表示されます。

停車中であってもエンジンが作動している場合は時間
が計算されます。車両が停車中でエンジンが停止して
いる時間は考慮されません。

平均燃費の表示中にボタン (4) を押すと、データと単
位の代わりに "CONS.AVG 1 RESET ?" (CONS.AVG 1 を
リセットしますか) と表示されます。この表示が起動
しているときは、機能メニューのスクロールはできま
せん。

ボタン (1) またはボタン (2) を押すと、データをリセ
ットせずに CONS. AVG 1 の表示に戻ります。
一方ボタン (4) を押した場合は、CONS. AVG 1 のデー
タがリセットされます。インストルメントパネルは
CONS. AVG 1 の表示に戻り、“0.0” と設定単位を表示し
ます。
平均燃費がリセットされると、数値が表示されない最
初の 10 秒間は 3 本の破線 "- -.-” が表示されます。

CONS. AVG 1 のデータがリセットされると、トリップ
メーター 1 (TRIP 1)、平均スピード (SPEED AVG 1)、ト
リップタイム (TRIP 1 TIME) のデータもリセットされま
す。

SPEED AVG 1 km/h130
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以下のような場合には、CONS. AVG 1 カウンターが自
動的にリセットされます。

- トリップタイム (TRIP 1 TIME) がリセットされた時
- トリップメーター 1 (TRIP 1) がリセットされた時
- 平均速度 (SPEED AVG 1) がリセットされた時
- 電源供給が中断された時 (Battery Off)
- システムの単位を手動で変更した場合

参考
設定メニューの “Units” 機能から、「燃費」の単

位を変更することができます (平均燃費、瞬間燃費を
同時に変更)。
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平均スピード (SPEED AVG 1)
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 "SPEED AVG.1”
を表示します。

インストルメントパネルは平均スピードを算出して表
示します。
車両の平均スピードは “SPEED AVG.1” の文字、単位
(km/h または mph) と一緒に表示されます。
平均スピードは車両スピードの表示と同様に、実速度
に 5 %上乗せした値が表示されます。
TRIP 1 が最後にリセットされてからの走行距離と時間
から計算されます。TRIP 1 がリセットされるとデータ
がリセットされ、最初のデータはリセットから 10 秒
後に表示されます。数値が表示されない最初の 10 秒
間は 3 本の破線 "- - -" が平均スピードとして固定表示
されます。
停車中であってもエンジンが作動している場合は時間
が計算されます。車両が停車中でエンジンが停止して
いる時間は考慮されません。

平均スピードの表示中にボタン (4) を押すと、データ
と単位の代わりに "SPEED AVG 1 RESET ?" (SPEED AVG
1 をリセットしますか) と表示されます。この表示が起
動しているときは、機能メニューのスクロールはでき
ません。

ボタン (1) またはボタン (2) を押すと、データをリセ
ットせずに SPEED AVG.1 の表示に戻ります。
一方ボタン (4) を押すと、SPEED AVG.1 のデータがリ
セットされます。インストルメントパネルは SPEED
AVG.1 の表示に戻り、"0" と設定単位が表示されます。

平均スピードがリセットされると、数値が表示されな
い最初の 10 秒間は 3 本の破線 “ - - - ” が表示されます。

SPEED AVG.1 がリセットされると、トリップメーター
1 (TRIP 1)、平均燃費 (CONS. AVG 1)、トリップタイム
(TRIP 1 TIME) のデータもリセットされます。

TRIP 1 TIME 3:22

SPEED AVG. 1 km/h130

km/LCONS. AVG. 16.8
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SPEED AVG.1 のカウンターは、以下のような場合に自
動的にリセットされます。

- トリップタイム (TRIP 1 TIME) がリセットされた時
- トリップメーター 1 (TRIP 1) がリセットされた時
- 平均燃費 (CONS. AVG 1) がリセットされた時
- 電源供給が中断された時 (Battery Off)
- システムの単位を手動で変更した場合
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トリップタイム (TRIP 1 TIME)
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 "TRIP 1 TIME"
を表示します。

インストルメントパネルは走行時間を計算して表示し
ます。
"hhh:mm" 形式のデータを "TRIP 1TIME" の文字と共に
表示します。
トリップメーター 1 (TRIP 1)、平均燃費 (CONS. AVG
1)、平均スピード (SPEED AVG 1) が最後にリセットさ
れてからの走行時間から計算されます。

車両が停車中であってもエンジンが作動している場合
は時間が計算されます停車中でエンジンが停止してい
る時間は自動的に止まり、エンジンが作動すると自動
的に時間計測を再開します。
表示時間が "511:00" (511 時間 00 分) を超えると、カ
ウンターは自動的にリセットされ、再びゼロからカウ
ントを始めます。

トリップタイムの表示中にボタン (4) を押すと、時間
の代わりに "TRIP 1 TIME RESET ?" (TRIP 1 TIME をリセ
ットしますか) と表示されます。この表示が起動して
いるときは、機能メニューのスクロールはできませ
ん。

ボタン (1) またはボタン (2) を押すと、データをリセ
ットせずに TRIP 1 TIME の表示に戻ります。
一方ボタン (4) を押した場合は、TRIP 1 TIME のデータ
がリセットされます。インストルメントパネルは TRIP
1 TIME の表示に戻り、“0:00” を表示します。

TRIP 1 TIME がリセットされると、トリップメーター 1
(TRIP 1)、平均スピード (SPEED AVG 1)、平均燃費
(CONS. AVG 1) もリセットされます。

以下のような場合には、CONS. AVG 1 カウンターが自
動的にリセットされます。

- トリップメーター 1 (TRIP 1) がリセットされた時

T AIR °C22

TRIP 1 TIME 3:22

km/hSPEED AVG. 130

1
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図 31
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- 平均燃費 (CONS. AVG 1) がリセットされた時
- 平均速度 (SPEED AVG 1) がリセットされた時
- 電源供給が中断された時 (Battery Off)
- システムの単位を手動で変更した場合
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外気温 (T-AIR)
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 "T AIR" を表示
します。

インストルメントパネルは外気温を "T AIR" の文字と
単位 (°C または °F) で表示します。

温度データは -39 °C～+125 °C (-38 °F～+257 °F)
の場合に表示されます。
温度が -39 °C (-38 °F) 未満あるいは +125 °C
(+257 °F) を超える場合には 3 本の破線 " - - - " と単位
が表示されます。

インストルメントパネルが気温のデータを受信しない
場合、単位と共に 3 本の破線 "- - -" が固定表示されま
す。

参考
エンジンの熱が停車中の車両の温度表示に影響

を与える場合があります。
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燃料リザーブトリップメーター (TRIP FUEL)
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 “TRIP FUEL” を
表示します。

燃料リザーブトリップメーターは、リザーブでの走行
距離 (燃料リザーブランプ (ランプ 5、 が点灯した時点
からの車両の走行距離) を設定単位 (キロまたはマイル)
でカウント、表示します。
燃料リザーブランプ (ランプ 5、 が点灯すると、ディ
スプレイにその時点で表示されている機能に関係なく
TRIP FUEL 機能が表示されます。その後、機能メニュ
ーの他の機能をスクロール表示することができます。
リザーブタンク使用の状態が続く場合は、Key-OFF 後
もデータは記憶されます。カウンターはリザーブ状態
でなくなった時点で自動的に中断されます。
TRIP FUEL に対応する数値 (キロまたはマイル) は、
"TRIP FUEL" の文字と単位で表示されます。
データが最大値 9999.9 km または 9999.9 mi を超える
と、カウンターは自動的にリセットされ、再びゼロか
らカウントを始めます。
TRIP FUEL 機能が起動していない場合は、機能メニュ
ー内に対応する値を表示することはできません。
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トリップメーター 2 (TRIP 2)
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 "TRIP 2" を表示
します。

トリップメーターは車両の部分走行距離を設定単位
(キロまたはマイル) でカウント、表示します。TRIP 2
の値 (キロまたはマイル) は、"TRIP 2" の文字と単位で
表示されます。

データが最大値 9999.9 km または 9999.9 mi を超える
と、カウンターは自動的にリセットされ、再びゼロか
らカウントを始めます。

トリップメーターの表示中にボタン (4) を押すと、デ
ータと単位の代わりに "TRIP 2 RESET ?" (TRIP 2 をリセ
ットしますか) と表示されます。この表示が起動して
いるときは、機能メニューのスクロールはできませ
ん。
ボタン (1) またはボタン (2) を押すと、データをリセ
ットせずに TRIP 2 の表示に戻ります。
一方ボタン (4) を押した場合は、TRIP 2 のデータがリ
セットされます。インストルメントパネルは TRIP 2 の
表示に戻り、“0.0” と設定単位を表示します。

TRIP 2 のカウントは、システムの単位を手動で変更し
た場合とバッテリー OFF の後にも自動的にリセット

され、新しく設定した単位でゼロから再びカウントを
始めます。

CONS. I. km/L13.2
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瞬間燃費 (CONS. I.)
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 "CONS. I." を表
示します。

インストルメントパネルは瞬間燃費を算出して表示し
ます。
瞬間燃費は “CONS. I.” の文字と共に単位 (km/L、L/100
km または mpg UK、mpg USA) で表示されます。
数値は直前の 1 秒間の燃料消費量と走行距離から算出
されます。

データは設定された単位 (km/L、L/100 km または
mpg UK、mpg USA) で表示されます。
数値はエンジンが作動しており車両が動いている場合
にのみ計算されます (車両速度がゼロ、あるいはエン
ジン停止状態で車両が停車している間は計算されませ
ん)。
計算されていない時は、ディスプレイ上に 3 本の破線
" - - .- " が瞬間燃費として固定表示されます。

参考
設定メニューの “Units” 機能から、「燃費」の単

位を変更することができます (平均燃費、瞬間燃費を
同時に変更)。
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ラップタイム (LAP)
この機能は TRACK 表示モードでのみ表示されます。
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 "LAP" を表示
します。

この機能でラップタイム記録 (Lap Evo) の停止/起動を
行います。

LAP が起動していない場合、インストルメントパネル
は "LAP OFF" の文字を表示します。起動するにはボタ
ン (4) を押します。
LAP が起動している場合は、インストルメントパネル
に "LAP ON" の文字が表示されます。停止するにはボ
タン (4) を押します。

設定メニューからラップ機能を起動または停止するに
は、“設定メニュー - ラップタイム (Lap)” の章を参照し
てください。

SETTING MENU
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音楽プレーヤー操作 (PLAYER)
この機能は音楽プレーヤー操作を有効、無効にしま
す。
ROAD 表示モードにのみ表示され、Bluetooth コント
ロールユニットを搭載し、スマートフォンが接続され
ている場合にのみ利用できます。機能を “OFF” または
“ON” に設定します。
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 "PLAYER" を表
示します。

重要
インストルメントパネルに Bluetooth 接続して

いるスマートフォンの接続が切れたり電源が切れたり
した場合は、「音楽プレーヤー操作 (PLAYER)」はメニ
ューの機能リストには表示されません。スマートフォ
ンがインストルメントパネルに Bluetooth 接続された
時に、再び表示されます。

参考
スマートフォンの他にライダーヘルメットイン

ターコムが接続されている場合は、音楽はヘルメット
のイヤホンを通して再生されます。
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音楽プレーヤー操作の起動 (OFF から ON)
音楽プレーヤー操作が “OFF” に設定されている場合、
ボタン (4) を押すとプレーヤー操作が起動します。
音楽プレーヤー操作が起動中は、接続しているスマー
トフォンで再生中の曲のタイトル (A、 図 39)、可能な
操作 (B、 図 39)、“EXIT” の表示とその前に下向きの黒
色矢印 (C、 図 39) がディスプレイに表示されます。

完全な曲名は一度だけ右から左にスクロールで表示さ
れ、その後は曲名の最初の数文字だけが表示されま
す。曲タイトルが利用できない場合は、“NOT
AVAILABLE” の文字が表示されます。
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音楽プレーヤー操作
操作が起動している時、ボタン (1)、ボタン (2)、ボタ
ン (4) は音楽プレーヤー操作専用ボタンになります。
具体的には：

- 再生 / 一時停止：ボタン (4) を 2 秒間押します。
- “SKIP” (次の曲に移動)：ボタン (4) を短く押しま

す。
- “+” (音量を上げる)：ボタン (1) を短く押します。

ボタンを押している間は “+” マークが消えて、ボ
タンが押されたことを示します。

- “-” (音量を下げる)：ボタン (2) を短く押します。
ボタンを押している間は “-” マークが消えて、ボ
タンが押されたことを示します。

- “EXIT” (音楽プレーヤー操作から出る)：ボタン (2)
を 2 秒間押します。
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再生 / 一時停止
曲の一時停止中 (A) は、曲の左側にマーク “  ”、上に
黒色丸印 “  ”、横に “PLAY” が表示されます。これ
は、ボタン (4) を 2 秒間押して再生を再開できることを
示します。

曲の再生中 (B) は、曲の左側にマーク “  ”、上に黒
色丸印 “  ”、横に “PAUSE” が表示されます。これは、
ボタン (4) を 2 秒間押して曲を一時停止できることを示
します。
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起動中の音楽プレーヤー操作から出る (ON)：
曲の再生中など音楽プレーヤーを起動したままプレー
ヤー操作から出るには (A)、ボタン (2) を 2 秒間押しま
す。

これにより、ボタン (1)、ボタン (2)、ボタン (4) の機能
が音楽プレーヤー操作ではなく、通常のインストルメ
ントパネル操作に戻ります。

プレーヤーの起動中であれば、機能を変更しても
(例：TRIP 1)、再生中の曲名はディスプレイに表示され
続けます。

“音楽プレーヤー操作 (PLAYER)” 機能を起動すると、メ
ニュー内に “PLAYER ON” の表示が現れます。再生中の
曲の下には、黒色の上向き矢印と “PLAYER CONTROL”
の文字が表示されます (B)。
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音楽プレーヤー操作に戻る (ON)：
音楽プレーヤーを起動した後で別の機能に切り替える
ために一旦プレーヤー操作から出た場合、再び音楽プ
レーヤー操作に戻るには、メニューに “音楽プレーヤ
ー操作 (PLAYER)” 機能を表示してから (A)、ボタン (1)
を 2 秒間押してください。

音楽プレーヤー操作に再びアクセスすると、ボタン
(1)、ボタン (2)、ボタン (4) は音楽プレーヤー操作専用
ボタンに戻ります (B)。
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音楽プレーヤー操作の停止 (ON から OFF)：
音楽プレーヤー操作を “OFF” に設定するには、メニュ
ーから PLAYER を選択します。この場合、曲の再生中
であっても再生が中止されます。
機能には “ON” の文字が表示されています (A)。この時
点でボタン (4) を押します。

これで音楽プレーヤー操作が “OFF” に設定されます
(B)。
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最終通話履歴の操作 (LAST CALLS)
この機能では最近の不在着信、発信通話、着信通話の
履歴を表示します。
ROAD 表示モードにのみ表示され、Bluetooth コント
ロールユニットを搭載し、スマートフォンが接続され
ている場合にのみ利用できます。
機能メニューからこの機能を選択するには、ボタン (1)
および (2) で機能をスクロールし、項目 “LAST CALLS”
を表示します。

ボタン (4) を押して履歴一覧を表示します (図 46)。
この機能に入ると、ディスプレイに “WAIT..” の文字が
数秒間表示され、続いて最後の通話相手の名前と番号
が表示されます。

インストルメントパネルは、Bluetooth 接続されてい
るスマートフォンから履歴一覧情報を直接受け取りま
す。
発信、受信、不在着信の履歴は最大 7 件まで表示され
ます。
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ボタン (1) とボタン (2) を使用して、通話一覧をスク
ロールすることができます。一覧から選択した電話番
号 / 名前に発信するには、ボタン (4) を押します。詳
しくは “インフォテインメント – アクセサリー” の章を
参照してください。

通話履歴が何もない場合は、ディスプレイに "EMPTY"
の文字が表示されます (図 48)。この場合は機能を終了
します。

機能を終了して前の画面に戻るには、ボタン (2) を 2
秒間押します。
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設定メニュー (SETTING MENU)
このメニューではいくつかの車両機能の ON/OFF およ
び設定を行います。

安全上の理由により、車両の実速度が 5 km/h (3 mph)
以下の場合に限り、このメニューに入ることができま
す。
設定メニューが表示されている時に車両の実速度が 5
km/h (3 mph) を超えると、インストルメントパネルは
自動的に設定メニューを終了し、メイン画面を表示し
ます。

設定メニューに入るには、ボタン (1) とボタン (2) で項
目 "SETTING MENU" を選択し、ボタン (4) を押します。

参考
走行速度が 5 km/h (3 mph) 以下の時にのみ丸印

   が表示されます。速度 5 km/h (3 mph) 以下で走
行中に突然 5 km/h (3 mph) を超えた場合は、丸印   
は消えます。その後、走行速度が 5 km/h (3 mph) 以下
に戻ると再び点灯します。
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設定メニューに入ると、ディスプレイの表示モードが
変わります。

設定メニューには以下の機能が表示されます。

- Riding Mode
- Pin Code
- Lap
- Backlight
- Date and Clock
- Units
- Service
- Pit Limiter
- Tire Calibration
- DRL
- Bluetooth
- Turn indicators
- DDA
- Info

重要
安全のために、このメニューは車両が停止して

いる状態で使用してください。

ボタン (1) と (2) を押すと、設定メニューの上記機能を
一つずつ表示することができます。ボタン (2) を押す

と次の機能が、ボタン (1) を押すと前の機能が表示さ
れます。
希望の機能を表示した後、ボタン (4) を押すと、選択
した機能に対応するメニューページが開きます。

機能が装備されていない場合や一時的に解除されてい
る場合は、メニューページにアクセスできません。

設定メニューを終了するには、"   EXIT" を選択して
してボタン (4) を押してください。
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設定メニュー - ライディングモード (Riding
Mode)
各ライディングモードのそれぞれの設定をパーソナラ
イズすることができます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。
機能に入ると、画面左側に利用できるライディングモ
ードが表示され、右側には現在設定されているライデ
ィングモードが表示されます。
このページ内に表示される表示は次の通りです。

-   Back
- RACE
- SPORT
- STREET
- All Default (いずれかのライディングモードのひと

つ以上のパラメーターが初期設定値と異なる場合
のみ表示されます)

-   Back

Riding Mode
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Exit
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ボタン (1)、(2)、(4) を使用して、以下の操作を行うこ
とができます。

- ボタン (1) と (2) でパーソナライズしたいライディ
ングモードを選択します。ボタン (4) を押すと、
選択したライディングモードのパーソナライズに
入ります。

- ボタン (1) と (2) で "  Back" の表示を強調して選
択します。ボタン (4) を押すと、前の画面に戻り
ます。

- ボタン (1) と (2) で "All Default" の表示を強調して
選択します。ボタン (4) を押すと、4 つすべての
ライディングモードを工場出荷時の値に回復する
ことができます。

ひとつのライディングモードに連動するパラメーター
でパーソナライズできるものは、DAVC (DTC、DWC、
DSC)、Engine、ABS、EBC、DQS、Info Mode、
DEFAULT (ライディングモードを工場出荷時の値に回
復) です。このページ内に表示される表示は次の通り
です。

-   Back
- DAVC
- Engine
- ABS
- EBC

- DQS
- Info Mode
- Default (ひとつ以上のパラメーターが初期設定値

と異なる場合のみ表示されます)
-   Back

ボタン (1) またはボタン (2) を押すたびに、選択して
いるライディングモードの全てのパラメーターがスク
ロールされます。パラーメーターが強調表示されてい
る時にボタン (4) を押すと、パラメーターのパーソナ
ライズに入り、パラメーターの設定を変更することが
できます。

DAVC

Engine

Race

ABS

Back

...

42

1

図 53
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変更したパラメーターはバッテリーを切り離してもリ
セットされません。それぞれのライディングモードを
ドゥカティ初期設定に戻すには、"Default" 機能を選択
してボタン (4) を押します。"  Back" 機能が強調表示
された時にボタン (4) を押すと、サブメニューを終了
して前の画面に戻ります。

警告
パラメーター変更は、車両のセットアップに充

分慣れている方のみにお勧めします。意図せず変更し
てしまった場合は、"DEFAULT" 機能を使用してパラメ
ーターを修復してください。

DAVC 機能は、加速時に車両のトラクション管理を行
う電子制御パッケージ (DTC、DWC、DSC) です。DTC
機能が解除されている、すなわち OFF に設定されてい
る場合は、DWC は強制的に OFF 設定になり、パラメ
ーターを変更することはできません。
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設定メニュー - ライディングモード - DAVC
設定 (DAVC)
この機能は、各ライディングモードに連動する DAVC
パッケージの DTC、DWC、DSC 機能のレベルを設定
します。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。
ライディングモードメニューに入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、変更するライ
ディングモード (B) を選択します。ライディングモー
ドを選択したら、ボタン (4) を押します。
選択したライディングモード (例：“RACE”) (C) のパー
ソナライズメニューに入ります。
ボタン (1) および (2) で “DAVC” を選択し、ボタン (4) を
押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

Race

Sport

Race

Street

Back

...

DAVC

Engine

Race

ABS

...

Back

A

B

C
42

1

図 54
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DAVC 機能は、加速時に車両のトラクション管理を行
う電子制御パッケージ (DTC、DWC、DSC) です。

この機能に入ると、パーソナライズする機能 (DTC、
DWC、DSC) を選択することができます。
このページ内の選択可能な表示は次の通りです。

-   Back
- DTC
- DWC
- DSC
- Default (ひとつ以上のパラメーターが初期設定値

と異なる場合のみ表示されます)
-   Back

ボタン (1) またはボタン (2) を押すたびに、DTC、
DWC、DSC の機能がスクロールされます。機能を強
調表示してからボタン (4) を押すと、パーソナライズ
機能に入ります。
"  Back" 機能が強調表示された時にボタン (4) を押
すと、サブメニューを終了して前の画面に戻ります。

DTC 機能が解除されている、すなわち OFF に設定さ
れている場合は、DWC は強制的に OFF 設定になり、
パラメーターを変更することはできません。

メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

DTC

DWC

Back

DAVC...

DSC

42

1

図 55
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設定メニュー - ライディングモード - DAVC
設定 - DTC (DTC)
ここでは各ライディングモードに連動した DTC 介入レ
ベルの設定または解除を行うことができます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。
ライディングモードメニューに入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、変更するライ
ディングモード (B) を選択します。ライディングモー
ドを選択したら、ボタン (4) を押します。
選択したライディングモード (例：“RACE”) (C) のパー
ソナライズメニューに入ります。
ボタン (1) および (2) で “DAVC” を選択し、ボタン (4) を
押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

Race

Sport

Race

Street

Back

...

DAVC

Engine

Race

ABS

...

Back

A

B

C
42

1

図 56
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DAVC 機能メニュー内でボタン (1) またはボタン (2) を
押し、“DTC” の表示を強調して選択し、ボタン (4) を押
します。
この機能に入ると (図 58)、左側に設定可能な全レベル
(レベル 1 から 8 と OFF) の一覧が表示され、右側に現
在設定されている DTC レベル、または状態が表示さ
れます。
このページ内の選択可能な表示は次の通りです。

-   Back
- 8
- 7
- 6
- 5
- 4
- 3
- 2
- 1
- Off
-   Back

さらに、介入する部分を青色でハイライトしたバイク
の図が表示されます。

DTC

DWC

Back

DAVC...

DSC

42

1

図 57

1 2

Race > Ducati Traction Control

...

2

TRACK

PERFORMANCE SAFE/STABLE

ROAD WET

3

Off

Back

42

1

図 58
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ボタン (1) と (2) を使用して、設定したい介入レベルを
選択します。レベルを強調すると、そのレベルに連動
する値が中央の表に表示されます (黒色背景または黒
色矢印で強調表示　  )。レベル 7 を選択すると、
“RAIN TIRE ONLY!” の文字が表示されます。
希望のレベルを強調表示したら、ボタン (4) を押して
新しい設定を保存します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

参考
DTC 機能が解除されている、すなわち OFF に設

定されている場合は、DWC と DSC は強制的に OFF 設
定になり、パラメーターを変更することはできませ
ん。このため該当する設定メニューへ入ることはでき
ません。

Off 2

Race > Ducati Traction Control

...

1

TRACK

PERFORMANCE SAFE/STABLE

ROAD WET

2

Back

42

1

図 59
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設定メニュー - ライディングモード - DAVC
設定 - DWC (DWC)
ここでは各ライディングモードに連動した DWC 介入
レベルの設定または解除を行うことができます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。
ライディングモードメニューに入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、変更するライ
ディングモード (B) を選択します。ライディングモー
ドを選択したら、ボタン (4) を押します。
選択したライディングモード (例：“RACE”) (C) のパー
ソナライズメニューに入ります。
ボタン (1) および (2) で “DAVC” を選択し、ボタン (4) を
押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

Race

Sport

Race

Street

Back

...

DAVC

Engine

Race

ABS

...

Back

A

B

C
42

1

図 60
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DAVC 機能メニュー内でボタン (1) またはボタン (2) を
押し、“DWC” の表示を強調して選択し、ボタン (4) を
押します。
この機能に入ると (図 62)、左側に設定可能な全レベル
(レベル 1 から 8 と OFF) の一覧が表示され、右側に現
在設定されている DWC レベル、または状態が表示さ
れます。
このページ内の選択可能な表示は次の通りです。

-   Back
- 8
- 7
- 6
- 5
- 4
- 3
- 2
- 1
- Off
-   Back

さらに、介入する部分を青色でハイライトしたバイク
の図が表示されます。

DWC

DSC

DAVC...

Default

Back

DTC

42

1

図 61

3

Race > Ducati Wheelie Control

4

3

5

2

6

...

PERFORMANCE SAFE/STABLE

42

1

図 62
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ボタン (1) と (2) を使用して、設定したい介入レベルを
選択します。レベルを強調すると、そのレベルに連動
する値が中央の表に表示されます (黒色矢印で強調表
示　  )。さらに、システムの介入レベルを青色矢印で
示します。
希望のレベルを強調表示したら、ボタン (4) を押して
新しい設定を保存します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

参考
DTC 機能が解除されている、すなわち OFF に設

定されている場合は、DWC は強制的に OFF 設定にな
り、パラメーターを変更することはできません。この
ため設定メニューへ入ることはできません。

3

Race > Ducati Wheelie Control

8

7

6

...

Back

PERFORMANCE SAFE/STABLE

42

1

図 63
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設定メニュー - ライディングモード - DAVC
設定 - DSC (DSC)
ここでは各ライディングモードに連動した DSC 介入レ
ベルの設定または解除を行うことができます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。
ライディングモードメニューに入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、変更するライ
ディングモード (B) を選択します。ライディングモー
ドを選択したら、ボタン (4) を押します。
選択したライディングモード (例：“RACE”) (C) のパー
ソナライズメニューに入ります。
ボタン (1) および (2) で “DAVC” を選択し、ボタン (4) を
押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

Race

Sport

Race

Street

Back

...

DAVC

Engine

Race

ABS

...

Back

A

B

C
42

1

図 64
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DAVC 機能メニュー内でボタン (1) またはボタン (2) を
押し、“DSC” の表示を強調して選択し、ボタン (4) を押
します。
この機能に入ると (図 66)、左側に設定可能な全レベル
(レベル 1 から 2 と OFF) の一覧が表示され、右側に現
在設定されている DSC レベル、または状態が表示さ
れます。
このページ内の選択可能な表示は次の通りです。

-   Back
- 2
- 1
- Off
-   Back

さらに、介入する部分を示したバイク図が表示されま
す。

ボタン (1) と (2) を使用して、設定したい介入レベルを
選択します。レベルを強調すると、そのレベルに連動
する値が中央の表に表示されます (黒色背景または黒
色矢印で強調表示　  )。
希望のレベルを強調表示したら、ボタン (4) を押して
新しい設定を保存します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

DSC

Default

DAVC...

DTC

DWC

Back

42

1

図 65

2

Sport > Ducati Slide Control 

Back

Back

...

Off

2

1

PERFORMANCE SAFE/STABLE

42

1

図 66
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参考
DTC 機能が解除されている、すなわち OFF に設

定されている場合は、DSC は強制的に OFF 設定にな
り、パラメーターを変更することはできません。この
ため該当する設定メニューへ入ることはできません。
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設定メニュー - ライディングモード - DAVC
設定 - 初期値の回復 (Default)
ここでは個別のライディングモードに連動する DAVC
機能にグループ化されている DTC、DWC、DSC 機能
のレベルを、ドゥカティが設定したデフォルト値に回
復させることができます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。
機能を表示したら、ボタン (4) を押します。
ライディングモードメニューに入ります。
ボタン (1) と (2) を押して、変更したいライディングモ
ード (“Race”、“Sport”、“Street”) (B) を選択します。
ライディングモードを選択したら、ボタン (4) を押し
ます。
選択したライディングモード (例：“RACE”) (C) のパー
ソナライズメニューに入ります。
"DAVC" を選択し、ボタン (4) を押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

Race

Sport

Race

Street

Back

...

DAVC

Engine

Race

ABS

...

Back

A

B

C
42

1

図 67
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DAVC 機能メニューからボタン (1) と (2) で “Default” を
選択し、ボタン (4) を押します。

これで、選択したライディングモードに関連する
DTC、DWC、DSC 機能が初期設定値に回復されます。
既定パラメーターに回復した後も “Default” の表示は
残ります。その後、インストルメントパネルは自動的
に “  Back” の文字に移ります。
メニューを終了して前の画面に戻るには、ボタン (4)
を押します。

DefaultDAVC...

Back

DWC

DSC

42

1

図 68
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設定メニュー - ライディングモード - エンジ
ン設定 (Engine)
ここでは各ライディングモードに連動したエンジン出
力を設定することができます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。
ライディングモードメニューに入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、変更するライ
ディングモード (B) を選択します。ライディングモー
ドを選択したら、ボタン (4) を押します。
選択したライディングモード (例：“RACE”) (C) のパー
ソナライズメニューに入ります。
ボタン (1) および (2) で “Engine” を選択し、ボタン (4)
を押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

Race

Sport

Race

Street

Back

...

Engine

ABS

Race

EBC

...

DAVC

Back

A

B

C
42

1

図 69
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メニューに入ると、左側に調整が可能な内容、High、
Medium、Low が表示され、右側に設定値が表示され
ます。
このページ内の選択可能な表示は次の通りです。

-   Back
- High
- Medium
- Low
-   Back

さらに、介入する部分を青色でハイライトしたバイク
の図が表示されます。

ボタン (1) および (2) を使用して、新しく設定したい
エンジン出力を選択します。
レベルを強調すると、そのレベルに連動する値が中央
の表に表示されます (黒色背景)。
希望のレベルを強調表示したら、ボタン (4) を押して
新しい設定を保存します。

メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

Medium

Race > Engine 

High

Medium

Low

...

Back

REDUCED POWER FULL POWER

SMOOTH DYNAMIC

42

1

図 70
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設定メニュー - ライディングモード - ABS の
設定 (ABS)
ここでは各ライディングモードに連動した ABS 介入レ
ベルの設定または解除を行うことができます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。
ライディングモードメニューに入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、変更するライ
ディングモード (B) を選択します。ライディングモー
ドを選択したら、ボタン (4) を押します。
選択したライディングモード (例：“RACE”) (C) のパー
ソナライズメニューに入ります。
ボタン (1) および (2) で “ABS” を選択し、ボタン (4) を
押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

Race

Sport

Race

Street

Back

...

ABS

EBC

Race

DQS

...

DAVC

Engine

A

B

C
42

1

図 71
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この機能に入ると、左側に設定可能な全レベル (レベ
ル 1 から 3) の一覧が表示され、右側に現在設定され
ている ABS レベル、または状態が表示されます。
このページ内の選択可能な表示は次の通りです。

-   Back
- 3
- 2
- 1
-   Back

さらに、介入する部分を青色でハイライトしたバイク
の図が表示されます。

3

FRONT
ONLY

Race > Anti-Lock Breaking System

TRACK ROAD

PERFORMANCE SAFE/STABLE

1...

2

3

Back

CORNERING

42

1

図 72
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ボタン (1) と (2) を使用して、設定したい介入レベルを
選択します。レベルを強調すると、そのレベルに連動
する値が中央の表に表示されます (黒色背景)。さらに、
ブレーキシステムの介入レベルが青色で表示されます。
フロントブレーキだけが ON の時は “FRONT ONLY!” の
文字、 (図 72) コーナリング機能が有効な時は
“CORNERING” (図 73) の文字が表示されます。
希望のレベルを強調表示したら、ボタン (4) を押して
新しい設定を保存します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

3

Race > Anti-Lock Breaking System

TRACK ROAD

PERFORMANCE SAFE/STABLE

2

1

...

3

Back

Back

CORNERING

42

1

図 73
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設定メニュー - ライディングモード - EBC 設
定 (EBC)
ここでは各ライディングモードに連動したリアホイー
ルのアンチロックシステム (EBC) の干渉レベルを設定
または解除することができます

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。
ライディングモードメニューに入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、変更するライ
ディングモード (B) を選択します。ライディングモー
ドを選択したら、ボタン (4) を押します。
選択したライディングモード (例：“RACE”) (C) のパー
ソナライズメニューに入ります。
ボタン (1) および (2) で “EBC” を選択し、ボタン (4) を
押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

Race

Sport

Race

Street

Back

...

EBC

DQS

Race

Info Mode

...

Engine

ABS

A

B

C
42

1

図 74
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この機能に入ると、左側に設定可能な全レベル (レベ
ル 1 から 3) の一覧が表示され、右側に現在設定され
ている EBC レベル、または状態が表示されます。
このページ内の選択可能な表示は次の通りです。

-   Back
- 3
- 2
- 1
-   Back

さらに、介入する部分を青色でハイライトしたバイク
の図が表示されます。

ボタン (1) と (2) を使用して、設定したい介入レベルを
選択します。レベルを強調すると、そのレベルに連動
する値が中央の表に表示されます (黒色矢印で強調表
示　  )。
希望のレベルを強調表示したら、ボタン (4) を押して
新しい設定を保存します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

1

Race > Engine Brake Control

3

2

1

...

Back

MIN BRAKE MAX BRAKE

42
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設定メニュー - ライディングモード - DQS 設
定 (DQS)
この機能ではライディングモード毎に DQS 装置の起動
または停止を設定することができます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。
ライディングモードメニューに入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、変更するライ
ディングモード (B) を選択します。ライディングモー
ドを選択したら、ボタン (4) を押します。
選択したライディングモード (例：“RACE”) (C) のパー
ソナライズメニューに入ります。
ボタン (1) および (2) で “DQS” を選択し、ボタン (4) を
押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

Race

Sport

Race

Street

Back

...

DQS

Info Mode

Race...

ABS

EBC

Default

A

B

C
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この機能に入ると、左側に設定可能な全レベル (OFF、
UP/DOWN) の一覧が表示され、右側に現在設定され
ている DQS レベル、または状態が表示されます。
このページ内の選択可能な表示は次の通りです。

-   Back
- Up/Down
- Off
-   Back

さらに、介入する部分を青色でハイライトしたバイク
の図が表示されます。

ボタン (1) と (2) を使用して、設定したい介入レベルを
選択します。レベルを強調すると、システムの介入レ
ベルが表示されます (2 つの黒色矢印で強調表示)。
希望のレベルを強調表示したら、ボタン (4) を押して
新しい設定を保存します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

Back

Off

Sport > Ducati Quick Shift

Back

...

Off

Up/Down
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設定メニュー - ライディングモード - 表示モ
ード設定 (Info Mode)
この機能では各ライディングモードと連動するメイン
スクリーンの表示モードを選択することができます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。
ライディングモードメニューに入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、変更するライ
ディングモード (B) を選択します。ライディングモー
ドを選択したら、ボタン (4) を押します。
選択したライディングモード (例：“RACE”) (C) のパー
ソナライズメニューに入ります。
ボタン (1) および (2) で “Info Mode” を選択し、ボタン
(4) を押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

Race

Sport

Race

Street

Back

...

Info ModeRace...

EBC

DQS

Default

Back

A

B

C
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機能に入ると、画面左側に選択可能なインフォモード
(“Track”、“Road”) が表示され、右側に設定されている
インフォモードが表示されます。このページに入る
と、以下が表示されます。

-   Back
- Track
- Road
- デフォルト
-   Back

“Default” 表示は、ひとつ以上のパラメーターが変更さ
れている場合にのみ表示されます。

ボタン (1) と (2) を使用して、新たに設定したいイン
フォモードを選択します。希望のインフォモードを強
調表示したら、ボタン (4) を押して新しい設定を保存
します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

TRACK と ROAD の 2 種類の表示モードがあります。そ
れぞれ一つのライディングモードに連動しており、"デ
フォルト" モードではライディングモード変更時に表
示モードも変更されます。
各表示モードとライディングモードのドゥカティ初期
設定は以下のとおりです。

- TRACK モードとライディングモード RACE
- ROAD モードとライディングモード SPORT と ラ

イディングモード STREET

Road

Track

Info Mode Track...

Back

Back

42
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図 79

131



設定メニュー - ライディングモード - 各ライ
ディングモードの初期値の回復 (Default)
ここでは個別のライディングモードに連動するパラメ
ーターをドゥカティが設定したデフォルト値に回復さ
せることができます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" (A)
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。
ライディングモードメニューに入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して、変更するライ
ディングモード (B) を選択します。ライディングモー
ドを選択したら、ボタン (4) を押します。
選択したライディングモード (例：“RACE”) (C) のパー
ソナライズメニューに入ります。
ボタン (1) および (2) で “Default” を選択し、ボタン (4)
を押します。

選択したライディングモードが初期設定値に回復され
ます。
この時点から、ひとつ以上のパラメーターが変更され
るまで、“Default” 表示は見えなくなります。

メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

Race

Sport

Race

Street

Back

...

... DefaultRace...

DQS

Info Mode

Back

A

B

C
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設定メニュー - ライディングモード - 初期値
の回復 (All Default)
ここではすべてのライディングモードに連動する
DAVC (DTC、DWC、DSC)、Engine、ABS、EBC、
DQS、Info Mode のパラメーター値をドゥカティ初期
設定値に回復させることができます。少なくともひと
つのパラメーターが初期設定値と異なる場合にのみ、
この機能が表示されます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Riding Mode" を
選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押しま
す。
ボタン (1) および (2) を使用して、“All Default” を強調
して選択します。ボタン (4) を押すと、3 つすべての
ライディングモードを工場出荷時の値に回復すること
ができます。

この時点から、ひとつ以上のパラメーターが変更され
るまで、“All Default” の表示は見えなくなります。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

Riding Mode

Pin Code

Lap

Exit

42
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RaceAll Default

Sport

Street

Back

...

42

1
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設定メニュー - PIN コードの登録 (Pin Code)
この機能で PIN CODE の有効化または変更を行います。
PIN CODE は最初車両に登録されていませんので、ユ
ーザーが 4 桁の PIN をインストルパネルに入力して有
効にします。これを行わないと、不具合が生じた場合
に車両を一時起動することができません。

PIN CODE の変更については、“設定メニュー - PIN コ
ードの変更 (Pin Code)” を参照してください。

不具合が生じた際に車両を一時的に起動するには、
"PIN CODE による車両の解除" の手順に従います。

警告
PIN CODE は車両の所有者が設定 (登録) しなけれ

ばなりません。PIN がすでに設定されている場合には、
Ducati 正規ディーラーに本機能の "リセット" を依頼し
てください。その際 Ducati 正規ディーラーは、車両の
所有者確認をさせていただくことがあります。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Pin Code" を選択
します。機能を表示したら、ボタン (4) を押します。

Pin Code

Lap

Backlight

Exit

Riding Mode

42
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図 83

134



このページ内に表示される表示は次の通りです。

-   Back
- New Pin

ボタン (1) とボタン (2) を押して “New Pin” を選択し
(図 84)、ボタン (4) を押して新しい PIN CODE の入力に
進みます。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

参考
機能に入り "Modify Pin" の表示が出た場合は、

PIN CODE が既に存在し、機能が有効であることを表
します。

New Pin

Back

...

42

1

図 84
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PIN CODE の入力：

新しい PIN CODE の入力機能に入ると、“New Pin” の表
示と、4 桁のコードを入力するスペース“0” と “- - -“ が
表示されます。
数字の上下にある矢印は、ボタン (1) とボタン (2) を押
して変更できることを示します。

コードの入力：

1) ボタン (1) を押す度に数字が "9" までひとつずつ大
きくなり、その後 "0" に戻ります。

2) ボタン (2) を押す度に数字が "0" までひとつずつ小
さくなり、その後 "9" に戻ります。

3) ボタン (4) を押して数字を決定し、次の桁に移動
します。

4) 1) から 3) の手順を繰り返し、PIN CODE の 4 桁す
べての数字を決定します。

New Pin 0 - - -...

42

1

図 85
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4 桁目の数字を設定してボタン (4) を押すと、インス
トルメントパネルに次の表示が点灯します (図 86)。

-   Back
- Memory (オレンジ色)

入力したコードを保存せずにメニューを終了して前の
画面に戻るには、"  Back" を強調表示し、ボタン (4)
を押します。
入力したコードを保存する場合は、"Memory" (オレン
ジ色) を強調表示し、ボタン (4) を押します。
この時点で、インストルメントパネルは “Memorized”
(緑色) を 2 秒間表示します (図 87)。

2 秒が過ぎると、インストルメントパネルは前の画面
に戻ります。この時、“New Pin” の代わりに “Modify
Pin” が表示されます。初めて PIN CODE を保存した後
は、“New Pin” 登録メニューのページは利用できなく
なり、PIN CODE の変更ページに代わります。

参考
PIN CODE 機能がリセットされた場合 (Ducati 診

断テスターからのみ可能) に限り、PIN CODE の登録ペ
ージが再び有効になり、メニューから入ることができ
るようになります。

New PinMemory

Back

7 8 4 6...

42
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.........

図 86

Memorised...

図 87
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設定メニュー - PIN コードの変更 (Pin Code)
この機能で PIN CODE の有効化または変更を行います。

PIN CODE の登録については、“設定メニュー - PIN コ
ードの登録 (Pin Code)” を参照してください。

不具合が生じた際に車両を一時的に起動するには、
"PIN CODE による車両の解除" の手順に従います。

参考
PIN CODE を変更するには、現在設定されている

PIN を知っている必要があります。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Pin Code" を選択
します。機能を表示したら、ボタン (4) を押します。

Pin Code

Lap

Backlight

Exit

Riding Mode

42
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この機能に入ると、以下が表示されます。

-   Back
- Modify Pin

ボタン (1) とボタン (2) を押して “Modify Pin” を選択
し、ボタン (4) を押して PIN CODE の変更に進みます。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

参考
機能に入った時に "New Pin" と表示される場合

は、PIN CODE が登録されていないため登録が必要で
あることを示します。

Modify Pin

Back

...
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旧 PIN CODE の入力：
PIN CODE の変更機能 (Modify Pin) に入ると、“Old Pin”
の表示と、設定されている 4 桁のコードを入力するス
ペース“0” と “- - -“ が表示されます。数字の上下にある
矢印は、ボタン (1) とボタン (2) を押して変更できる
ことを示します。

コードの入力：

1) ボタン (1) を押す度に数字が "9" までひとつずつ大
きくなり、その後 "0" に戻ります。

2) ボタン (2) を押す度に数字が "0" までひとつずつ小
さくなり、その後 "9" に戻ります。

3) ボタン (4) を押して数字を決定し、次の桁に移動
します。

4) 1) から 3) の手順を繰り返し、PIN CODE の 4 桁す
べての数字を決定します。

Old Pin 0 - - -...

42
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図 90

Old Pin 6 8 4 7...
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ボタン (4) を押して最後の桁を決定すると、インスト
ルメントパネルは次の動作を行います。

- PIN CODE が正しくない場合、インストルメント
パネルに "Wrong" (図 92) の文字が赤色で 2 秒間
点滅します。その後、前の画面に戻り、もう一度
コードを入力することができます。

- PIN CODE が正しい場合は、インストルメントパ
ネルは "Correct" を 2 秒間表示し、その後新しい
PIN CODE の入力画面に進みます。

Old Pin 6 8 4 7...

Wrong

図 92

Old Pin 7 8 4 6...

Correct

図 93
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新 PIN CODE の入力：
新しい PIN CODE の入力機能に入ると、“New Pin” の表
示と、4 桁のコードを入力するスペース“0” と “- - -“ が
表示されます。
数字の上下にある矢印は、ボタン (1) とボタン (2) を押
して変更できることを示します。

コードの入力：

1) ボタン (1) を押す度に数字が "9" までひとつずつ大
きくなり、その後 "0" に戻ります。

2) ボタン (2) を押す度に数字が "0" までひとつずつ小
さくなり、その後 "9" に戻ります。

3) ボタン (4) を押して数字を決定し、次の桁に移動
します。

4) 1) から 3) の手順を繰り返し、PIN CODE の 4 桁す
べての数字を決定します。

New Pin 0 - - -...

42
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図 94
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4 桁目の数字を設定してボタン (4) を押すと、インス
トルメントパネルに次の表示が点灯します。

-   Back
- Memory (オレンジ色)

入力したコードを保存せずにメニューを終了して前の
画面に戻るには、"  Back" を強調表示し、ボタン (4)
を押します。
入力したコードを保存する場合は、"Memory" (オレン
ジ色) を強調表示し、ボタン (4) を押します (図 95)。
この時点で、インストルメントパネルは “Memorized”
(緑色) を 2 秒間表示します (図 96)。

2 秒後、インストルメントパネルは前の画面に戻りま
す。

参考
PIN CODE の変更は何度でも可能です。

New PinMemory

Back

0 8 4 6...

42
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.........

図 95

Memorised.........

図 96
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設定メニュー - ラップタイム (Lap)
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して “Lap” を選択しま
す。機能を表示したら、ボタン (4) を押します。

このページに入ると (図 98)、画面右側にラップ機能の
現在の状態 (“On” または “Off”) が表示され、左側に次
の項目が表示されます。

-   Back
- On
- Off
- Lap Data
- Erase All (*)
-   Back

(*) ひとつ以上のラップが記録されている場合にのみ表
示されます。

ボタン (1) および (2) を使用して希望する表示を強調
し、ボタン (4) を押して機能を作動させます。

- “Off” の表示を選択すると、ラップ機能が停止しま
す。

- “On” の表示を選択すると、ラップ機能が起動しま
す。ラップ機能が ON になると、ラップタイムを
記録することができるようになります。

Lap

Backlight

Date and Clock

Riding Mode

Pin Code

42
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図 97

Lap Data

Erase All

On

Back

Off

...

42
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On

図 98
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- “Lap Data” の表示を選択すると、記録されている
ラップの表示に入ります ("ラップ記録の表示" の項
を参照)。

- “Erase All” の表示を選択すると、記録されている
全ラップを消去します ("ラップ記録の削除" の項を
参照)。

参考
バッテリーが中断された場合は、電源回復後の

Key-ON 時にラップ機能は自動的に “Off” モードに設定
されます。

メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。
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ラップ記録の表示 (Lap Data)
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) と (2) を使用して"Lap" を選択し (図 97)、ボ
タン (4) を押します。
次に "Lap Data" を選択し (図 98)、ボタン (4) を押しま
す。

このページ内に表示される表示は次の通りです。

-   Back
- Best Laps
- Session 1
- Session 2
- Session 3
- Session 4
-   Back

ボタン (1) および (2) を押して “Best Laps” を選択しま
す。ボタン (4) を押すと、セッションごとのベストラ
ップがインストルメントパネルに表示されます。

個別セッションのラップ記録を確認するには、ボタン
(1) と (2) で確認するセッションを選択し (例：“Session
1”)、ボタン (4) を押してください。

ラップ記録が存在しない場合は、メニューに入ると
“  Back” の表示と “No Lap” の文字が表示されます。

Session 1

Session 2

Best Laps

Session 3

...

Back

42
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図 99
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ラップ記録の表示 – ベストラップ (Lap Data –
Best Laps)
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) と (2) を使用して"Lap" を選択し (図 97)、ボ
タン (4) を押します。
続いて "Lap Data" を選択し (図 98)、ボタン (4) を押し
ます。
次に "Best Laps" を選択し (図 100)、ボタン (4) を押し
ます。

この機能では、セッション内で記録されたベストラッ
プが表示されます。
セッションごとに、ベストラップの周回数とラップタ
イムのほか、以下の関連データが表示されます
(図 101)。

- 記録タイム
- 最高速度
- 最高回転数
- 最大リーン角
- 最大ヨー角

前の画面に戻るには、ボタン (4) を押します。

Best Laps

Session 1

Session 2

...

Back

42
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図 100

Lap

Session 1 1

3

6

11

Session 2

Session 3

Session 4

Time Speed RPM Lean YAW

2’26.58

2’22.50

2’18.58

2’17.56

180

190

210

215

12500

14000

14300

14600

15°

16°

17°

18°

6°

4°

0°

0°

... Back

Best Laps

4

図 101
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ラップ記録の表示 – セッション (Lap Data –
Session)
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) と (2) を使用して"Lap" を選択し (図 97)、ボ
タン (4) を押します。
続いて "Lap Data" を選択し (図 98)、ボタン (4) を押し
ます。
次に表示したいセッションを選択し (例：“Session 1”)、
ボタン (4) を押して選択したセッションのラップ記録
を表示します。

ボタン (1) と (2) を使用して、ラップ記録一覧をスク
ロールすることができます (図 103)。ラップごとに、
画面中央に以下のデータが表示されます。

- “Time”：ラップタイム
- “Intertime 1”：中間タイム 1 (記録されている場合)
- “Intertime 2”：中間タイム 2 (記録されている場合)
- “Real Speed (max)”：GPS が記録した最高実速度
- “RPM (max)”：最高回転数
- “Lean angle (max)”：最大リーン角
- “YAW angle (max)”：最大ヨー角

最大 4 セッション、各セッションごとに最大 30 ラッ
プまで記録することができます。

Session 1

Session 2

Best Laps

Session 3

...

Back
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図 102

Lap 1 

Lap 2

Lap 3

Back

Time
Intertime 1:

Intertime 2:

Real Speed (max):
RPM (max):
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YAW angle (max):

1’23’98
38’95

50’90

238 km/h
9600

8°
15°

...
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図 103
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メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。
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ラップ記録の削除 (Erase All)
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) と (2) を使用して"Lap" を選択し (図 97)、ボ
タン (4) を押します。
続いて "Erase All" を選択し (図 98)、ボタン (4) を押し
ます。
“Erase All” はラップ記録が存在する場合にのみ表示さ
れます。

このページ内に表示される表示は次の通りです
(図 105)。

-   Back
- Erase All

すべてのセッションで記録されたラップ記録をすべて
削除するには、ボタン (1) および (2) で “Erase All” を選
択し、ボタン (4) を 2 秒間押します。

“Erase All” 機能を決定した後、インストルメントパネ
ルのディスプレイには “Wait...” の文字が 3 秒間表示さ
れ、その後自動的に前の画面に戻ります。

Erase All

Lap Data

On

...

Back

42
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On

図 104

Erase All...

Back
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図 105
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設定メニュー - バックライトの調整
(Backlight)
この機能ではバックライトの明るさを調整することが
できます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) および (2) で "Backlight" を選択し、ボタン
(4) を押します。

この機能に入ると、以下が表示されます。

-   Back
- Auto
- Day
- Night
-   Back

ボタン (1) および (2) を使用して、ディスプレイの好み
のバックライトタイプを選択できます。
設定したいタイプを強調表示したら、ボタン (4) を押
して新しい設定を保存します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

AUTO 設定 (自動モード) を選択すると、ディスプレイ
の背景が外光の強さ (センサーが感知) に応じて自動的
に調整されます。外光が強い場合ディスプレイの背景

Backlight

Date and Clock

Units

Pin Code

Lap

42
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DayDay

Night

Auto

Backlight...

Back

Back

42

1

図 107

151



は白になり、外光が弱い場合はディスプレイの背景が
黒になります。
DAY 設定 (昼間モード) を選択すると、ディスプレイの
背景が読み取りやすい "白" に常時設定されます。強い
外光下での使用に適します。
NIGHT 設定 (夜間モード) を選択すると、ディスプレイ
の背景がソフトなコントラストの "黒" に常時設定され
ます。弱い外光下または暗い環境での使用に適しま
す。

参考
バッテリーが中断された場合、電源回復後の

Key-ON 時に画面の光調整はリセットされ、"AUTO" モ
ードに設定されます。
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設定メニュー - 日時の設定 (Date and Clock)
この機能で日時を設定します。
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して “Date and Clock”
を選択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押し
ます。

このページ内に表示される表示は次の通りです
(図 109)。

-   Back
- Date
- Clock
-   Back

ボタン (1) と (2) を使用して、変更するパラメーターを
選択できます。
項目 “Date” を選択すると、ディスプレイの中央に現
在設定されている日付が “YYYY / MM / DD” (年 / 月 / 日)
形式で表示されます。ボタン (4) を押して、日付の設
定に進みます。
項目 “Clock” を選択すると、ディスプレイの中央に現
在設定されている時間が “AM/PM HH : MM” (AM また
は PM、時間 : 分) 形式で表示されます。ボタン (4) を押
して時間の設定に進みます。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

Date and Clock

Units

Backlight

Service

Lap

42
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図 108

2019 / 02 / 20... Date

Back

Clock

Back

42
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図 109
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参考
日付が設定されたことがない場合やリセットさ

れた場合は、 「年、月、日」の代わりに点線が表示さ
れます (“- - - - / - - / - -”)。

参考
時間が設定されたことがない場合やリセットさ

れた場合は、 時刻に “AM - -: --” が表示されます。
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日付の設定 (Date)
項目 “Date” を選択して (図 110) ボタン (4) を押すと、
インストルメントパネルの右側に “Set...” の文字が表示
され、中央には上下に矢印が表示された「年」の数字
が点滅します (図 111)。これは、ボタン (1) とボタン
(2) を押して値を変更できることを示します。

- ボタン (1) を押すと、年の値が 1 ずつ大きくなり
ます (“2000”、“2001”、.....“2099”、“2000”)。

- ボタン (2) を押すと、年の値が 1 ずつ小さくなり
ます (“2099”、“2098”、.....“2000”、“2099”)。

- 設定したい年の値に達したら、ボタン (4) を押し
て決定します。矢印が移動し、「月」データの設
定ができるようになります。

点滅する「月」データの上下に 2 つの矢印が表示され
ると、月の設定が可能であることを示します。

- ボタン (1) を押すと、月の値が 1 ずつ大きくなり
ます (“01”、“02”、.....“12”、“01”)。

- ボタン (2) を押すと、月の値が 1 ずつ小さくなり
ます (“12”、“11”、.....“01”、“12”)。

- 設定したい日の値に達したら、ボタン (4) を押し
て決定します。矢印が移動し、「日」データの設
定ができるようになります。

2019 / 02 / 20... Date

Back

Clock

Back

42
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図 110

2019Date / 02 / 20 Set......

42

1

図 111
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点滅する「日」データの上下に 2 つの矢印が表示され
ると、日の設定が可能であることを示します。

- ボタン (1) を押すと、日の値が 1 ずつ大きくなり
ます (“01”、“02”、...“31”、“01”)。

- ボタン (2) を押すと、日の値が 1 ずつ小さくなり
ます (“31”、“30”、.....“01”、“31”)。

- 設定したい日の値に達したら、ボタン (4) を押し
ます。

ボタン (4) を押して「日」データを決定すると、イン
ストルメントパネルは設定した日付を保存して、
“  Back” を表示します。
日付が正しくない場合、インストルメントパネルは
"Wrong" を 3 秒間表示した後、設定したデータを保存
せずに「年」の入力に戻ります。

メニューを終了するには、"  Back" の表示を強調表
示し、ボタン (4) を押します。

重要
バッテリーが切り離されるたびに日付はリセッ

トされますので、その都度設定する必要があります。
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時間の設定 (Clock)
項目 “Clock” を選択して (図 112) ボタン (4) を押すと、
インストルメントパネルの右側に “Set...” の文字が表示
され、中央には上下に矢印が表示された “AM” または
“PM” のパラメーターが点滅します (図 113)。これは、
ボタン (1) とボタン (2) を押して値を変更できることを
示します。設定したい値に達したら、ボタン (4) を押
して決定します。矢印が移動し、「時」データの設定
ができるようになります。

「時」データの上下に 2 つの矢印が表示されると、時間
の設定が可能であることを示します。

- ボタン (1) を押すと、時間の値が 1 ずつ大きくな
ります (“01”、“02”、...“12”、“01”)。

- ボタン (2) を押すと、時間の値が 1 ずつ小さくな
ります (“12”、“11”、.....“01”、“12”)。

- 設定する値に達したら、ボタン (4) を押して決定
します。矢印が移動し、「分」データの設定がで
きるようになります。

「分」データの上下に 2 つの矢印が表示されると、分の
設定が可能であることを示します。

- ボタン (1) を押すと、分の値が 1 ずつ大きくなり
ます (“00”、“01”、.....“59”、“00”)。

Back

Back

Clock

Date

... AM 10 : 25

42
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図 112

AMClock 10 : 25...

42
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図 113
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- ボタン (2) を押すと、分の値が 1 ずつ小さくなり
ます (“59”、“58”、.....“00”、“59”)。

- 設定する値に達したら、ボタン (4) を押して決定
します。

ボタン (4) を押して「分」データを決定すると、イン
ストルメントパネルは設定時刻を保存し、“  Back”
を表示します。

メニューを終了するには、"  Back" の表示を強調表
示し、ボタン (4) を押します。

参考
バッテリーが切断される度に時計の情報はリセ

ットされますでの、ユーザーは再度設定する必要があ
ります。
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設定メニュー - 単位の設定 (Units)
この機能では表示単位の変更が可能です。
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) および (2) で "Units" を選択し、ボタン (4) を
押します。

この機能に入ると、以下が表示されます。

-   Back
- Speed
- Temperature
- Consumption
- All Default (*)
-   Back

(*) ひとつ以上のパラメーターが変更されている場合に
のみ表示されます。

以下の項目の単位を変更することができます。

- スピード (Speed)
- 温度 (Temperature)
- 燃費 (Consumption)

ボタン (1) および (2) を使って変更したい単位を強調
表示します。

- 速度の単位を変更したい時は、“Speed” の表示で
ボタン (4) を押します。

Units...

Service

Pit Limiter

Backlight

Date and Clock
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Speed...

Temperature

Consumption

Back
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- 温度の単位を変更したい時は、“Temperature” の
表示でボタン (4) を押します。

- 燃費の単位を変更したい時は、“Consumption” の
表示でボタン (4) を押します。

- 表示項目すべての全単位を初期設定に戻すには、
“All Default” の表示でボタン (4) を押します。

メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。
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単位の設定スピード

この機能では速度の単位を変更することができます
(走行距離の単位も同時に変更します)。
この機能に入ると、以下が表示されます。

-   Back
- km/h
- mph
- Default (*)
-   Back

(*) ひとつ以上のパラメーターが初期設定値と異なる場
合にのみ表示されます。

ボタン (1) および (2) を使用して、変更したい単位を選
択するか、初期設定の単位に戻す “Default” 表示を選
択します。
希望の表示を強調表示したら、ボタン (4) を押して選
択した単位を保存します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

Speed...

Temperature

Consumption

Back
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Speed

Back
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図 117

161



単位の設定温度
この機能では温度の単位の変更が可能です。
この機能に入ると、以下が表示されます。

-   Back
- °F
- °C
- Default (*)
-   Back

(*) ひとつ以上のパラメーターが初期設定値と異なる場
合にのみ表示されます。

ボタン (1) および (2) を使用して、変更したい単位を選
択するか、初期設定の単位に戻す “Default” 表示を選
択します。
希望の表示を強調表示したら、ボタン (4) を押して選
択した単位を保存します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

Temperature

Consumption

All Default

Back

Speed

...
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Temperature

Back
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Back
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単位の設定燃費
この機能では燃費の単位を変更することができます。
この機能に入ると、以下が表示されます。

-   Back
- l/100
- Km/l
- mpg UK
- mpg US
- Default (*)
-   Back

(*) ひとつ以上のパラメーターが初期設定値と異なる場
合にのみ表示されます。

ボタン (1) および (2) を使用して、変更したい単位を選
択するか、初期設定の単位に戻す “Default” 表示を選
択します。
希望の表示を強調表示したら、ボタン (4) を押して選
択した単位を保存します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

Consumption

All Default

Temperature

Back

Speed

...
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設定メニュー - サービス情報 (Service)
この機能は、Oil Service (キロまたはマイル)、Desmo
Service (キロまたはマイル)、Annual Service (日付) の
次回のサービス期限を通知します。
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) および (2) で "Service" を選択し、ボタン (4)
を押します。

機能に入ると、各種点検ごとに定期点検期限に関する
表示が一覧で表示されます。

- Oil Service：OIL SERVICE 期限に到達するまでの
残りの走行距離 (キロ または マイル) をカウント
ダウンとロゴを表示します。

- Desmo Service：DESMO SERVICE 期限に到達す
るまでの残りの走行距離 (キロ または マイル) を
カウントダウンとロゴを表示します。

- Annual Service：Annual Service 期限の日付とロ
ゴを表示します。

メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

Service

Pit Limiter

Tire Calibration

Date and Clock

Units

42

1

図 122

Oil Service

- XXXX km

Desmo Service

- XXXX km

Annual Service

----/--/--

Back...

42

1

図 123

164



設定メニュー - ピットリミッター制限値設
定 (Pit Limiter)
この機能からピットレーンスピードリミッターの速度
を設定することができます。
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) および (2) で "Pit Limiter" を選択し、ボタン
(4) を押します。

機能に入ると、インストルメントパネルの右側に前回
設定した制限速度が表示され、左側に次の項目が表示
されます。

-   Back
- Set

速度の設定を行うには、ボタン (1) および (2) で “Set”
を選択し、ボタン (4) を押します。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"◄ Back" を
選択し、ボタン (4) を押します。

Pit Limiter

Tire Calibration

DRL

Units

Service
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ピットレーンスピードリミッターの "Set" 機能に入る
と、インストルメントパネルの左側に "Set" の表示、
中央に設定可能な速度と設定可能な速度範囲を示す
"Set a value between 40 and 80 Km/h" (40～80 km/h
の範囲で値を設定してください) ("Set a value between
25 mph and 50 mph" (25～50 km/h の範囲で値を設定
してください)) が表示され、右側には前回設定した速
度が表示されます。

数値の上下に 2 つの矢印が表示され、設定が可能であ
ることを示します。入力中は、選択している数値が次
の数値に移るまで点滅します。

- ボタン (1) を押す度に数字がひとつずつ大きくな
ります。

- ボタン (2) を押す度に数字が ひとつずつ小さくな
ります。

- ボタン (4) を押して数字を決定し、次の桁に移動
します。

設定可能な最高速度は 80 km/h (50 mph)、最低速度は
40 km/h (25 mph) です。

Set 70 km/h

Set a value between

40 an 80 km/h

7 0 km/h-
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2 桁目を決定すると、インストルメントパネルに
“Wait...” の文字が 2 秒間表示され、続いて “Correct” の
文字が緑色の背景で 3 秒間表示されます。その後、設
定速度値が更新された機能の入口画面に戻ります。
入力された速度が正しくない場合は、“Wait...” の表示
の後に “Wrong” の文字が赤色の背景で表示されます。
その後、インストルメントパネルは速度値を更新せず
に機能の入口画面に戻ります。
メニューを終了して前の画面に戻るには、"◄ Back" を
選択し、ボタン (4) を押します。

Set 70 km/h

Wait...

6 0 km/h-
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設定メニュー - タイヤおよび減速比のキャ
リブレーション (Tire Calibration)
この機能でタイヤの円周長と最終減速比のキャリブレ
ーションおよび自己学習の手順を行います。
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Tire Calibration"
を選択します。
機能が強調表示されたら、ボタン (4) を押します。
この機能に入ると、以下が表示されます。

-   Back
- Start
- Default (パラメーターが初期設定値と異なる場合

にのみ表示されます)

メニューを終了して前の画面に戻るには、ボタン (1)
または (2) を使用して "  Back" の表示を強調表示し、
ボタン (4) を押します。
タイヤと減速比のキャリブレーションを開始するに
は、“Start” が強調表示されている時にボタン (4) を押
します。

Tire Calibration

DRL

Bluetooth

Service

Pit Limiter
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キャリブレーションプロセスが開始されると、インス
トルメントパネルには “Ready” の文字が点滅し、
“Keep Speed” の文字が表示されます。加えて、自己
学習を正常に完了するために維持するべき速度範囲と
ギアが表示されます。右側には参照しているライディ
ングモード、実速度、ギアが表示されます。

重要
走行速度 49 Km/h (30 mph) ～ 51 Km/h (32 mph)

を維持し、ギアを 2 速に入れた状態においてのみ自己
学習プロセスを実施することができます。

走行速度とギアがディスプレイに指定されている状態
になると、システムのキャリブレーションが開始され
ます。上記すべての情報が表示され、“Ready“ の代わ
りに “In progress” が表示されます。

スピードとギアが指定のパラメーターに 5 秒間維持さ
れた時にキャリブレーションが実行されます。

Ready

Keep Speed

49 - 51 km/h

and Gear 2

Tire Setting Race

50

2Gear

km/h

42

1

図 132

169



自己学習プロセスが正常に終了すると、インストルメ
ントパネルに “Completed” の文字が表示され、数秒後
に前の画面に戻ります。

参考
キャリブレーションプロセスの途中で走行速度

が 100 km/h (62 mph) を超えると、キャリブレーショ
ンは中断されます。

参考
キャリブレーションプロセス中にボタン (1) を 2

秒間押すと、キャリブレーションを中止してスタンダ
ード画面に戻ることができます。

ユーザーがキャリブレーションを中止した場合は、イ
ンストルメントパネルに “Aborted” の文字が表示さ
れ、数秒後に前の画面に戻ります。

一方、キャリブレーションプロセスの途中でエラーや
不具合が検出された場合は、インストルメントパネル
に “Failed” の文字が表示され 、数秒後に前の画面に戻
ります。

Completed

Keep Speed

49 - 51 km/h

and Gear 2

Tire Setting Race

50

2Gear

km/h

42

1
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デフォルト設定を回復するには、ボタン (1) と (2) で
"Default" を選択し、ボタン (4) を押してください。
この時点でインストルメントパネルには “Default
Please Wait...” の文字が表示されます。数秒後に
“Default Default Ok” の文字が 2 秒間表示されて前の画
面に戻ります。

参考
キャリブレーションプロセス中に車両を Key-

OFF した場合、プロセスは中止され完了せずに終了し
ます。

Default

Please Wait...

Tire Setting

図 135

Default

Default ok

Tire Setting
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設定メニュー - DRL モード設定 (DRL)
この機能では、DRL 制御を自動モード (AUTO)、また
は手動モード (MANUAL) に設定することができます。
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して “DRL” を選択し
ます。
機能が強調表示されたら、ボタン (4) を押します。

この機能に入ると、以下が表示されます。

-   Back
- Manual
- Auto
-   Back

ボタン (1) および (2) を使用して、好みの設定を選択し
ます。

- “Auto” を選択すると、DRL は外光の明るさに応じ
て昼間モードと夜間モードの間で自動的に切り替
わります。

- “Manual” を選択すると、DRL の自動機能を停止
します。

設定したい表示を強調表示したら、ボタン (4) を押し
て選択したモードを保存します。

DRL

Bluetooth

Tunr Indicators

Pit Limiter

Tire Calibration
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メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

参考
保存した設定 (“Auto” または “Manual”) は Key-

OFF 後も維持されます。バッテリーの電圧が切れた場
合 (Battery Off) は、電源回復後の Key-ON 時に自動的
に "Auto" モードに設定されます。
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設定メニュー - Bluetooth デバイス設定 ー
アクセサリー (Bluetooth)
この機能はペアリングデバイスを管理し、デバイスの
表示、新規デバイスの追加、ペアリング済みデバイス
の削除を行います。Bluetooth モジュールが搭載され
ている場合のみ利用することができます。

設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Bluetooth" を選
択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押します。

この機能に入ると、インストルメントパネルには以下
が表示されます (図 140)。

-   Back
- Associated Devices
- Pairing
-   Back

ボタン (1) および (2) を使用して、希望の機能を選択し
ます。

“Associated Devices” を選択してボタン (4) を押すと、
“ペアリングデバイスの表示と削除” の段落に記載され
ているように、ペアリングされている Bluetooth デバ
イス一覧が表示されます。

Bluetooth

Turn Indicators

Info

Tire Calibration

DRL

42
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図 139

Pairing

Back

Associated Devices

Back
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図 140
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“Pairing” を選択してボタン (4) を押すと、“新しいデバ
イスの検索とペアリング” の段落に記載されているよ
うに、新しくデバイスのペアリングを行います。

メニューを終了するには、"  Back" を選択してボタ
ン (4) を押します。
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ペアリングデバイスの表示と削除 (Associated
Devices)
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Bluetooth" を選
択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押します。
最後に、"Associated Devices" を選択し (C)、ボタン
(4) を押します。

機能内にはペアリングされている全デバイスが一覧表
示されます (A)。一覧に表示できるデバイス数は最大 5
台です。
各デバイスの横にはデバイスの種類を示すアイコンが
表示され、デバイスの削除を行えます。

ペアリングされているデバイスがない場合、インスト
ルメントパネルには "No Device" と表示されます (B)。

以下の通り、デバイスは最大 5 台までペアリングする
ことができます。

- スマートフォン　2 台
- ライダーヘルメット / インターコム　1 台
- パッセンジャーヘルメット / インターコム　1 台
- 衛星ナビゲーター　1 台

ボタン (1) とボタン (2) を押して、ベアリングデバイ
スの一覧をスクロールして選択することができます。

Back

Ass. Device Rider

Smartphone 2

Smartphone 1

Navi

1

2

Passenger

......

No Device...

Scala Q3 Delete Wait.........

Back

4

1

2

A

B

C

図 141
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削除するデバイスを一覧から選択した後、ボタン (4)
を押して削除に進みます。
インストルメントパネルの左側に選択したデバイス名
が表示され、中央に “  Back” と “Delete” の文字が表
示されます 。
“Delete” の文字を選択してボタン (4) を押すと、デバ
イスが削除されます。画面右側に “Wait..” の文字が数
秒間表示された後 (C、図 141)、更新されたペアリン
グデバイス一覧の表示に戻ります (A、図 141)。

削除を実行しない場合は、"  Back" を選択してボタ
ン (4) を押します。
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新しいデバイスのペアリング

この機能は新しい Bluetooth デバイスをインストルメ
ントパネルにペアリングします。デバイスにアクセス
し、インストルメントパネルから検出できるように設
定する必要があります。
検出モードにあるとき、Bluetooth デバイスはワイヤ
レスシグナルを送信し他のデバイスから検出されるよ
うにします。このモードは、ペアリングモードと呼ば
れることもあります。
車両には Bluetooth コントロールユニットを搭載する
ことができます。これにより Bluetooth に対応する電
子機器間での通信が可能になります。

新しい Bluetooth 機器をペアリングするには、設定メ
ニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して "Bluetooth" を選
択します。機能を表示したら、ボタン (4) を押します。
"Pairing" を選択し (C)、ボタン (4) を押します。

警告
Bluetooth ヘッドセットの製造メーカーは、デバ

イスの寿命期間中に標準プロトコルに変更を加えるこ
とがあります (スマートフォン、ヘッドセット)。

Pairing

Back

Associated Devices

Back

4
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警告
ドゥカティ社はこれらの変更に関与していませ

んので、こうした変更が Bluetooth ヘッドセット (音
楽共有、マルチメディア再生など) の各種機能やいく
つかのタイプのスマートフォン (Bluetooth 対応プロフ
ァイルによる) に影響を与える可能性があります。こ
のためドゥカティ社は、以下についてのマルチメディ
ア再生を保証していません。
- "Kit Ducati キット (部品番号： 981029498)" に付

属しないヘッドセット。
- 必要な Bluetooth プロファイルに対応していない

スマートフォン ("Ducati キット　部品番号：
981029498" に付属するヘッドセットとペアリン
グできる場合でも)

警告
外的環境の特殊な状況に起因する干渉が起こっ

た場合には、Ducati キット (部品番号：981029498) で
はライダーヘルメットからパッセンジャーヘルメット
への再生音楽の共有機能を使用することができます
(詳しくは Ducati キット (部品番号：981029498) に付
属のヘッドセット取扱説明書を参照)。

参考
Ducati キット (部品番号： 981029498) は、

Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターにてお
求めいただけます。
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機能に入ると (A)、ペアリングできるデバイスの種類
が表示されます。

-   Back
-    Smartphone
-    Rider
-    Passenger
-    Navi
-   Back

ボタン (1) および (2) で検索を開始するデバイスの種類
を選択し、ボタン (4) を押します。

インストルメントパネルは Bluetooth を介して検出可
能なデバイスの検索を開始します。この時、画面の左
側には検索しているデバイスの種類が表示され、中央
には検出されたデバイス一覧が表示されます。左側に
は検索が終了するまで “Wait..” の文字が表示されます。

検索が終了すると、検出されたペアリングが可能な全
デバイスが一覧表示されます (B)。一覧に表示できる
デバイス数は最大 20 台です。

ボタン (1) および (2) を押して目的のデバイスを選択
し、ボタン (4) を押してペアリング手順を開始します。
ディスプレイ右側に “Pairing..” の文字が表示されます
(C、図 143)。
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Asus Zenphone

Back
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......

Smartphone Iphone 6s
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Pairing..
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......
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Back

Smartphone

Pairing...

Rider

2

1

Back

4
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2

A

B
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図 143
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ペアリングが終了すると、デバイスがペアリングデバ
イス一覧に追加され (A、 図 141)、インストルメント
パネルは前の画面に戻ります (A、 図 143)。

ペアリングに失敗した場合は、“Pairing Error” の文字が
現れます。

Bluetooth ナビゲーターを接続する場合は、ナビゲー
ター本体側で車両の Bluetooth コントロールユニット
との接続を選択して接続プロセスを完了する必要があ
ります。万一 90 秒以内にユーザーがナビゲーター側
のペアリングを完了しない時は、ペアリングプロセス
を完了することはできません。

参考
ペアリング中に検出されたデバイス一覧には、

Bluetooth ON 状態であってもすでにペアリングされ
ているデバイスは表示されません。

警告
以下のキットに付属しない Bluetooth 対応のナ

ビゲーターは、ドゥカティマルチメディアシステムに
正しく接続できない場合があります。
- Ducati Zumo 350 衛星ナビゲーターキット
- Ducati Zumo 390 衛星ナビゲーターキット
- Ducati Zumo 395 衛星ナビゲーターキット

参考
上記 Ducati キットは、Ducati 正規ディーラーま

たはサービスセンターにてお求めいただけます。
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設定メニュー - DDA データ管理 (DDA)
ここでは DDA (ドゥカティデータアナライザー) 装置の
起動および停止、メモリ占有率の表示、メモリ消去を
行うことができます。
DDA に関するページは車体に装置が搭載されている場
合にのみ使用することができます。
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して “DDA” を選択し
ます。
機能が強調表示されたら、ボタン (4) を押します。

この機能に入ると、以下が表示されます。

-   Back
- Off
- On
- Memory
-   Back

さらに、右側に現在設定されている DDA のステータ
スが表示されます (例：DDA Off)。

ボタン (1) および (2) を使用して、好みの設定を選択し
ます。

- DDA を停止するには、“Off” を選択してボタン (4)
を押します。
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- DDA を起動するには、“On” を選択してボタン (4)
を押します。

- DDA メモリを表示または消去するには、
“Memory” を選択してボタン (4) を押します。

メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

参考
Key-OFF する度に DDA システムはインストルメ

ントパネルにより自動的に解除されます。
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“Memory” を選択すると、DDA メモリのデータを表示
または消去することができます。
この機能に入ると、以下が表示されます。

-   Back
- Erase (*)

さらに、右側に DDA メモリの状態がパーセントで表
示されます。

- バーに何もなく、"Empty 0%" と表示されている
場合は、DDA のメモリが空であることを表しま
す。

- バーの一部に色がつき、値がパーセントで表示さ
れている場合、DDA メモリが表示された割合だけ
使用されていることを表します。

- バー全体に色がつき、"Full 100%" と表示されてい
る場合は、DDA メモリがいっぱいであることを表
します。

(*) “Erase” 表示は、DDA メモリが空でない時のみ表示
されます。

メモリの消去を実行するには、ボタン (1) またはボタ
ン (2) で “Erase” の表示を選択し、ボタン (4) を押しま
す。
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消去が完了するまでインストルメントパネルに
"Wait..." の文字が表示されます。消去するデータ量に
応じて消去にかかる時間は異なります。
消去が正常に行われると、インストルメントパネルは
"ERASE OK" を 3 秒間表示し、ディスプレイのメモリの
状態表示を更新します。消去に失敗した場合、インス
トルメントパネルはメモリー占有率の表示に戻りま
す。

メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

警告
車両を使用しない時に、DDA を配線のコネクタ

ーに接続したまま絶対に放置しないでください。車両
のバッテリーが上がってしまう可能性があります。
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設定メニュー - ターンインジケーターのモ
ード設定 (Turn indicators)
この機能では、リーン角度、走行速度、走行距離を基
にしたターンインジケーターの自動解除ストラテジー
を自動モード (AUTO)、または手動モード (MANUAL)
に設定することができます。
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して “Turn Indicators”
を選択します。
機能が強調表示されたら、ボタン (4) を押します。

この機能に入ると、以下が表示されます。

-   Back
- Auto
- Manual
-   Back

ボタン (1) および (2) を使用して、好みの設定を選択し
ます。

- “Auto” を選択すると、ターンインジケーターの自
動解除ストラテジーが起動します。

- “Manual” を選択すると、ターンインジケーターの
自動解除ストラテジーを停止します (ターンイン
ジケーターの解除は専用ボタンを使って手動で行
うことになります)。
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設定したい表示を強調表示したら、ボタン (4) を押し
て選択したモードを保存します。

メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

参考
保存した設定 (“AUTO” または “MANUAL”) は

Key-OFF 後も維持されます。バッテリーが中断した場
合 (Battery OFF) は、電源回復後の Key-ON 時にシステ
ムは自動的に "AUTO" モードに設定されます。

参考
ターンインジケーターをハザードモードで点灯

している場合は、ターンインジケーターの自動解除ス
トラテジーは作動しません。

参考
インストルメントパネルが ABS コントロールユ

ニットのエラーを検出した場合は、自動解除ストラテ
ジーは作動しません (つまり、ターンインジケーター
は自動解除されません)。
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設定メニュー - 情報 (Info)
この機能では車両のバッテリー電圧とデジタル表示の
エンジン回転数を表示します。
設定メニュー (SETTING MENU) に入ります。
ボタン (1) またはボタン (2) を押して “Info” を選択しま
す。
機能が強調表示されたら、ボタン (4) を押します。

機能に入ると、インストルメントパネルは以下のよう
に表示します。

- “Battery” の文字とバッテリー電圧値
- “rpm” の文字とデジタル表示のエンジン回転数

メニューを終了して前の画面に戻るには、"  Back"
の表示を強調表示し、ボタン (4) を押します。

“Battery” 情報は以下のように表示されます。

- バッテリー電圧が 10.9 V 以下の場合、"LOW" の文
字が赤色で点滅します。

- バッテリー電圧が 11.0 V から 11.7 V の場合、電圧
データが赤色で点滅表示されます。

- バッテリー電圧が 11.8 V から 14.9 V の場合、電圧
データが固定表示され、通常の背景にバッテリー
のアイコンが表示されます。

- バッテリー電圧が 15.0 V から 16.0 V の場合、電圧
データが赤色で点滅表示されます。

DRL
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- バッテリー電圧が 16.1 V 以上の場合、"HIGH" の
文字が赤色で点滅します。

エンジン回転数をデジタル表示する “rpm” 表示は、ア
イドリング調整時により正確な値を得るために使用す
ることが推奨されます。
ディスプレイにエンジン回転数情報が 50 rpm 単位の
数字で表示されます。
インストルメントパネルが回転数データを受信してい
ない場合、点線 "- - - - -" が表示されます。これは値が
表示できないことを示しています。
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ラップライム表示 - Lap Evo
Lap Evo 機能はバイクに内蔵の GPS システムを使用し
ます。
GPS システムが正常に機能している場合は、ディスプ
レイにマーク  が表示されます。
ラップ機能は Info Mode Track (ライディングモード
RACE のデフォルト設定) でのみ表示されます。
メイン画面の機能メニュー (Lap On/Off)、または設定
メニュー内 (Lap) からラップ機能を起動することがで
きます。

ラップ機能を起動 (On) すると、メイン画面上側にス
トップウォッチ “0’00.00”、セッション番号 (例：
“Session 1”)、ラップ数 (例：“1/30”) が表示されます。

フィニッシュライン、第一中間タイム、第二中
間タイムの記録
ラップ機能を使用するには、フィニッシュライン位置
を記録する必要があります。バイクがルート上のフィ
ニッシュラインの位置に達した時点で、ボタン (3) を
短く押してください。
フィニッシュラインが正常に記録されると、ストップ
ウォッチの右側にマーク  が表示されます。

また、最大 2 つまで中間タイム位置を記録することが
できます。
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- バイクがルート上の第一中間タイムの位置に達し
た時点で、ボタン (3) を長押しします。第一中間
タイムが正常に記録されると、ストップウォッチ
の右側に次のマークも表示されます 1  

- バイクがルート上の第二中間タイムの位置に達し
た時点で、ボタン (3) を長押しします。第二中間
タイムが正常に記録されると、ストップウォッチ
の右側に次のマークも表示されます 2  

この記録手順を繰り返して、フィニッシュラインと中
間タイム 1、2 の位置を変更することができます。
中間タイム位置は、必ず中間タイム 1、中間タイム 2
の順番で変更することができます。中間タイム 2 だけ
を直接変更することはできません。

フィニッシュライン位置と最終的に中間タイム位置を
一旦記録すると、これらを GPS から手動で消去する
ことはできません。消去する唯一の方法は、記録地点
(フィニッシュライン) から 15 km (9 mi) 以上離れるこ
とです。
記録地点 (フィニッシュライン) から 15 km (9 mi) 以上
離れる度に、インストルメントパネルはフィニッシュ
ラインと中間タイムを同時にリセットします。

フィニッシュラインを通過するごとに、直前のラップ
タイムが同セッション内のベストタイムであれば、ス
トップウォッチが 6 秒間高速で点滅します。そうでな

い場合は、ストップウォッチが 1 秒間点滅してから次
の 5 秒間点灯します。

セッション
最大 4 セッション、各セッションごとに最大 30 ラッ
プまで記録することができます。

メイン画面の機能メニュー (Lap On/Off)、または設定
メニュー内 (Lap) からラップ機能を停止 (Off) する度
に、自動的にセッションが終了します。

ラップの記録中にバイクを停車した場合は、停車して
から 5 秒後にインストルメントパネルが進行中のラッ
プの記録を中止して、現在のセッションを終了しま
す。

ラップの記録中に Key-OFF した場合は、インストルメ
ントパネルが進行中のラップの記録を中止して、現在
のセッションを終了します。

セッション 4 が作成されると、インストルメントパネ
ルは保存可能なラップを使い切るまでこのセッション
を使用します。

保存可能なラップを使い切ると、ディスプレイに “Lap
Full” の文字が点滅します。設定メニュー内の “Lap” 機
能を使用して記録済みラップタイムを削除するまで、
それ以上ラップを記録することはできません。
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ローンチコントロール (DPL)
この機能は、ドゥカティパワーローンチ (DPL - Ducati
Power Launch) 機能を起動します。

ボタン (11) を押してローンチコントロールメニューに
入ります。この操作は走行速度が 5 Km/h (3 mph) 以下
の場合にのみ有効です。

ローンチコントロールメニュー内では、ボタン (1) お
よび (2) を使用して好みの DPL レベル (1、2、3) を選択
することができます。一方、ボタン (4) を 2 秒間押し
て、選択したレベルを設定します。

参考
このメニュー内で 10 秒間変更が行われなけれ

ば、インストルメントパネルは DPL を OFF に設定し、
前の画面に戻ります。

DPL on - Level 1

Available launches: 2

1

4

11

2

図 154
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DPL レベルが設定されると、待機画面が 1 秒間表示さ
れます (図 155)。待機画面の表示中にボタン (4) を押す
と待機フェーズが中断され、インストルメントパネル
はメインスクリーンに戻ります。この場合、DPL は
OFF に設定されます。

続いて "ローンチコントロール" 画面が表示されます
(図 156)。

ローンチコントロールが終了するとインストルメント
パネルは DPL を OFF に設定し、“メインスクリーン” に
戻ります。
ドゥカティ社の DPL 初期設定は OFF に設定されてい
ます。
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図 155
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参考
DTC が “OFF” に設定されている場合、DPL 機能

を起動することはできません。

DTC が OFF に設定されている場合にボタン (11) を押
すと、インストルメントパネルには "DTC OFF – DPL
NOT AVAILABLE" が 5 秒間表示されます。5 秒が経過
すると、メインスクリーンに戻ります。

参考
DPL メニューに入った時にインストルメントパ

ネルがコントロールユニットのエラーを検出した場
合、その時点で起動している表示に関係なく
"LAUNCH CONTROL ERROR" の文字が 3 秒間点滅し、
その後メインスクリーンに戻ります。

DTC off

DPL not available

Exit

図 157

Launch Control Error

Exit

図 158
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参考
利用可能なローンチがない場合、"NO

LAUNCHES AVAILABLE" が画面に表示されます。

No launches available

Exit

図 159
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ドゥカティパワーローンチ (DPL) システムは、車両の出力を制御することを目的として、停止状態からの急
発進時にライダーの微妙な操縦を可能にしてくれます。
DPL システムは 3 つの介入レベルを基に機能します。各レベルでスタート時のアシストに対して異なる値が設定
されています。
下表は、発進時の運転タイプに適した DPL 介入レベルを示します。すべてのレベルは標準装備の OEM タイヤに
合わせて最適化されています。

DPL レベル パフォーマンス 用途
1 High 非常に熟練したライダー向けに最大のパフォーマンスを発揮。

システムはウィリーおよびリアホイールのスリップを可能にします
が、これらの現象発生時の速度を抑えます。

2 Medium 熟練ライダー向け。
システムはウィリーおよびリアホイールのスリップ傾向を軽減する
だけでなく、これらの現象が発生した場合には大幅な介入を行いま
す。

3 Medium すべてのライダー向け。
システムはウィリーおよびリアホイールのスリップ傾向を最小限に抑
えるだけでなく、これらの現象が発生した場合には継続的に介入を
行います。
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警告
DPL システムは、路面のグリップが良好な状態の

直線および平坦なルートでのみ使用してください。
DPL システムは整備された環境またはクローズドサー
キット内での使用を考慮しています。このため、安全
上の理由から不適切な場所での使用はしないでくださ
い。

発進方法
発進操作は、主に次の二段階に分けられます。
● 第一段階は、クラッチを完全に放していない状

態。この状態におて地面に伝達されるトルクは、
クラッチの位置および滑りに依存します。

● 第二段階は、クラッチを完全に放した状態。この
状態において地面に伝達されるトルクは、エンジ
ンが出力するトルクに依存します。

DPL システムは停止状態からの発進時の第一段階にエ
ンジンから出力されるトルクを自動的に調整してライ
ダーをサポートする補助システムです。発進時の理想
のエンジン回転数を維持することで、ライダーは急激
なクラッチ操作ではなく、均一でソフトなクラッチ操
作が可能になります。エンジントルクは第二段階にお
いても調整されます。これにより、最大の出力を確保

しながらウィリーおよびリアホイールのスリップを制
限します。
クラッチの損傷を避けるため、DPL システムは連続し
て実行可能な発進回数をリアルタイムで算定し、イン
ストルメントパネルの専用メニューに表示します。発
進完了ごとにカウントが 1 減少します。DPL システム
では、車両の走行距離およびエンジン稼動 / 停止状態
で経過した時間に応じてカウントが 1 増加します。
発進可能回数がゼロでない限り、ローンチコントロー
ルの使用が可能です。

警告
DPL システムの使用により、エンジンおよびト

ランスミッションの機械部品の寿命が短くなる場合が
あります。
DPL システムは、エンジンが動作温度に達した時にの
み使用してください。

DPL のローンチコントロールを実行するには、車両が
以下の条件を満たしていなければなりません。
● 走行速度 0 km/h
● 垂直姿勢
● エンジン作動
● DTC ステータス ON
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ローンチコントロールの残りカウントがゼロでない限
り、ライダーは専用ボタンで関連メニューにアクセス
し、インストルメントパネルで希望の DPL レベルを選
択することが可能です。
レベルを選択したら、ライダーはまずクラッチを引き
ます。1 速ギアに入れ、スロットルグリップを最大位
置まで完全に開きます。

上記の一連の操作が実行されると、DPL システムはシ
ステムのスタート準備が整ったことを知らせる確認画
面をダッシュボードに表示します。
その後、スロットルグリップを完全に開いた状態でク
ラッチを徐々に離します。
走行速度が 20 km/h を超えた時、インストルメントパ
ネルの表示は通常機能の画面に戻ります。ただし、発
進の間は選択されている DPL レベルが常に表示され
ます。

クラッチが完全に解放された後で以下の条件のいずれ
かが検知されると、DPL システムは OFF になります。
● 走行速度が 160 km/h を超えた
● 3 速ギアが入れられた

クラッチが完全に解放された後、ライダーが発進操作
の中止した場合、すなわちスロットルを閉じて走行速
度を 5 km/h (3 mph) 未満に減速した場合にも、DPL
システムは OFF になります。

警告
システムはエンジンからの出力を管理しますが、

クラッチを放す操作は管理しません。クラッチ操作は
ユーザーが制御します。
発進段階でクラッチを急激に放すと、車両の最適な動
作を維持できません。また、クラッチ操作に長時間か
けすぎると、クラッチが過熱し、クラッチの損傷につ
ながるおそれがあります。

警告
ユーザーの車両上でのポジションがシステムの動

作に影響を与える場合があります。

レベルの選択に際しての注意事項
レベル 3 を選択すると、DPL システムは発進時のウィ
リーおよびリアホイールのスリップ傾向を最小限に抑
えるように加入します。レベル 2 および 1 ではシステ
ムの介入は少なくなります。

各自の運転に最も適した DPL レベルを見つけるには、
システムを起動してまずレベル 3 を選択し、システム
の特性を理解するために実際に発進します。その後、
最善の介入レベルになるまでレベル 2 、1 の順に試し
てください。
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標準装備の OEM タイヤ以外のもので、標準装備のタ
イヤとはサイズクラスの異なるタイヤやサイズが大き
く異なるタイヤを使用する場合は、システムの機能が
影響を受ける可能性があります。

タイヤに関して、標準装備のタイヤとモデルやメーカ
ーは異なるなど違いが僅かなタイヤを装着する場合、
システムを正しく機能させるには所定の自動調整機能
を使用する必要があります。

警告
DPL はライダーをアシストするシステムです。ア

シストシステムとは、より確実で安心な運転を可能に
することを目指したメカニズムであり、ライダーが運
転に際し正しく払うべき注意義務に取って代わるもの
ではありません。自身の過失だけでなく他者の過失も
防止するため、道路交通法が定める緊急時の回避を可
能にする慎重な運転を心がけてください。
この安全システムは事故予防のためのシステムです。
これらの機能は車両の運転を助け、その制御を簡単で
確実なものにします。車両が走行している路面状況や
道路交通法など各種規制範囲を超えたり、合理的に許
容されるスピードを超えたりするような運転に寄与す
るシステムではありません。

警告
ピットレーンスピードリミッターの作動中は、

DPL システムは機能しません。
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ピットレーンスピードリミッター
ピットレーンスピードリミッターを使用するには、ギ
アをニュートラルか 1 速に入れるか、もしくはギアを
2 速に入れてボタン (10) を押してください。
インストルメントパネルに “PIT LIMITER READY” (ピッ
トリミッター準備完了) が黄色の背景で表示されます。
この状態ではスピードリミッターは作動していませ
ん。
この段階でボタン (10) をもう一度押すかギアを 3 速以
上に入れると、ピットレーンスピードリミッター機能
を解除することができます。

ギアを 1 速に入れてから、走行速度が設定メニューで
設定されている制限値を下回ると、インストルメント
パネルに “PIT LIMITER ACTIVATED” (ピットリミッター
作動) が赤色の背景で表示されます。
この状態でスピードリミッターは作動しています。
この段階でボタン (10) を押すか、1 速以外のギアに入
れると、ピットレーンスピードリミッターを解除する
ことができます。

警告
ピットレーンスピードリミッターが作動してい

る時は、DTC システム、DWC システム、DSC システ
ム、DPL システムは作動しません。
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警告
ピットレーンスピードリミッターの作動中は、

スロットルグリップを回し切らずに、車両が限界速度
に達するグリップ位置の近くで回してください。

警告
ピットレーンスピードリミッターはサーキット

使用を想定しており、公道での使用は想定されていま
せん。
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エラーが発生した場合は、インストルメントパネルに
“PIT LIMITER ERROR” (ピットリミッターエラー) の文字
が 3 秒間表示され、赤色の “SPEED” アイコンが点灯し
ます。
この状態の時はスピードリミッターは作動していませ
ん。
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インフォテインメント
Bluetooth コントロールユニットを搭載している場合
は、インストルメントパネルに Bluetooth マーク   
が表示されます。
インストルメントパネルに搭載されているインフォテ
インメントシステムでは、Bluetooth 接続された種類
の異なるデバイスを最大 4 台まで同時に管理すること
ができます。

- スマートフォン　1 台   
- ライダーヘルメット インターコム　1 台   
- パッセンジャーヘルメット インターコム　1 台

  
- 衛星ナビゲーター　1 台   

接続後は以下のように表示されます。

1) 接続スマートフォン
2) ライダーヘルメットの接続ヘッドセット
3) パッセンジャーヘルメットの接続ヘッドセット
4) ライダーヘルメットの接続ヘッドセットとパッセ

ンジャーヘルメットのペアリングヘッドセット
5) パッセンジャーヘルメットの接続ヘッドセットと

ライダーヘルメットのペアリングヘッドセット
6) ライダーヘルメットの接続ヘッドセットとパッセ

ンジャーヘルメットの接続ヘッドセット

7) 接続 Ducati ナビゲーター

Bluetooth デバイスのペアリングまたは削除について
は、“設定メニュー - Bluetooth デバイス設定 - アクセ
サリー (Bluetooth)” の章を参照してください。
インストルメントパネルにスマートフォンを
Bluetooth 接続している場合は、音楽プレーヤーと通
話履歴の操作が可能です。
次のような場合にインストルメントパネルがどのよう
に作動するかを以下に示します。

- 着信
- 通話中
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- 直前の電話番号にリダイヤル (RECALL)
- 不在着信
- 受信したメッセージ / E メール
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インフォテインメント – 着信
スマートフォンをインストルメントパネルに
Bluetooth 接続している時に着信があると、ディスプ
レイには次のように表示されます。

- 矢印    の横に “ACCEPT” の文字 (A)
- 発信元の名前 / 電話番号 (B)
- 矢印    の横に “DECLINE” の文字 (C)

ボタン (1) とボタン (2) を使って、着信に応答するか着
信を拒否することができます。具体的には：

- 着信を受けるには、ボタン (1) を押します。
- 着信を拒否するには、ボタン (2) を押します。

参考
着信中は、ボタン (1) とボタン (2) を押しても機

能のブラウズ操作にはならず、着信の応答・拒否を行
います。
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インフォテインメント – 通話中
着信に応答すると、インストルメントパネルには次の
ように表示されます (図 165)。

- “ACTIVE” 表示 (A)
- 通話相手の名前 / 電話番号と、その前に “>>>” マ

ーク (B)
- 矢印    の横に “END CALL” (C)

通話を終了するには、ボタン (2) を押します。

LAST CALLS 機能や RECALL 機能などを使用して通話を
発信すると、インストルメントパネルには次のように
表示されます (図 166)。

- “ACTIVE” 表示 (A)
- 通話相手の名前 / 電話番号と、その前に “<<<” マ

ーク (B)
- 矢印    の横に “END CALL” (C)

通話を終了するには、ボタン (2) を押します。

参考
スマートフォンの他にライダーヘルメットイン

ターコムが接続されている場合は、通話中の会話はヘ
ルメットのイヤホンとマイクを通して再生されます。
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図 165

MARIO ROSSI<<<

12:34
A.M.

STREET

RPM X 1000

Gear

km/h N

10
11

9
8

6

7

5
4

3
2 1

12 13
14

15

17

16

LO HI

ACTIVE

1

DTC 2

DQS OFF

DWC 8END CALL

1

42

A

BC

図 166

206



インフォテインメント – 直前の電話番号にリダ
イヤル (RECALL)
通話を終了した場合、または不在着信、着信拒否した
場合は、インストルメントパネルは RECALL 機能を 5
秒間有効にし、直前の電話番号にリダイヤルすること
ができます。

インストルメントパネルの表示：

- 矢印の横に “RECALL” の文字 (A)   
- 通話相手の名前 / 電話番号と、その前に “<<<” マ

ーク (発信) または “>>>” マーク (着信) (B)

表示されている名前 / 電話番号にリダイヤルするには、
ボタン (1) を押します。
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インフォテインメント – 不在着信
不在着信があると、インストルメントパネルにマーク
(A) が 60 秒間表示されます。マークは最初の 3 秒間点
滅します。

参考
不在着信の相手番号は表示されません。
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インフォテインメント – 受信したメッセージ / E
メール
メッセージや E メールを受信すると、インストルメン
トパネルはマーク (A) を 60 秒間表示して知らせます。
マークは最初の 3 秒間は点滅します。

参考
メッセージの相手先番号や E メールアドレスは

表示されません。
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DRL 自動モード表示
この機能は DRL が “AUTO” または “MANUAL” のいず
れに設定されているかを示します。

設定メニューから DRL 制御モードを変更することが
できます。詳しくは “設定メニュー - DRL モード設定
(DRL)” を参照してください。

DRL が “AUTO” に設定されている場合：

- ロービームライトが点灯し、DRL が消えていると
きは、(1、図 171) が表示されます。

- ロービームライトが消灯し、DRL が点灯している
ときは、(2、図 171) が表示されます。デイモード
では背景が緑色に、ナイトモードでは表示が緑色
に表示されます。

DRL が “MANUAL” に設定されている場合：

- ロービームライトが点灯し、DRL が消えていると
きは、何も表示されません。

- ロービームライトが消灯し、DRL が点灯している
ときは、(3、図 171) が表示されます。デイモード
では背景が緑色に、ナイトモードでは表示が緑色
に表示されます。
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メンテナンス表示 (SERVICE)
この表示は、Ducati 正規サービスセンターで車両のメ
ンテナンス (定期点検) を実施する必要があることをユ
ーザーに通知します。
メンテナンス表示のリセットは、メンテナンスを行う
Ducati 正規サービスセンターでのみ行うことができま
す。
メンテナンス間隔の種類は図中に示す領域に表示され
ます。メンテナンスの種類には以下のものがありま
す。

- OIL SERVICE zero
- OIL SERVICE カウントダウン
- ANNUAL SERVICE カウントダウン
- DESMO SERVICE カウントダウン
- OIL SERVICE
- ANNUAL SERVICE
- DESMO SERVICE
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OIL SERVICE ゼロの表示
最初のメンテナンス表示は、OIL SERVICE ゼロを通知
します。オドメーターが最初の 1000 km (600 mi) に達
すると表示され、Ducati 正規サービスセンターでのメ
ンテナンスにおいて "リセット" されるまで常時表示さ
れます。
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OIL SERVICE、ANNUAL SERVICE、DESMO
SERVICE カウントダウン表示
OIL SERVICE ゼロ (1000 km - 600 mi) 表示の最初のリ
セットが行われた後、インストルメントパネルは Key-
ON ごとに以下の表示を黄色で 5 秒間表示します。

- 定期点検までの走行距離が 1000 km (600 mi) を切
ると、OIL SERVICE (A) の表示と走行距離カウンタ
ー (キロまたはマイル) が、オドメーター (TOT) の
代わりに表示されます。

- ANNUAL SERVICE (B) の表示と定期点検までの残
りの日数カウンターが、オドメーター (TOT) の代
わりに表示されます。

- 定期点検までの走行距離が 1000 km (600 mi) を切
ると、DESMO SERVICE (C) の表示と走行距離カウ
ンター (キロまたはマイル) が、オドメーター
(TOT) の代わりに表示されます。

設定メニュー内にサービス期限を表示することができ
ます (Oil Service：キロまたはマイル、Desmo
Service：キロまたはマイル、Annual Service：年/月/
日)。詳しくは “設定メニュー - サービス情報 (Service)
“ をご覧ください。
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OIL SERVICE、ANNUAL SERVICE、DESMO
SERVICE 表示
メンテナンスを必要とする走行距離に達すると、次の
うち必要なメンテナンスが表示されます。

- OIL SERVICE (A)
- ANNUAL SERVICE (B)
- DESMO SERVICE (C)

実施するメンテナンスの種類が赤色で表示されます。
その後 Ducati 正規サービスセンターでのメンテナン
スにおいて "リセット" されるまで常時表示されます。

設定メニュー内にサービス期限を表示することができ
ます (Oil Service：キロまたはマイル、Desmo
Service：キロまたはマイル、Annual Service：年/月/
日)。詳しくは “設定メニュー - サービス情報 (Service)
“ をご覧ください。
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注意 / 警告 (WARNING)
車両使用中にユーザーに有用な情報を提供するため、
インストルメントパネルは一連の注意/警告
(warnings) を管理します。
KEY-ON 時に警告が検知されると、インストルメント
パネルのディスプレイに警告が表示されます。
車両の通常作動時に警告が検知されると、インストル
メントパネルのディスプレイに警告が自動的に表示さ
れます。警告が検知されると最初の 3 秒間はっきりと
表示され (大きいアイコン)、その後小さく表示されま
す (小さいアイコン)。
複数の警告が検知された場合、各警告アイコンが 3 秒
ずつ順番に表示されます。
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路面凍結警告表示 (ICE)
この機能では、外気温が低いため路面凍結の危険があ
ることを表示します。
温度が 4°C (39°F) に下がると表示され、 6°C
(43°F) に上がると表示が消えます。

警告
気温が 4°C (39°F) 以上でも道路が氷結してい

る可能性があります。外気温が "低い" 時、特に日陰や
橋の上では細心の注意を払って運転してください。

ICE

図 177
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バッテリーレベル低下表示 (LOW BATTERY)
この機能は車両のバッテリー充電レベルが低下してい
ることを通知します。
バッテリー電圧が 11.0 V 以下になると表示されます。

参考
この場合、車両を始動できなるおそれがありま

すので、正規チャージャーで速やかにバッテリーを充
電してください。

LOW

BATTERY

図 178
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日付入力 (INSERT DATE)
この機能は設定メニューから日付を入力する必要があ
ることを通知します。

参考
この場合は一旦停車し、"日付の設定 (Date and

Clock)" 機能から日付を入力してください。
INSERT

DATE

INSERT
DATE

図 179
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ABS FRONT ONLY (ABS フロントのみ)
この警告は、ABS が前輪のブレーキングのみを制御す
る設定になっているため、運転には細心の注意を払う
必要があることを示します。
ABS を介入レベル 1 に設定した場合に、この警告が点
灯します。

警告
この場合、運転およびブレーキングに細心の注

意を払うようにしてください。

FRONT

ONLY
ABS

FRONT

ONLY
ABS

図 180
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DDA メモリーフル (DDA MEMORY FULL)
この機能では、DDA メモリーがいっぱいでこれ以上
走行データを記録できない場合に警告を表示します。 DDA

MEMORY FULL

DDA
FULL

図 181
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サイドスタンドの状態の表示
インストルメントパネルはスタンドの状態に関するデ
ータを受信し、サイドスタンドが下りている/開いて
いる場合には赤色の背景に "SIDE STAND" アイコンを
ディスプレイに表示します。
サイドスタンドセンサーエラーが検知されると、イン
ストルメントパネルはサイドスタンドエクステンド/
オープン警告を表示し、MIL ランプを点灯します。
インストルメントパネルがサイドスタンドの状態に関
するデータを受信しない場合、スタンドが下りている/
開いている場合の "SIDE STAND" の表示が点滅し、不
明の状態を表します。
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エラー表示
インストルメントパネルは車両の不具合をリアルタイ
ムに識別するためにエラー信号を管理します。
車両の Key-ON 時にエラーが検知されると、インスト
ルメントパネルには MIL ランプ (A) もしくは一般的エ
ラー警告灯 (B) が点灯します。
車両の通常作動時にエラーが検知されると、インスト
ルメントパネルには MIL (B) ランプもしくは一般的エ
ラー警告灯 (A) が点灯します。

警告
ひとつ以上のエラーが表示される場合には、

Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターにお問
い合わせください。
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ライトコントロール
ロービーム/ハイビームランプ
Key-ON 時、ロービームランプおよびハイビームラン
プは消灯 (OFF) したまま、パーキングランプおよび
DRL のみが点灯します (中国、カナダ、日本バージョ
ンには DRL は装備されません)。
エンジンを始動した時、AUTO モードに設定されてお
りインストルメントパネルが外光の弱い状況 (NIGHT)
を検出した場合はロービームランプが自動的に点灯し
ます。一方、外光の強い状況 (DAY) を検出した場合に
は DRL が点灯を続け、ロービームランプは消灯した
ままになります。ボタン (9) を使用して、DRL とロー
ビームランプの切り替えが可能です。
ロービームランプが点灯した場合、ボタン (3) のポジ
ション (A) と (B) でハイビームランプも点灯すること
ができます。Key-ON した後にエンジンを始動しない
場合でも、左側スイッチのボタン (3) をポジション (C)
に押してロービーム/ハイビームランプを起動するこ
とができます。
ロービーム / ハイビームランプを手動で起動してから
60 秒以内にエンジンを始動しないと、ランプは再び
消灯 (OFF) します。

エンジン始動時のライト消灯

車両のバッテリー充電状態を維持するため、ハイビー
ムランプ、ロービームランプ、DRL のいずれかが点灯
(ON) している場合にはエンジン始動時にヘッドライ
トは自動的に消灯します。エンジンが完全に始動した
時点で再び点灯します。
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DRL (デイタイムランニングライト)
Key-ON するたびに、DRL が点灯します (DRL 操作：中
国、カナダ、日本バージョンには DRL は装備されま
せん)。左側スイッチにあるボタン (9) を使用して、
DRL を消灯することができます。ボタン (9) をもう一
度押すと、DRL は再び点灯します。

設定メニューから DRL を AUTO モードに設定している
時にボタン (9) を押すと、自動管理が解除されて通常
のライト管理に戻ります。もう一度ボタン (9) を押す
と、DRL が MANUAL 管理モードで再び起動します。
この場合 DRL は、次回の Key-OFF と Key-ON 時に再び
AUTO モードに設定されます。

ボタン (3) を押すと、ハイビームランプとロービーム
ランプが点灯し、DRL が消灯します。ボタン (3) を離
すと、DRL が再び自動的に点灯します。

DRL AUTO モード
DRL がこのモードにある時、エンジン始動時にインス
トルメントパネルが外光が弱い状況 (NIGHT) を検出し
た場合は DRL が自動的に消灯し、ロービームランプが
点灯します。一方、インストルメントパネルが外光の
強い状況 (DAY) を検出した場合は、DRL が点灯し続
け、ロービームランプが消灯したままになります。こ
のモードでは、インストルメントパネルが検出した外
光の明るさに応じて、DRL とロービームを自動的に切

り替えます。ディスプレイには緑色のロゴと "A" の文
字が表示されます。

警告
外光の弱い状況下、特に霧や曇りの時に DRL を

AUTO (自動) モードで使用すると、非常に危険な場合
があります。このような場合には、ロービームランプ
を自動で点灯するようにしてください。

DRL MANUAL モード
DRL がこのモードにある時は、エンジンを始動しても
DRL ステータスは変更されません。DRL を停止 / 点灯

3
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するにはボタン (9) を押してください。ディスプレイ
には黄色のロゴと "M" の文字が表示されます。

警告
外光の特に弱い状況下 (暗闇) で DRL を使用する

と、運転中の視界を損なう危険だけでなく、対向車の
ドライバーの目をくらませるおそれがあります。

参考
日中であれば対向車のドライバーはロービーム

ランプに比べて DRL の方が知覚しやすいため、DRL の
日中の使用は視認性を高めます。

225



ターンインジケーター
インストルメントパネルはターンインジケーターの自
動リターンを行います。
左ターンインジケーターを起動するにはボタン (10) を
ポジション (I) に押します。右ターンインジケーターを
起動するにはボタン (10) をポジション (L) に押します。
左側スイッチのボタン (10) を押してターンインジケー
ターを解除することができます。

自動解除：
車両速度、リーンアングル、車両の動的制御の分析か
ら右左折の動作の終了を感知して、ターンインジケー
ターが自動的に消灯します。
自動解除機能は、インジケーターボタンを操作するこ
とにより、車両速度が 20 km/h (12.4 mph) を超えると
作動します。
ターンインジケーターは、車両がかなりの長距離を走
行している間作動したままになっている場合にも、自
動的に消灯します。ターンインジケーターボタンが操
作された時の車両速度に応じて、200～2,000 メート
ル (656～6,562 フィート) までの範囲で変化します。
ターンインジケーターの作動中、ターンインジケータ
ーを作動させようとしてターンインジケーターボタン
を再び押すと、自動解除機能は再度初期化されます。

自動解除システムは設定メニューから無効することが
できます。

警告
自動解除システムは、ライダーがターンインジケ

ーターをより快適に操作できるように助ける、ライダ
ー支援システムです。こうしたシステムは、ほとんど
の運転において動作するように開発されていますが、
ライダー自身がターンインジケーターの動作に注意を
払わなくてよくなる機能ではありません (必要に応じ
て手動で作動/停止）。
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ハザード機能 (ターンインジケーターすべて点
滅)
"ハザード" 機能は、非常事態を知らせるために 4 つの
ターンインジケーターすべてを同時に起動します。ボ
タン (11) を押して "ハザード" 機能を作動することが
できます。この機能は車両が起動している場合 (Key-
ON) に限り起動することができます。"ハザード" 機能
の作動中は、4 つのターンインジケーターおよびイン
ストルメントパネルのランプが同時に点滅しま
す。"ハザード" 機能は、車両が起動している状態
(Key-ON) でのみボタン (11) を押して手動で解除する
ことができます。

"ハザード" 機能を起動してから車両を停止した場合は
(キーを "OFF" 位置に回す)、 ハザード機能はその後 2
時間作動を続けます。バッテリーを保護するため、2
時間後ターンインジケーターは自動的に消灯します。

参考
"ハザード" 機能の作動中に車両を Key-ON した場

合、ハザード機能は作動し続けます (ただし、インス
トルメントパネルの初期点検中にハザード機能が一時
的に中断される場合があります)。

11
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参考
パーキング機能作動中に突然バッテリーからの

電源が遮断された場合、電源回復時にインストルメン
トパネルは機能を停止します。

参考
"ハザード" 機能は、ターンインジケーターの通

常機能より優先されます。そのため、"ハザード" 機能
が作動している場合は左右インジケーターを個別に起
動することはできません。
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イモビライザーシステム
盗難防止機能を高めるため、車両にはエンジンをブロ
ックする電子システム (イモビライザー) が装備されて
おり、インストルメントパネルを消す度に自動的に起
動します。
各キーには電子装置が内蔵されており、スイッチ内に
組み込まれた特殊アンテナが起動時に発する信号を変
調します。
変調された信号は起動毎に異なる "パスワード" から構
成され、これによりコントロールユニットはキーを識
別します。正常に識別された場合のみエンジンを始動
させることができます。
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キー
車両には 2 個のキーが付属しています。
キーには "イモビライザーシステムの暗号" が含まれて
います。
キー (B) は通常時に使用し、以下の操作に必要です。

- 起動
- フィラープラグの開閉
- シートロックの解除

警告
キーは別々に保管し、車両を使用する際は 2 本

のキーのどちらか一方を使用してください。

B
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キーの複製
追加のキーが必要な場合は、Ducati アシスタンスネッ
トワークにご連絡ください。その際、お手持ちのすべ
てのキーをお持ちいただく必要があります。
Ducati アシスタンスネットワークでは新しいキーとお
手持ちのキーすべての登録を行います。
Ducati アシスタンスネットワークではお客様に車両の
所有者確認をさせていただく場合があります。
登録作業中に提示されなかったキーの暗号はメモリー
から削除されます。これは、紛失したキーでエンジン
を始動できなくするためです。

参考
車両の所有者を変更した場合は、必ず新規所有

者にすべてのキーを譲渡してください。
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PIN CODE による車両の解除
キー認識システムの不具合、またはキーの不具合の場
合、車両ブロックの一時解除のため PIN CODE の入力
ができるようになります。
PIN CODE 機能が有効な場合は、インストルメントパ
ネルに “Insert Pin” の文字と 4 桁の PIN CODE 入力スペ
ース“0” と “- - -“ が表示されます。

コードの入力：

1) ボタン (1) を押す度に数字が "9" までひとつずつ大
きくなり、その後 "0" に戻ります。

2) ボタン (2) を押す度に数字が "1" までひとつずつ小
さくなり、その後 "0" に戻ります。

3) ボタン (4) を押して数字を決定します。

この手順を繰り返し、PIN CODE の 4 桁すべての数字
を決定します。

ボタン (4) を押して 4 桁すべての数字を決定した後、

- PIN CODE の検証中に問題が発生した場合は、イ
ンストルメントパネルに "ERROR" の文字が 2 秒間
表示され、その後 スタンダードスクリーンに戻り
ます。

- PIN CODE が正しくない場合、インストルメント
パネルは "WRONG" を 2 秒間表示します。その後
“Insert Pin” の文字と 4 桁の入力スペースを再び表
示します。もう一度 PIN CODE を入力してくださ
い。

- PIN CODE が正しい場合は、インストルメントパ
ネルは "CORRECT" を 2 秒間表示し、その後画面は
スタンダードスクリーンに戻ります。
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重要
車両を起動するために上記のプロセスを踏まな

ければならない時は、早めに Ducati 正規サービスセ
ンターにご連絡ください。
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運転時に必要なコマンド

コマンド類の配置

警告
この章では車両を運転する上で必要なすべての

コマンド機能と配置を詳しく説明しています。コマン
ドを使用する前によくお読みください。

1) インストルメントパネル
2) イグニッションスイッチ / ステアリングロック
3) 左側スイッチ
4) クラッチレバー
5) 右側スイッチ
6) スロットルグリップ
7) フロントブレーキレバー
8) リアブレーキペダル
9) ギアチェンジペダル
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イグニッションスイッチ / ステアリングロ
ック
燃料タンクの前にあり、3 つのポジションがあります。

A) ON：エンジンおよびランプを ON にする
B) OFF：エンジンおよびランプを OFF にする
C) LOCK：ステアリングロック状態
D) P：パーキングランプおよびステアリングロック

参考
キーを最後のポジションに合わせるには、キー

を押してから回してください。(B)、(C)、(D) の位置で
キーを引き抜くことができます。
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ハンドルバー左側スイッチ
1) ディマースイッチ、ライトの選択、2 ポジション：
- 上 (A) に押すとハイビームランプが点灯 (  )、初期
位置 (B) に戻すとロービームランプが点灯 (  )
- (C) 横方向に押すと、ハイビームランプ点滅 (  )
- (FLASH)、"START-STOP LAP" 機能

2) ハザード ON/OFF ボタン (ターンインジケーターす
べて)

3) DRL 起動 / 解除ボタン

中国、カナダ、日本バージョンには DRL は装備され
ません)。
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4) メニュー操作ボタン
5) クイックセレクトボタン
6) 3 ポジション、ターンインジケーターボタン (  )：
- 中央 ＝ OFF
- ポジション (  )＝ 左折
7) ターンインジケーター解除ボタン
8) ボタン (  ) = 警告ホーン
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メニュー操作ボタン (4) には次の 3 つのポジションが
あります。
- (D) メニュースクロール (メニュー UP)
- (E) メニュースクロール (メニュー DOWN)
- (F) メニュー決定

クイックセレクトボタン (5) には次の 3 つのポジショ
ンがあります。
- (G) クイックセレクトの決定
- (H) クイックセレクト "UP" (UP +)、選択した機能の
レベルを上げます。
- (I) クイックセレクト "DOWN" (DOWN -)、選択した機
能のレベルを下げます。
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凡例
A) ロービームランプ
B) ハイビームランプ
D) メニュー UP
E) メニュー DOWN
F) メニュー画面決定
G) クイックセレクト決定
H) クイックセレクト UP
H) クイックセレクト DOWN
2) ハザード
3) DRL
4) メニュー操作
5) クイックセレクト
6) ターンインジケーター
7) ターンインジケーター OFF
8) ホーン
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クラッチレバー
レバー (1) でクラッチの接続を操作します。 レバーに
はアジャスター (2) がついており、レバーとグリップ
との間隔を調整することができます。

レバーの間隔はアジャスター (2) の 10 クリックで調整
できます。
時計方向に回すとレバーはグリップから離れます。
アジャスターを反時計回りに回すと近づきます。
レバー (1) を操作すると、エンジンの回転がトランス
ミッションおよび駆動輪に伝わらなくなります。
クラッチの適切な操作は、スムーズなライディング、
特に発進時に重要です。

警告
クラッチおよびブレーキレバーの調整は停車時

に行ってください。

重要
クラッチレバーを正しく操作することで、トラ

ンスミッションの損傷を避け、エンジンの寿命を延ば
すことができます。

参考
サイドスタンドを下ろし、ギアがニュートラル

の状態でエンジンを始動することができます。ギアが
入った状態で始動する時は、クラッチレバーを引いた
状態で行ってください (この時サイドスタンドは上が
っていなければなりません)。
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ハンドルバー右側スイッチ
1) 赤色スイッチ　エンジンの停止) を使用し、取り外
します。
2) エンジンの始動ボタン
3) DPL ボタン
4) ピットリミッターボタン

スイッチ (1) には 2 つのポジションがあります。

B) 下に押した場合：エンジンの停止
A) 上に押した場合：RUN ON このポジションでのみ、
ボタン (2) を押してエンジンを始動することができま
す。
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スロットルグリップ
ハンドルバー右側のスロットルグリップ (1) は、スロ
ットルボディのバルブ開閉を制御します。
グリップを離すと、自動的に元の位置 (アイドリング
状態) に戻ります。

1

図 201
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フロントブレーキレバー
調整

レバー (1) をスロットルグリップの方向へ引くと、フ
ロントブレーキがかかります。このレバーは油圧で作
動するため、軽く握るだけで作動します。
コントロールレバー (1) にはアジャスター (2) が付い
ており、レバーとグリップとの間隔が調整することが
できます。
レバーの間隔はアジャスター (2) の 10 クリックで調整
できます。時計回りに回すとレバーはスロットルグリ
ップから離れます。アジャスターを反時計回りに回す
と近づきます。

警告
これらのコマンドを使用する前に "車両の起動お

よび走行" に記載されている内容をお読みください。

警告
フロントブレーキレバーの調整は停車時に行っ

てください。

1 2
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リアブレーキペダル
リアブレーキをかけるには、ペダル (1) を足で下に押
してください。
制御システムは油圧式です。

1

図 203
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ギアチェンジペダル
ギアチェンジペダル (1) は中央のニュートラルのポジ
ション N に自動的に戻ります。 ニュートラルポジシ
ョンであることはインストルメントパネルのランプ N
で表示されます。
ペダルは次のように動かせます。

- 下へ＝シフトダウンおよび 1 速へのチェンジは、
ペダルを下に押します。この時、インストルメン
トパネルのランプ N が消えます。

- 上へ ＝ ペダルを上へ上げることで、2 速から順次
3 速、 4 速、 5 速、 6 速へとチェンジします。

一回の操作が一速分のチェンジに相当します。
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ギアチェンジペダルとリアブレーキペダル
の調整
ギアチェンジペダルとリアブレーキペダルのポジショ
ンは、ライダーのライディングスタイルとフットペグ
の位置に合わせて調整することができます。
これらの調整は以下の手順で行ってください。

ギアチェンジペダル
ロッドの操作を正しく行うために、サイドフェアリン
グを取り外してください。

警告
ギアチェンジロッドの調整は、Ducati 正規ディ

ーラーまたはサービスセンターで実施してください。

ロッド (1) を所定のキーソケット (A) で固定し、ナット
(2) を緩めます。
ギアチェンジペダルを好みの位置に定めながら、スパ
ナでロッド (1) の六角部分を回します。
ロッドにナット (2) を締め付けます。

図 205
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調整が完了したら、ユニボール (3) の緩み値 (B) が正し
いことを確認します。
ユニボール (3) の緩み値 (B) は、最小 B = 0 mm (0 in)
(ユニボールを完全にねじ込んだ状態) ～ 最大 B = 6 mm
(0.24 in) の間になければなりません。

警告
緩み値が規定の範囲内にない場合は、上記の調

整作業を最初から繰り返してください。
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リアブレーキペダル
ナット (7) を緩めます。
ペダルが好みの位置になるまで、調整スクリュー (6)
を回します。ロックナット (7) を締め付けます。
ペダル (8) を手で押しながら、ブレーキがかかり始め
るまでに約 1.5～2 mm (0.06～0.09 in) の遊びがあるこ
とを確認します。
上記のような遊びが確認できない場合は、マスターシ
リンダーのロッドの長さを調整します。

警告
ペダルの調整は、Ducati 正規ディーラーまたは

サービスセンターで実施してください。
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主要構成部品 / 装備

車両上の配置
1) フィラープラグ
2) シートロック
3) サイドスタンド
4) リアビューミラー
5) フロントフォークアジャスター
6) リアショックアブソーバーアジャスター
7) 触媒システム (両側)
8) エキゾーストサイレンサー (両側)
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燃料フィラープラグ
開け方
保護カバー (1) を持ち上げ、キーをロックに挿入しま
す。キーを時計回りに 1/4 回転させ、ロックを解除し
ます。
プラグ (2) を起こします。

閉じ方
差し込んだキーでプラグ (2) を閉じ、プラグを押しま
す。キーを抜き取り、保護カバー (1) を閉じます。

参考
キーが挿入された状態でのみキャップを閉める

ことが可能です。

警告
燃料補給後は、必ずキャップが確実に閉じてい

ることを確認してください。
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シートロック
開け方
鍵穴 (1) にキーを差し込み、背もたれ (2) のロックが外
れる音が聞こえるまで回します。
背もたれ (2) を車両の前方に抜き取ります。

閉じ方
シート側から背もたれ (2) を挿入し、車両の後方に奥
までスライドさせます。

1
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サイドスタンド

重要
短時間停車する場合に限り、サイドスタンドを

使用して車両を支えます。サイドスタンドを使用する
前に、地面に十分な固さがあり平らであるかを確かめ
てください。

柔らかい地面、砂利、日光で柔らかくなったアスファ
ルト等に駐車すると、車両転倒の原因となります。傾
斜面に停車する場合は、必ずリアホイールを斜面下側
にして駐車してください。

サイドスタンドを使用するには、ハンドルバーを両手
で掴み、車体を支えながら、スタンドのフック (1) を
足でいっぱいに押します。
次に、スタンドがしっかりと地面に着くまで、車体を
徐々に傾けます。

開く段階でサイドスタンドを探しやすくするには、足
でピン (3) を押します。

警告
車両をサーキットでスポーツ目的に使用する場

合、レンチ (4) を使用してピン (3) を取り外すことをお
勧めします。

サイドスタンドを元の位置　(水平位置)　に戻すには、
車両を右側に傾けながら、足でスタンドのアーム (1)
を持ち上げます。
サイドスタンドのジョイント部の円滑な動作を維持す
るには、汚れをきれいに取り除いた後、摩擦が起きる
部分すべてにグリース SHELL Alvania R3 を塗布しま
す。

警告
サイドスタンド使用時には、車両にまたがらな

いでください。
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参考
定期的にスタンド (内側と外側 2 つのスプリング

の状態) と安全センサー (2) の作動を点検することをお
勧めします。

参考
サイドスタンドを下ろし、ギアがニュートラル

の状態でエンジンを始動することができます。ギアが
入った状態で始動する時は、クラッチレバーを引いた
状態で行ってください (この時サイドスタンドは上が
っていなければなりません)。
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Bluetooth コントロールユニット
車両には Bluetooth コントロールユニットを装備する
ことができます。これにより Bluetooth に対応する電
子機器間での通信が可能になります。
Bluetooth コントロールユニットは本車両に装備され
おりません。Bluetooth コントロールユニットは、
Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターでお買
い求めいただけます。

警告
Bluetooth ヘッドセットの製造メーカーは、デバ

イスの寿命期間中に標準プロトコルに変更を加えるこ
とがあります (スマートフォン、ヘッドセット)。

警告
ドゥカティ社はこれらの変更に関与していませ

んので、こうした変更が Bluetooth ヘッドセット (音
楽共有、マルチメディア再生など) の各種機能やいく
つかのタイプのスマートフォン (Bluetooth 対応プロフ
ァイルによる) に影響を与える可能性があります。こ
のためドゥカティ社は、以下についてのマルチメディ
ア再生を保証していません。
- "Kit Ducati キット (部品番号： 981029498)" に付

属しないヘッドセット。
- 必要な Bluetooth プロファイルに対応していない

スマートフォン ("Ducati キット　部品番号：
981029498" に付属するヘッドセットとペアリン
グできる場合でも)

警告
外的環境の特殊な状況に起因する干渉が起こっ

た場合には、Ducati キット (部品番号：981029498) で
はライダーヘルメットからパッセンジャーヘルメット
への再生音楽の共有機能を使用することができます
(詳しくは Ducati キット (部品番号：981029498) に付
属のヘッドセット取扱説明書を参照)。
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参考
Ducati キット (部品番号： 981029498) は、

Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターにてお
求めいただけます。

スマートフォン本体が以下のプロフィールをサポート
していることを確認します。

- MAP プロフィール：SMS および MMS 受信通知を
正しく表示する。

- PBAP プロフィール：スマートフォンの電話帳デ
ータを正しく表示する。

警告
以下のキットに付属しない Bluetooth 対応のナ

ビゲーターは、ドゥカティマルチメディアシステムに
正しく接続できない場合があります。
- Ducati Zumo 350 衛星ナビゲーターキット
- Ducati Zumo 390 衛星ナビゲーターキット
- Ducati Zumo 395 衛星ナビゲーターキット

参考
上記 Ducati キットは、Ducati 正規ディーラーま

たはサービスセンターにてお求めいただけます。

256



ステアリングダンパー
ハンドルバーの前にあり、ステアリングヘッドに固定
されています。
このダンパーがステアリングのより正確で安定した操
作に貢献し、あらゆるコンディションでの操縦性をア
ップします。
アジャスター (1) を時計回りに回転させるとステアリ
ングはよりハードに設定され、反時計回りに回転させ
るとよりソフトに設定されます。
各調整位置で "クリック" 音がします。すべて開いた位
置から最大 10 クリックまで回すことができます。

警告
これ以上の調整はステアリングが非常に固くな

り、危険な状況を招くおそれがあります。

警告
車両のコントロールを失うおそれがありますの

で、走行中は絶対にアジャスター (1) の位置を変更し
ないでください。

1

図 217
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フロントフォーク調整
車両のフォークは、リバウンドダンピング (リターン)、
コンプレッションダンピング、およびスプリングプリ
ロードの調整が可能です。
調整は外部アジャスターを使用して行います。

- リバウンドダンピング調整は、右フォークレッグ
上のアジャスター (2) を操作します。

- コンプレッションダンピング調整は、左フォーク
レッグ上のアジャスター (1) を操作します。

- スプリングプリロード調整は、両レッグの 17 mm
(0.67 in) 六角アジャスター (3 および 4) を操作し
ます。

アジャスターを調整する時は、車両を安定した場所に
サイドスタンドで支えて駐車します。
3 mm (0.12 in) の六角レンチで左フォークレッグの先
端にあるアジャスター (1) を回転させ、コンプレッシ
ョンダンピングを調整します。
3 mm (0.12 in) の六角レンチで右フォークレッグの先
端にあるアジャスター (2) を回転させ、リバウンドダ
ンピングを調整します。

-+ + -

1 2

図 218
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アジャスター (1) および (2) を回すと、カチッと音が
します。それぞれがダンピングの 1 クリックに相当し
ます。
アジャスター (1) および (2) をいっぱいに締め込むと
"0" 位置になり、ダンピングが最強にセットされます。
この位置から反時計回りに回すとカチッと音がしま
す。それぞれが "1"、"2"、･･･の位置に相当します。

フォークのスプリングプリロードを調整するには、17
mm (0.67 in) 六角アジャスター (3 および 4) を完全に緩
めます。この位置からアジャスターの 1 回転がプリロ
ード 1 mm (0.04 in) に相当します。

標準設定は以下の通りです。

- リバウンド：すべて閉じた位置から 12 クリック
開く

- コンプレッション：すべて閉じた位置から 16 ク
リック開く

- スプリングプリロード：5 mm / 5 回転 (0.24 in / 5
回転)

3 4

図 219
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リアショックアブソーバーの調整
リアショックアブソーバーは荷重に合わせてバランス
を調整できるようアジャスターを装備しています。

警告
ショックアブソーバーには高圧のガスが充填さ

れています。未経験者による分解作業は重大な損傷の
原因となる恐れがあります。

アジャスター (1)、リバウンド (リターン) ダンピングを
調整します。
アジャスター (2)、コンプレッションダンピングを調整
します。
3 mm (0.12 in) の六角レンチでアジャスター (1) および
(2) を時計回りに回転させるとダンピングが強くなり、
逆に回すと弱くなります。

標準設定は以下の通りです。
- アジャスター (1)、すべて閉じた位置から 13 クリック
開く
- アジャスター (2)、すべて閉じた位置から 12 クリック
開く
- スプリングプリロード：スプリングを完全に緩めた
状態から 12 mm (0.47 in)
- ショックアブソーバー軸間距離：312 mm (12.28 in)

2

1
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2

1
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2 個のリングナット (3) および (4) でスプリングプリロ
ードを調整します。
スプリングプリロードを変更するには、上部固定リン
グナット (4) を緩めます。

下部リングナット (3) を締めるとプリロードが増大し、
緩めるとプリロードが減少します。
希望のプリロードに調整したら、上部固定リングナッ
トを締め付けます。

警告
プリロードアジャスターを回すにはピンレンチ

を使用します。作動中にリングナットのすき間にレン
チのソケット部分が急に落ちた場合に車両の他の部品
に手を強くぶつけてケガをしないよう十分注意してく
ださい。

3

4

図 222
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ショックアブソーバーの軸間距離を変更するには、24
mm (0.94 in) の六角レンチでロックナット (5) を緩め
ます。次に 24 mm (0.94 in) の六角レンチでナット (6)
を操作してショックアブソーバーの軸間距離を短くし
ます。希望の軸間距離に達したら、ナット (6) に当た
るまでロックナット (5) を締めます。このとき、軸間
距離が動かないようにナット (6) を保持するようにし
てください。

警告
ショックアブソーバーの軸間距離には最大値が

あります。最大値はショックアブソーバージョイント
のネジ部の上の溝で示されています。

最大軸間距離に達すると、ロックナット (5) を締めた

時にロックナットが溝に揃います  。
ロックナット (5) を締めた状態で溝がロックナットか
ら出すぎている場合は、誤った軸間距離を使用してい

ます (長すぎます、  )。

ショックアブソーバー内部には軸間距離が長くなりす
ぎるのを防ぐ安全ピンが備えられています。許容され
ていない軸間距離に設定しようとすると、ピンがショ
ックアブソーバーのネジ部に回復できない損傷を与え

5 6
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るおそれがあります。ショックアブソーバー軸間距離
の調整作業中にナット (6) 回転時のトルクが増加した
と感じたら、おそらく調整可能な最大ストロークに到
達しています。部品の損傷を避けるために、アジャス
ターはそれ以上動かさないでください。
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サスペンション設定の選択
Ducati では、フロントフォークおよびリアサスペンションは表に記載されている調整を推奨しています。記載
されている調整は、ユーザーの能力や快適性に対するニーズを考慮した推奨値であり、様々なライディング条
件によって異なります。

警告
表に記載されている値は、ライダーの衣類込み

の体重を 80～90 kg (176.36～198.42 lb) と想定した場
合の値です。

重要
表に記載されている調整は、ユーザーがインストルメントパネルから選択するライディングモード

(RIDING MODE) とは別に行います。

ÖHLINS 製フロントフォーク
パラメーター 範囲 RACE SPORT STREET
コンプレッション 32 クリック

すべて閉じた位置か
ら

12 クリック
すべて閉じた位置か
ら

16 クリック
すべて閉じた位置か
ら

24 クリック
すべて閉じた位置か
ら

リバウンド 32 クリック
すべて閉じた位置か
ら

12 クリック
すべて閉じた位置か
ら

12 クリック
すべて閉じた位置か
ら

16 クリック
すべて閉じた位置か
ら

スプリングプリロー
ド

15 回転 5 回転 5 回転 5 回転
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ÖHLINS 製リアショックアブソーバー
パラメーター 範囲 RACE SPORT STREET
コンプレッション 28 クリック

すべて閉じた位置か
ら

8 クリック
すべて閉じた位置か
ら

12 クリック
すべて閉じた位置か
ら

24 クリック
すべて閉じた位置か
ら

リバウンド 28 クリック
すべて閉じた位置か
ら

13 クリック
すべて閉じた位置か
ら

13 クリック
すべて閉じた位置か
ら

16 クリック
すべて閉じた位置か
ら

スプリングプリロー
ド

(3～17) mm (0.12～
0.67 in)

12 mm (0.47 in)
完全に緩めた状態か
ら

12 mm (0.47 in)
完全に緩めた状態か
ら

12 mm (0.47 in)
完全に緩めた状態か
ら

軸間距離 311～317 mm (12.24
～12.48 in)

312 mm (12.28 in) 312 mm (12.28 in) 312 mm (12.28 in)

警告
Ducati Performance エキゾーストキットが取り

付けられている場合は、表中に記載する軸間距離、た
だし 315 mm (12.4 in) 以上に設定してください。
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車両設定の変更
スイングアームピボットの調整

警告
ピボット調整を行うには車両のセーフティ部品

に対する作業が必要になりますので、ピボット調整は
必ずドゥカティサービスセンターで実施してください。

モーターサイクルのセットアップは、ドゥカティの技
術者が多様な条件下で実施した数多くのテスト結果を
もとに決定されています。
スイングアームピボットの高さを調節して、シャーシ
に変更を加えることができます。

スイングアームピボット高さは、2 mm (0.08 in) ごと 4
段階に調節することが可能です。

警告
パラメーターの変更は非常に繊細な作業です。

十分な知識がない人が行うと、危険を招くおそれがあ
ります。

サーキット走行用としても、以下の 4 段階合計 6 mm
(0.24 in) の間でスイングアームピボットの調節が可能
です。

図 224

266



1) - 1 mm (-0.04 in)
2) + 1 mm (+0.04 in)
3) - 3 mm (-0.12 in)
4) + 3 mm (+0.12 in)

これにより車両の動的挙動を各ライダーのニーズやラ
イディングスタイルに合わせることができます。

車両出荷時、ピボット位置は「-3 mm (-0.12 in)」に設
定されています。この設定は、一般道走行における車
両のダイナミクスも考慮した標準セットアップです。
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運転の方法

慣らし運転の方法
エンジン最高許容回転数
慣らし運転期間中および通常使用においてのエンジン
最高許容回転数：
1) 1,000 km (621 mi) まで
2) 1,000 km (621 mi) ～ 2,500 km (1,553 mi)

1,000 km (621 mi) まで
最初の 1,000 km (621.37 mi) まではタコメーターに注
意し、5,500～6,000 回転 (rpm) を超えてはいけませ
ん。
最初の数時間は、規定回転数の範囲内でエンジン負荷
と回転数を色々変えて走行することをお勧めします。

慣らし運転の方法を守ることでエンジンの寿命を延ば
し、調整やオーバーホールの回数を抑えることができ
ます。
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重要
走行距離が最初の 1000 km (621 mi) までの間 (慣

らし運転期間)、すなわちオドメーターが 1000 km
(621 mi) 以下の値を表示している期間は、6000 rpm
に達するとディスプレイにはオレンジ色で表示される
予告ゾーン (オレンジゾーン) が棒グラフの目盛りとそ
れに相当する数字で表示されます。慣らし運転期間中
はエンジン回転数を 6000 rpm 以下に維持すること、
すなわちインストルメントパネルに棒グラフの "オレ
ンジゾーン" が表示されないようにすることが推奨さ
れます。

エンジン、ブレーキ、サスペンションのより効果的な
慣らしには、カーブが多く起伏に富んだ場所を走行す
ることが理想的です。
最初の 100 km (62 mi) は、ブレーキディスクにパッド
をよく慣らすために、優しくブレーキをかけ、急なブ
レーキングや長いブレーキングは避けてください。
すべての機械部分を互いに馴染ませるため、またエン
ジンの主要部分の寿命に悪影響を及ぼさないために、
急な加速や、特に上り坂での長時間にわたるエンジン
高回転は避けてください。
定期的にチェーンを点検し、必要であれば潤滑してく
ださい。
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1,000 ～ 2,500 Km (621 ～ 1,553 mi)
エンジンからよりパワーを引き出すことは可能です
が、7,000 rpm を決して超えないようにしてください。

重要
慣らし運転期間は、保証書に指定されている点

検、整備を必ず受けてください。この条件が遵守され
なかった結果としてのエンジンの損傷や寿命の短縮に
ついては、Ducati モーターホールディング社はいかな
る責任も負うものではありません。

慣らし運転の方法を守ることでエンジンの寿命を延ば
し、調整やオーバーホールの回数を抑えることができ
ます。

270



走行前の点検事項

警告
走行前にこれらの点検を怠ると、車両に損傷を

与え、ライダーを危険に晒すおそれがあります。

走行前に以下の点検を実施してください。

- タンク内の燃料量
タンク内の燃料の残量を確認します。必要であれ
ば給油してください (“燃料の補給” をご覧くださ
い)。

- エンジンオイル量
点検窓からオイルパン内のレベルを点検します。
必要であれば補充してください (“エンジンオイル
レベルの点検” をご覧ください)。

- ブレーキおよびクラッチフルード量
各フルードタンクのフルードレベルを点検してく
ださい (”ブレーキ/クラッチフルードレベルの点検
“ をご覧ください)。

- クーラント量
リザーバータンク内のクーラントレベルを点検し
ます。必要であれば補充してください (”クーラン
トレベルの点検および補充“ をご覧ください)。

- タイヤコンディション
タイヤ空気圧と摩耗度を点検します (“チューブレ
スタイヤ” をご覧ください)。

- コマンド機能
ブレーキ、クラッチ、スロットルグリップ、ギア
チェンジレバーまたはペダルを作動させて機能を
確認します。

- ランプ類、インジケーター
ランプ、インジケーター、警告ホーンが正しく機
能するかを確認します。電球が切れている場合に
は交換してください (”ヘッドライト電球の交換
“ をご覧ください)。

- ロック類
フィラープラグのロックを点検します (”燃料フィ
ラープラグ“ をご覧ください)。

- サイドスタンド
サイドスタンドがスムーズに作動し、適切な位置
にあるかを確認します (”サイドスタンド“ をご覧
ください)。

警告
異常が見つかった場合は車両の使用を中止し、

Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターにご連
絡ください。

271



エンジンウォーターポンプが正常に作動するためには
ベントを必要とします。そのため、クランクケース上
部のベント穴から微量の冷却液が漏れることがありま
すが、冷却システムやエンジン自体の正常な動作に影
響を及ぼすことはありません。
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ABS ランプ
Key-ON 後も ABS ランプ (9) は点灯し続けます。
走行速度が 5 km/h を越えた時点でランプが消灯する
場合は、ABS システムが正常に作動していることを示
します。

警告
異常が見つかった場合は車両の使用を中止し、

Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターにご連
絡ください。
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ABS 装置
フロントフォニックホイール (1) とリアフォニックホ
イール (2) が汚れていないことを確認します。

警告
汚れなどが付着して読み取り窓が詰まっている

と、システムが正常に機能しないおそれがあります。
泥道を走行する時には ABS システムがうまく機能しな
い場合があります。システムを OFF にしておくことを
お勧めします。

警告
ウィリー走行を長く続けると、ABS システムが停

止してしまうおそれがあります。

1

図 225

2

図 226
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エンジンの始動

警告
エンジンを始動する前に、運転に必要なコマン

ド類の取り扱いに十分慣れておいてください。

警告
屋内では絶対にエンジンをかけないでください。

排出ガスは有毒です。短時間で意識を失ったり、さら
には死に至る危険性があります。

イグニッションキーを ON の位置に回します。インス
トルメントパネルの緑のランプ N (1) と赤のランプ   
(2) が点灯していることを確認してください。

重要
オイル圧警告ランプはエンジンを始動してから

数秒後に消えなければなりません。

図 227
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警告
サイドスタンドが完全に上げられて (水平) いない

場合は、安全センサーが作動してエンジンを始動する
ことはできません。

参考
サイドスタンドを下ろし、ギアがニュートラル

の状態でエンジンを始動させることができます。また
は、ギアが入った状態で始動する時は、クラッチレバ
ーを引いたままの状態で始動させてください(この時
サイドスタンドは上がっていなければなりません)。

重要
エンジン冷間時は回転数を上げすぎないでくだ

さい。潤滑が必要なすべての部分にオイルを行き渡ら
せるために、エンジンが温まるまで待ってください。

エンジンストップスイッチ (3) が (RUN) の位置になっ
ていることを確認してから、スタートボタン (4) を押
します。

3

4

図 229
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車両の発進
1) クラッチレバーを引いてクラッチを切ります。
2) ギアチェンジペダルをつま先でしっかりと押し下

げてギアを 1 速に入れます。
3) スロットルグリップを回してエンジンの回転数を

上げ、同時にクラッチレバーを徐々につなぐと車
両は発進し始めます。

4) クラッチレバーを完全に放し、エンジンの回転数
を上げます。

5) シフトアップするには、スロットルを戻してエン
ジン回転を落とします。クラッチを切り、ギアチ
ェンジペダルを上げ、クラッチをつなぎます。シ
フトダウンは次のように行います。スロットルグ
リップを放し、クラッチレバーを引いてから、ギ
アを同調させやすくするためにエンジンを軽くふ
かしてシフトダウンし、クラッチレバーを放しま
す。

これらの操作は適切に素早く行ってください。上り坂
を走行する際には、車速が落ちてきたら直ちにシフト
ダウンし、車両への異常なストレスやエンジンのノッ
キングを避けてください。

警告
急な加速操作は、オーバーフローやトランスミ

ッション機構のスナッチングを招くおそれがあります
ので避けてください。走行中にクラッチレバーを引い
た状態が続くと、摩擦機構の過熱や異常な摩耗を引き
起こすおそれがありますので避けてください。

警告
ウィリー走行を長く続けると、ABS システムが停

止してしまうおそれがあります。

ブレーキ操作
時間に余裕を持って減速し、シフトダウンしてエンジ
ンブレーキを使用し、両方のブレーキを操作してブレ
ーキをかけます。車両が停止する前にクラッチを握
り、エンジンが急に切れないようにします。
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ABS システム
困難な条件下でのブレーキ操作は、非常に慎重に行わ
なければなりません。ブレーキ操作は二輪車の運転で
最も難しく危険な瞬間です。ブレーキ操作中に転んだ
り事故を起こす可能性が統計的に最も高くなっていま
す。フロントホイールがロックされると、グリップに
よるバランス力を失うため車両のコントロールを失い
ます。
アンチロックブレーキシステム (ABS) は、緊急時や悪
路、悪天候下での走行時にブレーキ性能を最も効果的
に発揮させるために開発されたものです。
ABS は電子制御油圧システムです。ホイールがロック
しそうになると、ホイールのセンサーからコントロー
ルユニットに信号が送られ、ブレーキ回路内の油圧を
制御します。
一時的に油圧が下がることで、タイヤは理想的なグリ
ップを維持したまま回転を続けることができます。コ
ントロールユニットはブレーキ回路内の油圧を再び上
げてブレーキを作動させます。ホイールロックのリス
クが完全になくなるまでこのサイクルを繰り返しま
す。ブレーキング時 ABS が作動状態に入ると、ブレ
ーキレバーとブレーキペダルに軽く振動する抵抗が感
じられます。
フロントとリアブレーキのコントロールシステムはそ
れぞれ独立していますので、ABS もフロントとリアブ
レーキに同時に作動するわけではありません。

このシステムを解除したい場合は、インストルメント
パネルから "ライディングモードのパーソナライズ：
ABS 調整" を使って解除することができます。

警告
ABS システムが解除された状態では、車両のブ

レーキシステムは標準的なブレーキとして機能します。
このため、2 つのブレーキコマンドのうち片方だけを
使用した場合、車両のブレーキ性能は低下します。急
激に過度の力を掛けてブレーキコマンドを操作しない
でください。ホイールがロックし、車両のコントロー
ルを失うおそれがあります。雨天時や滑りやすい路面
の走行ではブレーキ力が著しく低下します。このよう
なコンディションでは慎重に優しくブレーキ操作をし
てください。急ブレーキを掛けると車両のコントロー
ルを失う危険があります。長く急な下り坂を走行する
際にはシフトダウンしてエンジンブレーキを使用し、
ブレーキは短く断続的に使用するようにしてくださ
い。ブレーキを長時間連続して使用すると、ブレーキ
パッドの過熱を招き、ブレーキ性能の著しい低下の原
因となります。規定空気圧に満たないタイヤでの走行
はブレーキ性能を低下させるだけでなく、正確な運転
とカーブでの安定性を損ないます。
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車両の停止
スロットルグリップを緩めると、車両は徐々にスピー
ドを落とし始めます。シフトダウンしながら 1 速まで
落とし、最後にニュートラルに入れます。
ブレーキをかけると、車両を完全に停止することがで
きます。
エンジンを停止するには、キーを OFF 位置に回します
(“イグニッションスイッチとステアリングロック”)。
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パーキング
停止車両をサイドスタンドで支えて駐車します。盗難
防止のため、ハンドルを左に振りきり、キーを LOCK
位置に回します。
車両をガレージやその他の建物内に駐車する際には、
換気が充分され、車両の近くに熱源が無いことを確認
してください。

重要
監視できない場所に停車するときは、キーを付

けたままにしないでください。

警告
エンジン停止後でもエキゾーストユニットは高

温の場合があります。身体が触れないよう十分注意
し、車両を木材や木の葉などの可燃物のそばに駐車し
ないようにしてください。

警告
発進を妨げるタイプの盗難防止用ロック (ディス

クロック、リアスプロケットロック等) は大変危険で
す。車両の機能だけでなく、ライダーの安全をも損な
うおそれがあります。
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燃料の補給
給油の際、燃料の入れすぎに注意してください。燃料
レベルはフィラープラグが収まる給油口より低くなけ
ればなりません。

警告
極端な場合には、キャップを開ける時にタンク内の圧
力によって燃料が噴き出る可能性があります。
キャップを開ける時は十分注意して、ゆっくりと開け
るようにしてください。
キャップを開けている時にシューという音が聞こえた
ら、音が聞こえなくなるのを待ってからキャップを完
全に開けてください。
このノイズは燃料タンク内の圧力が外に逃げている時
に鳴る音です。音がしなくなったということは、残っ
ていた圧力が完全に外へ逃げたことを意味します。
上記のような状況は、特に暑い気候の時に起こりやす
くなります。

警告
オクタン価が 95 以上の鉛含有量の低い燃料を使

用してください。

図 230
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警告
この車両にはエタノール含量が 10% 以下の燃料

(E10) のみ使用することができます。
エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用するこ
とは禁じられています。こうした燃料を使用するとエ
ンジンや車両の部品に重大な損傷をきたす恐れがあり
ます。エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用
した場合は保証の対象外になります。
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付属アクセサリー
背もたれ (A) 内に設けられている小物入れスペースに
は、付属の L 型六角棒レンチ (1) 4 mm (0.16 in) が収納
されています。

このスペースにアクセスするには、背もたれ (A) を外
し (「シートロック」)、前方に引き抜いてください。

A

図 231

1

図 232
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以下の付属部品の取り付けは、必ず Ducati 正規ディ
ーラーまたはサービスセンターで実施してください。

- リアビューミラー取り外しキット (2)
- ナンバープレートホルダー取り外しキット (3)
- ドゥカティデータアナライザープラス (DDA+) (4)

警告
本キットはサーキット専用品です (クローズドサ

ーキットにおける競技使用)。キット全体または一部を
取り付けた車両で公道を走行することはできません。
車両の所有者の責任に基づき競技用車両の使用に関す
る現行法を遵守してください。

2

3

4

2

図 233
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主な整備作業とメンテナンス

フェアリングの取り外し
メンテナンスまたは修理作業を実施するために、モー
ターサイクルのいくつかのフェアリング部品を外すこ
とが必要になる場合があります。

警告
取り外した部品を再度取り付けていなかったり、

正しく取り付けられていないと、走行中に突然外れ、
車両の制御がきかなくなるおそれがあります。

重要
ヘッドライトフェアリングの塗装済み部品およ

びウィンドスクリーンを破損しないよう、取り付けの
際には必ずナイロンワッシャーを固定スクリューの位
置に合わせて配置してください。

重要
フェアリングの取り外し作業は、Ducati 正規デ

ィーラーまたはサービスセンターで実施してくださ
い。
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エアフィルターの交換

重要
エアフィルターのメンテナンスは、Ducati 正規

ディーラーまたはサービスセンターで実施してくださ
い。
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クーラントレベルの点検および補充
フロントホイールのスペースから内側の点検用開口部
から、車両右側にあるリザーバータンク内のクーラン
トレベルを点検します。
クーラントレベルがリザーバータンク脇にある MIN
(1) 及び MAX (2) の目盛の間にあることを確認します。
クーラントレベルが MIN より下の場合は補充します。

警告
この作業はエンジン冷間時に、水平な場所で車

両を垂直に立てた状態で実施してください。

重要
クーラントの補充は、Ducati 正規ディーラーま

たはサービスセンターで実施してください。

2

1

図 234
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ブレーキ / クラッチフルードレベルの点検
ブレーキ/クラッチフルードのレベルは、絶対に各リ
ザーバータンクの MIN 目盛以下になってはいけませ
ん。
フルードレベルが下がりすぎると、回路内にエアが混
入し、システムの作動に悪影響を及ぼします。
また、保証書内の定期点検表で指定されているブレー
キ/クラッチフルード補充および交換は、Ducati 正規
ディーラーまたはサービスセンターにお問い合わせく
ださい。

ブレーキシステム
ブレーキパッドが磨耗していないのにブレーキレバ
ー、ブレーキペダルに過度の遊びがある場合は、
Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターにご連
絡いただき、システムの点検とエア抜きを行ってくだ
さい。

警告
ブレーキ/クラッチフルードはプラスチック製部

品や塗装部分に損傷を与えますので、これらの部分に
フルードが触れないよう注意してください。
これらの液体は腐食性ですの損傷やケガを引き起こす
おそれがあります。異なる品質のオイルを混ぜないで
ください。ガスケットの状態を点検してください。

MAX

MIN MAX

MIN

図 235

MIN

MAX

MAX

MIN

図 236
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クラッチシステム
クラッチレバーに過度の遊びがあり、ギアチェンジの
際にエンジンがノッキングしたり止まったりする時
は、システム内にエアが混入している事があります。
システムを点検とエア抜きを行う必要があるため、
Ducati 正規ディーラーまたはサービスセンターにご連
絡ください。

警告
クラッチフルードレベルはクラッチディスクの

磨耗材が消耗すると上昇する傾向があります。規定レ
ベルを超えないようにしてください (最低レベル上 3
mm (0.12 in))。
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ブレーキパッドの摩耗点検
キャリパー間の開口部からパッドの摩耗を点検しま
す。どちらか片方でもパッドの厚さが約 1 mm (0.04
in) になっている場合は、両方のパッドを交換します。

警告
パッドが消耗しすぎると、ブレーキディスクと

金属製サポートが接触することでブレーキ性能、ディ
スクの正常な状態、またライダーの安全を損なうおそ
れがあります。

重要
ブレーキパッドの交換は、Ducati 正規ディーラ

ーまたはサービスセンターで実施してください。

MIN

図 237

MIN

図 238
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バッテリーの充電
準備作業
リチウム電池の充電は、リチウム電池のプラス極とマ
イナス極に専用バッテリー充電器をクリップ付きケー
ブルで直接つないで行ってください。
これを行うには、以下に記載する各手順を実施してく
ださい。

4 本のスクリュー (1) をワッシャーと一緒に外し、タ
ンクカバー (2) を取り外します。
キーブロックカバー (4) を固定する側面 2 本のスクリ
ュー (3) と上側 2 本のスクリュー (5) を緩めて外します。

2

1

図 239

4

5

A

3

図 240
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サイドフェアリングに接合する両側にある内側タブ (A)
に注意して、キーブロックカバー (4) を後方上側に引
き抜きます。
スクリュー (6) を緩めて外し、バッテリー固定用カバ
ー (7) を取り外します。 4

A

図 241

67

図 242
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バッテリー充電器をバッテリーに接続する
電源につないでいないバッテリー充電器 (A) の赤色ク
リップ (8a) をプラス極 (8) にしっかりと接続します。
黒色クリップ (9a) をマイナス極 (9) にしっかりと接続
します。
バッテリー充電器 (A) の電源プラグを壁のコンセント
に差し込みます。

警告
バッテリーはお子様の手の届かないところに置

いてください。

バッテリーの充電には、必ずドゥカティ純正リチウム
電池用バッテリー充電器 (A) を使用してください。
鉛蓄電池用バッテリー充電器や純正以外のバッテリー
メンテナーや充電器は絶対に使用しないでください。
バッテリーの充電は、気温 40° C (104°F) 以下の場
所に車両を駐車して行ってください。

98

図 243

8a9a

A

図 244
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バッテリー充電器をバッテリーから外す
充電が完了したら、接続時と逆の手順でバッテリー充
電器 (A) を外します。
まず、バッテリー充電器 (A) の電源プラグを壁のコン
セントから抜きます。
黒色クリップ (9a) をマイナス極 S (9) から外し、赤色
クリップ (8a) をプラス極 (8) から外します。

8a9a

A

図 245

98

図 246

294



バッテリー固定用カバー (7) を取り付け、スクリュー
(6) を締め付けます。

67

図 247

295



サイドフェアリングに接合する両側にある内側タブ (B)
に注意して、イグニッションスイッチカバー (4) を前
方に向かって取り付けます。

キーブロックカバー (4) を固定する側面 2 本のスクリ
ュー (3) と上側 2 本のスクリュー (5) を締め付けます。
タンクカバー (2) を配置し、4 本のスクリュー (1) を締
め付けます。

4

5

B

3

図 248

2

1

図 249
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長期間の保管
車両を長期間 (例：連続 30 日間) 使用していない場合
は、バッテリーチャージャー/メンテナーをケーブルで
診断ソケットに接続するようにしてください。詳しく
は “冬季のバッテリー充電およびメンテナンス” を参照
してください。
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冬季のバッテリー充電およびメンテナンス

警告
本車両のエレクトリカルシステムは、エンジン

停止状態での消費電力を非常に低く抑えるよう設計さ
れています。ただし、バッテリーは自然に放電してお
り、放電量は車両を使用していない期間や環境条件に
よって変化します。

バッテリー充電器/メンテナーを使用してバッテリー
電圧の最小値が維持されず電圧値が 8 V を下回ると、
バッテリーが影響を受けるおそれがあります。

コネクター (1) はライダーシート (2) 下、車両左側に設
けられています。
作業を行うには、両側から 2 本のスクリュー (3) を外
してライダーシート (2) を取り外してください。

1

図 250

2

3

図 251
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警告
バッテリーメンテナーとして使用する場合にも、

必ずドゥカティ純正リチウム電池用バッテリー充電器
(A) を使用してください。
バッテリーメンテナーキット (部品番号：69924601A
(各国) またはバッテリーメンテナーキット (部品番号：
69924601AX (日本、中国、オーストラリア) は鉛バッ
テリー専用ですので、絶対に使用しないでください。

メンテナーを車両後部にある診断ソケットに接続しま
す。

参考
Ducati 純正リチウム電池用バッテリー充電器以

外のバッテリーメンテナーや充電器を使用すると、車
両のエレクトリカルシステムやリチウムバッテリーに
損傷を与えるおそれがあります。上記の理由でバッテ
リーが損傷した場合には、不適切なメンテナンスとみ
なし保証の対象にはなりません。

重要
リチウム電池を搭載する車両については、エン

ジンを始動できないレベルまでリチウム電池が放電し
た場合に、ジャンプスターターやリチウム電池に並列
に接続する補助バッテリーなどの装置は絶対に使用し
ないでください。ジャンプスターターとの接続や充電
されたバッテリーとの並列接続などのように無制限の
電流で充電すると、深放電を起こしているリチウム電
池のセルに修復不可能な損傷を与えるおそれがありま
す。

A

図 252
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必ずドゥカティ純正リチウム電池用バッテリー充電器
(A) を使用してください。
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トランスミッションチェーン張力の点検

重要
チェーン張力の調整は、Ducati 正規ディーラー

またはサービスセンターで実施してください。

リアホイールを回転させ、チェーンが最も張る位置を
探します。サイドスタンドで車両を支えて駐車しま
す。チェーンの測定位置を指で下に押して放します。
チェーンピンの中心とチェーンスライダーのプラスチ
ックとの間の距離 (A) を測定します。A = 20 ～ 22 mm
(0.79 ～ 0.87 in) でなければなりません。

重要
この手順は、納車時と同じ標準設定の車両に対

してのみ有効です。

A

図 253
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警告
安全な走行状態を維持するには、スイングアー

ムのスクリュー (1) を正しく締め付けることが重要で
す。

重要
チェーンの張りが不適切だとトランスミッショ

ン部品の磨耗を早めます。

重要
チェーンが常に最高レベルの性能を維持し、か

つ長持ちするようにするため、チェーンの洗浄、チェ
ック、張りに関する情報に従うことを推奨します。

1

図 254
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チェーンの潤滑

重要
ドライブチェーンの清掃は、Ducati 正規ディー

ラーまたはサービスセンターで実施してください。

ドライブチェーンの清掃および潤滑
本車両には、泥などの侵入を防ぎ、潤滑状態を長く保
つ O リングガスケット付きチェーンが装着されていま
す。
チェーンの潤滑を行う前に、チェーンを正しく洗浄
し、清掃することが重要です。

チェーンの清掃は、その寿命を伸ばすために非常に重
要なことです。従って、チェーン上に泥や土、砂、そ
の他一般的な汚れが見られる場合は、それらの汚れを
ウォータージェットで取り除き、その後すぐに 30cm
(11.81 インチ) 以上離れたところから圧縮空気で乾燥
させてください。

303



警告
蒸気やガソリン、溶剤、硬いブラシやその他、O

リングを傷つけるものは使用しないでください。さら
にバッテリー電解液との接触を避けてください。図の
ように、リンクに小さなひび割れができるおそれがあ
ります。

警告
特にバイクをオフロードで使用する場合は、チ

ェーンガイドスライダーとの接触により、リンクが過
度に摩耗することがあります。摩擦によりチェーンが
過熱し、チェーンの熱処理が損なわれ、その結果特に
リンクがもろくなるおそれがあります。

図 255
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ドライブチェーンの潤滑

重要
ドライブチェーンの清掃は、Ducati 正規ディー

ラーまたはサービスセンターで実施してください。

警告
潤滑には SHELL Advance Chain を使用してくだ

さい。規定以外の潤滑剤を使用すると O リングや、そ
れに伴ってトランスミッションシステム内部を損傷す
ることがあります。

チェーンの潤滑は、新しい潤滑剤がリンク間の内外に
染み込み、保護作用がより効果的に発揮されるよう、
バイクの使用後、車両が冷えるのを待たずに行ってく
ださい。

リアパドックスタンドに車両を駐車します。リアホイ
ールを進行方向とは逆の方向に速く回転させてくださ
い。

図 256
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チェーン内部のリンクの内側と外側に、スプロケット
とのかみ合わせの直前の箇所 (2) で、潤滑剤 (1) のジ
ェットを噴射します。

遠心力によりスプレーの中身が液状になり、潤滑剤が
ピンとブッシュの間の作動部分に行き渡り、完璧な潤
滑を保証します。

潤滑剤のジェットをチェーンの中央部 (5) に配置して
作業を繰り返し、図のようにニードルベアリング (4)
および外側のプレート (6) を潤滑します。

1

2

図 257

5

4

5

6

図 258
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潤滑の終了後 10 ～ 15 分待ち、チェーンの内側と外側
表面に潤滑剤を行き渡らせ、その後余分な潤滑剤を布
でふき取ります。

重要
チェーンの潤滑後、すぐにバイクを使用しない

でください。潤滑の直後は潤滑剤がまだ流れやすく、
外側に向かって飛び散り、後輪やライダーフットペグ
を汚す可能性があります。

重要
チェーンのチェックを頻繁に行い、プログラム

された表に従って、少なくとも 1000 km (621 マイル)
毎に行ってください。外気温度が高い (40°C) 土地で
の使用時、または長距離におよぶ高速道路での走行の
後は、より頻繁 (約 400 km (248 マイル) 毎) に潤滑を行
ってください。

図 259
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ハイビーム/ロービーム電球の交換
ヘッドライトユニットはフル LED ですので、メンテナ
ンスの必要はありません。図ではハイビームランプ
(HI)、ロービームランプ (LO)、パーキングランプ (1) の
位置を示しています。ランプの交換は、Ducati 正規デ
ィーラーまたはサービスセンターで実施してくださ
い。

リアターンインジケーター
ターンインジケーターライトは LED 電球なのでメンテ
ナンスの必要はありません。

1

LO HI

図 260
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ヘッドライトの光軸調整
正しいタイヤ空気圧に調整し、乗員 1 名がシートに乗
った状態で、車両を壁面またはスクリーンの前 10 メ
ートルの場所で縦軸に対して垂直に立て、ヘッドライ
トが正しい向きになっていることを確認します。壁に
ヘッドライトの中心と同じ高さで水平に線を引き、車
体の縦軸に対応する垂直線も引きます。この点検は薄
暗い場所で行ってください。ロービームランプを点灯
し、左右の光軸調整を行います。照射領域の上限が、
床面からヘッドライトの中心までの高さの 9/10 以下
でなければなりません。

10 m 

9

10
x

x

図 261
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参考
この方法は、光軸の高さに関するイタリアの規

則に準拠したものです。車両を使用する国、地域の法
律に従い光軸調整を行ってください。

ヘッドランプの光軸調整を行うには、車両前部、左右
に設けられたスクリュー (1) または (2) を回します。

左側のスクリュー (1) でハイビームランプを調整しま
す。

- 時計回りに回すと光軸が下がります。
- 反時計回りに回すと光軸が上がります。

右側のスクリュー (2) でロービームランプを調整しま
す。

- 時計回りに回すと光軸が下がります。
- 反時計回りに回すと光軸が上がります。

警告
雨天時または洗車後に車両を使用する際は、ラ

ンプレンズが曇っている場合があります。レンズ内の
結露はランプを点灯すると短時間で消えます。

2

1

図 262

21

図 263
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リアビューミラーの調整
ポイント (A) を押しながらミラーを手動で調整します。

A

図 264
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チューブレスタイヤ
公道 (ライダーのみ)：
2.3 bar (33.36 PSI) (フロント) - 2.1 bar (30.46 PSI) (リア)
サーキット (ライダーのみ)：
2.3 bar (33.36 PSI) (フロント) - 1.8 bar (26.10 PSI) (リア)
タイヤの空気圧は外気温や高度によっても変化しま
す。標高の高い場所や気温差のある場所を走行する時
は、その都度点検と調整を行ってください。

警告
タイヤの空気圧はタイヤ冷間時に測定してくだ

さい。フロントリムがダメージを受けないように、悪
路を走行する時はタイヤの空気圧を 0.2～0.3 bar (2.90
～4.35 PSI) 上げてください。

タイヤの修理、交換 (チューブレス)
タイヤに穴が開いた場合、チューブレスタイヤは空気
の減り方が遅いため、気付くまでに時間がかかること
があります。タイヤの空気圧が下がってきた場合は、
パンクの可能性をチェックします。

警告
パンクが見つかった場合は、タイヤを交換して

ください。タイヤの交換には、標準装備と同じメーカ
とタイプのタイヤを選択してください。走行中に空気
が漏れるのを防ぐために、バルブの保護キャップが確
実に締まっていることを確認してください。エアチャ
ンバーのあるタイヤを装着すると、突然タイヤが破裂
してライダーが危険に晒されるおそれがありますので、
エアチャンバーを有するタイヤは絶対に使用しないで
ください。

タイヤ交換の後には、必ずホイールバランスの点検を
行ってください。

警告
ホイールのバランスウェイトを外したり、移動

させたりしないでください。
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参考
タイヤの交換ではホイールを正しく着脱するこ

とが重要です。タイヤ交換は、Ducati 正規ディーラー
またはサービスセンターで実施してください。ホイー
ルにはセンサー、フォニックホイールなどの ABS シス
テム部品が装着されており、特別の調整が必要になり
ます。
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タイヤの摩耗限度
タイヤのトレッド面が一番摩耗している箇所 (S) の溝
の深さを測定します。溝の深さは 2 mm (0.08 in) 以上
でなければならず、また現地法で定めれた規定値以下
であってはなりません。

重要
タイヤは定期的に点検し、特に側面に傷やヒビ

がないか、突起、広範囲のシミ、内部の損傷を表すよ
うな箇所がないかチェックしてください。損傷が著し
い場合はタイヤを交換してください。トレッドに入り
込んだ石や異物は取り除いてください。

S

図 265
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エンジンオイルレベルの点検
エンジンオイルの量は、エンジンブロック左側にある
点検窓 (1) から見ることができます。
オイル液面は、点検窓の横に指示された目盛の間にな
ければなりません。オイル量が不足している場合は、
エンジンオイルを補充してください。
ドゥカティ社推奨オイルは Shell Advance 4T Ultra
15W-50 です (JASO：MA2、API：SN)。
車両右側にあるフィラーキャップ (2) を外し、指定オ
イルを規定のレベルまで補充してください。フィラー
キャップ (2) を取り付けます。

重要
保証書に記載されている定期点検表に従い、エ

ンジンオイルとオイルフィルターの交換は、Ducati 正
規ディーラーまたはサービスセンターで実施してくだ
さい。

オイルレベルの正確な点検を実施するには、以下に記
載する作業をよく読んで指示に従ってください。
1) ヘッドに溜まったオイルがオイルパンに戻るには時
間が必要です。そのため、オイルレベルの点検はエン
ジンを切ってから少なくとも 2 時間が経過した後に実
施してください。

1

1

図 266

MIN

MAX

2

図 267
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2) 平坦な場所に両方の車輪を地面に着け、直立に駐車
します。
3) この時点で、エンジンオイル点検窓からオイルレベ
ルを点検します。
4) オイルレベルが MIN と MAX 目盛りの中央より下で
あれば、MAX 目盛りまでオイルを補充してください。

警告
MAX 目盛りは絶対に超えないようにしてくださ

い。

オイルに関する推奨事項
以下を満たすオイルの仕様が推奨されます。

- 粘度分類 SAE 15W-50
- API 規格：SN
- JASO 規格：MA2。

SAE 15W-50 は英数字のコード番号で、粘度を基にオ
イルの分類を特定し、W で分けられた 2 つの数字であ
らわされます。最初の数字は低温でのオイルの粘度を
表し、二番目の数字は高温での粘度を表します。API
(米国での分類) および JASO (日本標準) は、オイルが有
する特徴を表します。

316



車両の清掃
塗装部分と金属部分の本来の艶を長期間保つため、使
用状態や走行する道路の状態に合わせて、定期的に車
両の清掃、洗車を行ってください。強力な洗剤や溶剤
の使用は避け、可能であれば生分解性の専用洗剤を使
用してください。
プレキシガラス部分やシートのお手入れには、水と中
性洗剤を使用してください。
アルミニウム製部品は定期的に手作業で清掃してくだ
さい。研磨剤や水酸化ナトリウムが含まれていないア
ルミニウム専用洗剤を使用してください。

参考
研磨材付きスポンジやスチールウールは使用せ

ず、柔らかい布のみを使用してください。

十分なメンテナンスが行われていない車両は保証の対
象になりません。

重要
走行直後のボディがまだ熱い状態にあるときは、

水染み等を防ぐため洗車は行わないでください。
洗車には温水ジェットや高圧洗浄機を使用しないでく
ださい。
洗浄機の使用は、フォーク、ホイールハブ、電装シス
テム、フォークガスケット、エアインテーク、エキゾ
ーストサイレンサーの故障や不具合、ランプ内部の結
露 (くもり) を引き起こし、結果として車両の安全性を
損ねるおそれがあります。
エンジンに著しい汚れや油脂汚れが見られる場合は、
脱脂剤を使用して洗浄してください。その際、トラン
スミッション系統 (チェーン、フロント/リアスプロケ
ット等) に脱脂剤が付着しないように注意してくださ
い。

車両をぬるま湯で良くすすぎ、表面全体をセーム革で
拭いて乾かします。

警告
洗車後は、ブレーキ性能が低下することがあり

ます。ブレーキディスクには絶対にグリースや潤滑剤
を塗布しないでください。ブレーキ性能が失われるお
それがあります。ディスクは非油性の溶剤で清掃して
ください。
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警告
洗浄、雨、湿気などにより、ヘッドランプレン

ズにくもりが生じることがあります。レンズ内の結露
はランプを点灯すると短時間で消えます。

ABS システムが効率よく作動するように、フォニック
ホイールを入念に清掃してください。ホイールやセン
サーを傷めますので、強力な洗剤や溶剤の使用は避け
てください。

警告
インストルメントパネルのクリアカバーにオイ

ルや燃料が直接付着しないようにしてください。シミ
や損傷の原因となり情報を読み取りにくくなるおそれ
があります。この部分の清掃にはアルコール系洗剤、
溶剤や研磨剤入りの洗剤を使用しないでください。表
面の硬いザラついたスポンジや布はキズが付くおそれ
がありますので使用しないでください。

参考
インストルメントパネルのクリアカバーは、や

わらかい布を使用して水と中性洗剤、もしくはクリア
プラスチック部品専用の洗剤で清掃してください。

参考
インストルメントパネルの清掃には、アルコー

ルやアルコール由来の製品を使用しないでください。

ホイールリムにはアルミニウム加工が施されています
ので、清掃には十分に注意してください。車両を使用
するたびに、ホイールリムを清掃して乾燥させてくだ
さい。

重要
ドライブチェーンの清掃や潤滑は、「ドライブチ

ェーンの潤滑」を参照してください。
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スパークプラグの清掃と交換
スパークプラグはエンジンの重要な部品ですので、定
期的な点検が必要です。
スパークプラグの交換は、Ducati 正規ディーラーまた
はサービスセンターで実施してください。

図 268
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長期間の保管
車両を長期間使用しない場合は、保管する前に以下の
作業を行うようお薦めします。

- 車両を清掃します。
- 燃料タンクを空にします。
- 車両をスタンドに立てかけて停車します。
- 接続を切り離し、バッテリーを取り外します。バ

ッテリーメンテナーで定期的に充電してください
(“バッテリーの充電” 参照)。

- 結露を防止し塗装を保護するため、車体はカバー
で覆います。車体カバーは Ducati Performance
にて取り扱っております。
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重要注意事項
国によっては (フランス、ドイツ、イギリス、ヨーロ
ッパ、スイス等) 排気ガス、騒音規制の基準を設けて
いる場合があります。
法律で義務付けられている定期点検を実施し、交換が
必要な部品については各国の規制に適合する Ducati
純正パーツと交換してください。
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メンテナンスプログラム
メンテナンスプログラム： ディーラーでおこなうメンテナンス

警告
このメンテナンスプログラムは Panigale V4 の公道での使用を想定しています。サーキットで使用する場

合、競技でなくても車両のすべてのシステムに多大な負荷がかかりますので、定期点検をより頻繁におこなう
必要があります。

警告
Panigale V4 を競技で使用するためのパーソナルアドバイスをお受けになられたい場合は、Ducati 正規デ

ィーラーまたはサービスセンターにお問い合わせください。

メンテナンス項目/作業内容
(km/マイル 毎、または経過時間*)

Km x1000 1 12 24 36 48
期間 (月)

マイル x1000 0.6 7.5 15 22.5 30
DDS 2.0 による不具合メモリー読み取り、コントロールユ
ニットのソフトウェアバージョン更新の確認           12

テクニカルアップデートおよびリコールの有無の確認           12
エンジンオイルおよびフィルターの交換           12
エンジンオイルインテークメッシュフィルターアセンブリ
の交換        -

バルブクリアランスの点検と調整        -
チェーンタイミングシステムの摩耗の目視点検        -
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メンテナンス項目/作業内容
(km/マイル 毎、または経過時間*)

Km x1000 1 12 24 36 48
期間 (月)

マイル x1000 0.6 7.5 15 22.5 30
オイルポンプコマンドチェーンの摩耗の目視点検       -
スパークプラグの交換        -
エアフィルターの清掃        12
エアフィルターの交換        -
クラッチカバー、クラッチプロテクションカバー、ジェ
ネレーターカバー、オイルパンのアルミニウム製固定ス
クリューの交換

       -

クラッチプレートパックの厚み点検と交換        -
クラッチハウジングの交換        
ブレーキ / クラッチフルードレベルの点検           12
ブレーキ/クラッチフルードの交換      24
ブレーキパッドおよびディスクの摩耗点検必要な場合は
交換           12

ブレーキキャリパー、ブレーキディスクフランジスクリ
ューの締め付け点検           12

フロント、リアホイールナットの締め付け点検           12
フロント、リアホイールハブベアリングの点検        -
リアホイールシャフトの点検と潤滑        -
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メンテナンス項目/作業内容
(km/マイル 毎、または経過時間*)

Km x1000 1 12 24 36 48
期間 (月)

マイル x1000 0.6 7.5 15 22.5 30
リアスプロケットのダンパーの点検        -
ファイナルドライブのリアスプロケットのナット、フロ
ントスプロケットのナット締め付け目視点検           12

ドライブチェーンスライダーの摩耗点検、ドライブチェ
ーン張力の点検と潤滑           12

ステアリングベアリングの点検        24
フロントフォークオイルの交換      36
フロントフォーク、リアショックアブソーバーのシーリ
ング部品の目視点検           12

フレーム-エンジン、スイングアームの締め付け点検          12
リアバンク右マウント固定スクリューの点検          12
サイドスタンドの作動、締め付け点検           12
フューエルホースの目視点検        -
フレキシブルケーブルと配線ケーブルの摩擦部分、遊びと
動作、取り付け位置の目視点検           12

ハンドルレバー、ペダルコマンドの潤滑          12
クーラントの交換       48
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メンテナンス項目/作業内容
(km/マイル 毎、または経過時間*)

Km x1000 1 12 24 36 48
期間 (月)

マイル x1000 0.6 7.5 15 22.5 30
クーラントレベルの目視点検、冷却回路の密閉状態の点
検           12

タイヤ空気圧、磨耗点検           12
バッテリー充電レベルの点検 (インストルメントパネルの
メニューから)           12

セカンダリーエアシステムの機能点検        -
DDS 2.0 を介した可変長エアインテークファンネル (VIS)
のリセット        -

DDS 2.0 を使用したエキゾーストバルブオープニングボー
デンケーブルの調整           -

電気安全装置の作動点検 (サンドスタンドセンサー、フロ
ント/リアブレーキスイッチ、エンジン停止スイッチ、ギ
ア/ニュートラルセンサー)

          12

ランプ類、ターンインジケーター、警告ホーン、コマンド
類の動作点検           12

DDS 2.0 を介したサービスインジケーターのリセット           12
安全装置 (ABS、DTC など)、エレクトリックファン、アイ
ドリングの機能点検を兼ねた路上での走行テスト           12

車両のソフトクリーニング           12
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メンテナンス項目/作業内容
(km/マイル 毎、または経過時間*)

Km x1000 1 12 24 36 48
期間 (月)

マイル x1000 0.6 7.5 15 22.5 30
定期点検実施の車載書類 (サービスブック) への記入           12

* 走行距離 (km、mi) または経過時間 (月) のうち、どちらか先に到達した時点で点検を実施してください。
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メンテナンスプログラム： お客様がおこなうメンテナンス

重要
ぬかるみや乾燥したほこりっぽい環境など過酷な状況でモーターサイクルを使用すると、トランスミッ

ション、ブレーキシステム、エアフィルター等の部品の摩耗を早める可能性があります。エアフィルターが汚
れていると、エンジンが損傷するおそれがあります。そのため規定されている定期点検の間隔より早く、定
期点検や摩耗しやすい部品の交換が必要な場合があります。

メンテナンス項目/作業内容 (km/mile 毎、または経過時間 *)
Km x1000 0.5

マイル x1000 0.3
月 6

エンジンオイルレベルの点検    

メンテナンス項目/作業内容 (km/mile 毎、または経過時間 *)
Km x1000 1

マイル x1000 0.6
月 6

ブレーキ / クラッチフルードレベルの点検    
タイヤ空気圧、磨耗点検    
チェーン張力の点検と潤滑    
ブレーキパッドの点検必要であれば、ディーラーにて交換してください。   
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* 走行距離 (km、mi) または経過時間 (月) のうち、どちらか先に到達した時点で点検を実施してください。
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テクニカル仕様

重量
車両重量 (燃料 90% を含むすべての液体類を装備 -
93/93/CE ガイドラインに準拠)：197 kg (434.31 lb)
車両重量 (液体類およびバッテリーを除く)：172 kg
(379.2 lb)
車両総重量 (最大負荷)：370 kg (815.7 lb)

警告
重量制限を遵守しない場合、操縦性と性能の低

下を招き、車両のコントロールを失う原因となりま
す。
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サイズ

122 mm 4.82 in

806 mm / 31.73 in

2110 mm / 83.07 in

1471 mm /  57.91 in 752 mm / 29.61 in
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補給
補給 タイプ  
燃料タンク、リザーブ 4.5 リットル (0.99
UK ガロン) を含む

オクタン価が 95 以上の無鉛ガソリン SHELL
V-Power を使用してください。

16 リットル (3.52 UK ガ
ロン)

エンジンクランクケースおよびフィルタ
ー

ドゥカティ社推奨オイルは
SHELL Advance 4T Ultra 15W-50 (JASO:
MA2、API：SN) です。

3.4 リットル (0.75 UK ガ
ロン)

フロント/リアブレーキシステム、クラッ
チ

DOT 4 -

電極保護液 電気系統の保護スプレー -
フロントフォーク SHELL Donax TA 140 mm (5.51 in)

454±4 cm3 (27.7±0.24
cuin)

冷却システム 不凍液 ENI Agip Permanent Spezial (薄めず
に使用)

2.05 リットル (0.45 UK
ガロン)

重要
燃料、潤滑液等には絶対に添加剤を加えないでください。このような燃料を使用すると、エンジンや車両

の部品に重大な損傷をきたすおそれがあります。
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警告
この車両にはエタノール含量が 10% 以下の燃料 (E10) のみ使用することができます。

エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用することは禁じられています。こうした燃料を使用するとエン
ジンや車両の部品に重大な損傷をきたす恐れがあります。エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用した
場合は保証の対象外になります。
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エンジン
デスモセディチ・ストラダーレ：90°、V 型 4 気筒、
逆回転クランクシャフト、シリンダーごと 4 バルブの
デスモドロミックタイミングシステム、水冷式。

ボア：81 mm (3.19 in)

ストローク：48.4 mm (1.91 in)

総排気量：998 cm3 (60.6 cuin)

圧縮比：14.0 ± 0.5:1

クランクシャフト最高出力、規制 (EU) No. 134/2014
添付 X、kW /HP：
162 kW / 221 HP / 15,250 rpm

クランクシャフト最高出力、規制 (EU) No. 134/2014
添付 X、kW /HP
(ベルギー / フランスバージョンのみ)：
84 kW/114 HP / 9000 rpm

クランクシャフト最大トルク、規制 (EU) No. 134/2014
添付 X：
112 Nm / 11.5 kgm / 8750 rpm

クランクシャフト最大トルク、規制 (EU) No. 134/2014
添付 X
(ベルギー / フランスバージョンのみ)：
92 Nm / 9.4 kgm / 8,750 rpm

最高回転数、rpm ：16,000 rpm / 16,500 rpm (6 速ギ
ア)

参考
エンジンがアイドリング中でスロットルグリッ

プが完全に戻っている時に、ECU はリアバンクの 2 本
のシリンダーを停止します。この停止は、特にエンジ
ン温度、ギア位置、クラッチレバー (ギアがニュート
ラル以外に入っている場合はクラッチを切っている必
要がある) の状態に応じ、一定の条件を満たした場合
にのみ実行されます。このストラテジーはライダーの
サーマルコンフォートと燃費の点で有利に働きます。

重要
走行中いかなる状況においても、決して最高回

転数を超えてはいけません。

参考
記載されている出力/トルクデータは、基準適合

規則に従って静的テストベンチを使用して測定された
もので、認証時に測定され車両登録証に記載されてい
るデータと同じになります。

潤滑システム
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バイパスバルブ内蔵トロコイド式オイルデリバリーポ
ンプと 3 つの回収オイルポンプ (2 つはトロコイドポ
ンプ、1 つはギヤポンプ)。
オイルクーラー。
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タイミングシステム
シリンダーごとに 4 バルブのデスモドロミックタイミ
ングシステム

デスモドロミックタイミングシステム

1) オープニング (アッパー) ロッカーアーム
2) オープニングロッカーシム
3) クロージング (ロア) ロッカーシム
4) ロッカーアームリターンスプリング
5) クロージング (ロア) ロッカーアーム
6) カムシャフト
7) バルブ
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性能データ
各ギアにおける最高速度は、決められた慣らし期間を
正しく守り、適切な定期点検整備を受けた場合にのみ
出すことができるようになります。

重要
これらの条件が守られなかった結果としてのエ

ンジンの損傷や寿命の短縮について、Ducati モーター
ホールディング社は一切責任を負うものではありませ
ん。

スパークプラグ
メーカー：NGK
タイプ：LMDR10A-JS

燃料供給
電子制御式間接燃料噴射装置、誘導放電式、可変長ダ
クトによるエアインテークシステム
スロットルボディ：フルライドバイワイヤシステムと
エアロダイナミックスロットルバルブ搭載楕円型 (相
当径)：
56 mm (2.2 in)
シリンダーごとのインジェクター数：2
ガソリン燃料：95-98 RON

警告
この車両にはエタノール含量が 10% 以下の燃料

(E10) のみ使用することができます。
エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用するこ
とは禁じられています。こうした燃料を使用するとエ
ンジンや車両の部品に重大な損傷をきたす恐れがあり
ます。エタノール含量が 10% 以上のガソリンを使用
した場合は保証の対象外になります。

ブレーキ
各ブレーキのアンチロックシステムは、両タイヤに装
備されたホール効果センサーで制御されます。ABS の
解除が可能です。

フロント
穴付きセミフローティングダブルディスク
ブレーキシュー材質：ステンレススチール
ハウジング材質：アルミニウムとアルミニウム合金
ディスク径：330 mm (12.99 in)
ブレーキディスク厚：5 mm (0.2 in)
ブレーキディスク厚 (摩耗限界)：4.5 mm (0.18 in)
ディスクブレーキ面積：264 cm2 (40.92 in2)
右側ハンドルレバーによる油圧コントロール
ブレーキキャリパーメーカー：BREMBO
タイプ：Stylema (R) M4.30 モノブロックラジアルマウ
ント (コーナリング ABS EVO)
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キャリパーのピストン数：4
ブレーキパッド材質：BRM10H HH
ポンプシリンダー径：16 mm (0.63 in)
ポンプタイプ：PR16/21

リア
穴あき固定ディスク、スチール製
ディスク径：245 mm (9.6 in)
ブレーキディスク厚：5 mm (0.2 in)
ブレーキディスク厚 (摩耗限界)：4.5 mm (0.18 in)
ディスクブレーキ面積：219 cm2 (33.952)
車体右側ペダルによる油圧コントロール
キャリパーメーカー：BREMBO
キャリパーのピストン数：2
ピストン径：34 mm (1.34 in)
コーナリング ABS 標準装備
ブレーキパッド材質：Ferodo Ferit I/D 450 FF
ポンプタイプ：PS 13
ブレーキキャリパーポンプ径：13 mm (0.51 in)

警告
ブレーキフルードは腐食性があります。

万一目に入ったり肌に触れたりした場合は、流水でし
っかりと洗い流してください。

トランスミッション

スリッパークラッチ機構付き油圧制御乾式クラッチ、
左側ハンドルのアジャスタブルレバーによる操作。
エンジンとギアボックスメインシャフト間の駆動伝
達。
一次減速比：1.80:1
一次減速比：フロントスプロケット/リアスプロケッ
ト比 30/54
6 速ギア、ドゥカティクイックシフト (DQS) UP/
DOWN EVO、車体左側ペダルによる操作

ギアスプロケット/リアスプロケット比：15/42
変速比：
1 速 38/14
2 速 36/17
3 速 33/19
4 速 32/21
5 速 30/22
6 速 30/24

チェーンによるギアボックスとリアホイール間の駆動
伝達
メーカー：REGINA 135ZRDK
リンク数：114
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重要
上記のギア比は認可時の値ですので、いかなる

ことがあっても変更してはいけません。

この車両を競技用に仕様変更を望まれるお客様に、
Ducati モーターホールディング社から特別なギア比に
関する情報を提供することが可能です。Ducati 正規デ
ィーラーまたはサービスセンターにお問い合わせくだ
さい。

警告
リアスプロケットの交換は、Ducati 正規ディー

ラーまたはサービスセンターにお問い合わせくださ
い。
この部品の誤った交換は、ライダーの安全に深刻な危
険をもたらし、車両に修復不能な損傷を与えるおそれ
があります。

フレーム
剛性が最適化されたアルミニウム合金製「フロントフ
レーム」
アルミニウム合金リアサブフレーム
キャスター角：24.2°
ステアリングアングル：左側 25° / 右側 25°
トレール：99.7 mm (3.93 in)

ホイール
フロント
鍛造アルミニウム合金 3 本スポークリム
寸法：MT3.50x17"

リア
鍛造アルミニウム合金 3 本スポークリム
寸法：MT6.00x17"

タイヤ
フロント
チューブレスラジアルタイヤ Pirelli Diablo Supercorsa
SP
寸法：120/70-ZR17

リア
チューブレスラジアルタイヤ Pirelli Diablo Supercorsa
SP
寸法：200/60-ZR17

サスペンション
フロント
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Öhlins 製 NPX 43 mm (1.69 in) 倒立フォーク、TiN コ
ーティング、リバウンド/コンプレッションダンピング
調節可
ホイールトラベル：
130 mm (5.12 in)

リア
Öhlins 製 TTX36 モノショックアブソーバー、リバウ
ンド/コンプレッションダンピング調節可
アルミニウム製片持ち式スイングアーム
ストローク：65 mm (2.56 in)
ホイールトラベル：
130 mm (5.12 in)
アジャスタブルピボット位置：±3 mm (0.12 in)

ステアリングダンパー
ÖHLINS 製ステアリングダンパー

エキゾーストシステム
“4-2-1-2” レイアウト：4 in 2 in 1 in 2 構造のエキゾー
ストシステム
ラムダセンサー 2 個、触媒コンバーター 2 個
排気ガス規制と燃費規制：規制 Euro 4 / 燃費 Euro 4

カラーバリエーション
フェアリング

ベース (アクリフレックス ホワイト)、部品番号：
LMC06017 (LECHLER)
Ducati アニバーサリーレッド 部品番号：473.101
(PPG)
クリアー Lechler 96230

フレーム
フレームカラー：モノコックグレー、ブラックホイー
ル
パウダーエナメル Inver 部品番号：86176

ホイールリム
カラー：ブラック
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エレクトリカルシステム
主要構成部品は以下の通りです。

ヘッドライト
LED Luxeon Altilon 1 個 + LED Luxeon F Plus (ロービ
ーム) 2 個
LED Luxeon Altilon (ハイビーム)　1 個
LED Luxeon F ES (パーキングライト/DRL)　4 個

ハンドル上スイッチ
LED フロントターンインジケータータイプ：
LED OSRAM LYE65F　15 個
LED リアターンインジケーター (ヨーロッパバージョ
ン) タイプ：
LED PHILIPS LXM2-PL01　1 個
リアターンインジケーター電球 (USA バージョン) タイ
プ：
RY10W (12V-10W) オレンジ色

テールライト
テールライト：
LED OSRAM LAA67F　18 個
LED ストップランプタイプ：
LED OSRAM LAE6SF　18 個
LED ナンバープレートランプタイプ：
LED CREE CLA1A-WKW　3 個

警告ホーン

ストップランプスイッチ
リチウムイオンバッテリー：
12.8V - 4Ah (LiFePO4 バッテリー)
ジェネレーター (Denso)：
14V - 425W
電子レギュレーターは、バッテリー横のスターターコ
ンタクター上に設けられた 30A ヒューズで保護されて
います。
スターターモーター：
Denzo BA06 12V - 0.6 kW
インストルメントパネル/ダッシュボード：5 カラー
TFT ディスプレイを備えるデジタル式

参考
電球の交換は、"ハイ/ロービーム電球の交換" を

参照してください。
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ヒューズ
電装品の保護ヒューズはフロントヒューズボックス内
に 12 個、スターターコンタクター上に 1 個あります。
各ヒューズボックス内には予備ヒューズが 1 個ありま
す。
ヒューズが保護する装置、アンペア値については表を
参照してください。
左フロントヒューズボックス (A、図 271) および右フ
ロントヒューズボックス (B、図 272) は、バッテリー
上に配置されています。
ヒューズの作業を行うには、“バッテリーの充電” の記
載に従いタンクカバーを取り外します。
ヒューズを交換するには、ヒューズボックスの保護カ
バーを持ち上げます。保護カバーには各ヒューズの配
置と定格が表記されています。
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左フロントヒューズボックス凡例 (A)
配置 保護装置 容量

1 EMS / ABS / IMU 5 A
2 DASH / BBS / SMEC 7.5 A
3 ヘッドライトユニット 5 A
4 SBS -
5 アクセサリー (SW) 5 A
6 インジェクションリレ

ー
20 A

7 診断 / 充電 7.5 A
8 スペア 20 A
9 スペア 15 A

10 スペア 5 A

右フロントヒューズボックス凡例 (B)
配置 保護装置 容量

1 EMS 負荷リレー 25 A
2 燃料ポンプリレー 10 A
3 スターターリレー -

右フロントヒューズボックス凡例 (B)
4 インストルメントパネ

ル
15 A

5 Black Box システム
(BBS)

15 A

6 ABS 1 25 A
7 ABS 2 10 A
8 スペア 25 A
9 スペア 15 A

10 スペア 10 A
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メインヒューズ (C) はヒューズボックス (B、 図 272) 右
側、スターターコンタクター (D) 上に設置されていま
す。
ヒューズで作業を行うには、タンクカバー (“バッテリ
ーの充電” の記載に従いタンクカバーを取り外します)
と保護キャップ (E) を取り外す必要があります。
切れたヒューズは、インナーフィラメント (F) が溶断
しているかどうかで確認することができます。

重要
回路のショートを防止するために、ヒューズ交

換の前にイグニッションキーを OFF にしてください。

警告
表示されている規定以外のヒューズは決して使

用しないでください。上記事項を守らなかった場合、
エレクトリカルシステムの損傷や火災を引き起こすお
それがあります。
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インジェクション/エレクトリカルシステム配線
図凡例

1) ハンドルバー左側スイッチ
2) ハンドルバー右側スイッチ
3) フロントストップスイッチ
4) イモビライザー
5) イグニッションシステム (キーブロック)
6) 左ファン
7) 右ファン
8) フロントスピードセンサー
9) ABS コントロールユニット
10) リアスピードセンサー
11) 車両コントロールユニット (BBS)
12) テールライト
13) 診断
14) GPS
15) 主要配線 / リア配線ワイヤーハーネス接合
16) 主要配線 / リア配線ワイヤーハーネス
17) リア配線
18) 右リアターンインジケーター
19) ナンバープレートランプ
20) 左リアターンインジケーター
21) エンジンコントロールユニット
22) アッパーインジェクター (シリンダー 4)
23) アッパーインジェクター (シリンダー 3)

24) アッパーインジェクター (シリンダー 2)
25) アッパーインジェクター (シリンダー 1)
26) リアインジェクター (シリンダー 4)
27) リアインジェクター (シリンダー 3)
28) フロントインジェクター (シリンダー 2)
29) フロントインジェクター (シリンダー 1)
30) リアコイル 4
31) リアコイル 3
32) フロントコイル 2
33) フロントコイル 1
34) パージバルブ
35) セカンダリーエアアクチュエーター
36) エアインテークファンネルモーター (VIM)
37) リアポテンショメーター
38) フロントポテンショメーター
39) リアラムダセンサー
40) フロントラムダセンサー
41) リアノックセンサー
42) フロントノックセンサー
43) サイドスタンドスイッチ
44) ドゥカティクイックシフト (DQS)
45) ギアセンサー
46) エンジン温度
47) エンジン回転数/タイミグセンサー
48) リアストップスイッチ
49) リア MAP センサー 4
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50) リア MAP センサー 3
51) フロント MAP センサー 2
52) フロント MAP センサー 1
53) リア TPS
54) フロント TPS
55) アクセサリー機器
56) 外気温
57) クラッチスイッチ
58) 左フロントターンインジケーター
59) ヘッドライト
60) インストルメントパネル
61) 右フロントターンインジケーター
62) オイル圧センサー
63) 警告ホーン
64) ファンリレー
65) EX-UP モーター
66) 燃料ポンプアース
67) フューエルポンプ
68) コントロールユニットリレー (LOADS EMS)
69) キーセンスリレー
70) フューエルポンプリレー
71) 左ヒューズボックス
72) 右ヒューズボックス
73) エンジンアース
74) ABS プラス
75) アース

76) バッテリー
77) ヒューズコンタクター
78) スターターモーター
79) レギュレーター
80) IMU 1
81) APS センサー
82) リリースコネクター 1
83) リリースコネクター 2
84) Bluetooth

配線カラー表
B 青
W 白
V 紫
Bk 黒
Y 黄
R 赤
Lb ライトブルー
Gr グレー
G 緑
Bn 茶
O オレンジ
P ピンク
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参考
配線図はマニュアルの最後部にあります。
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定期点検メモ
定期点検メモ
キロ マイル ドゥカティサービス名 走行距離 日付
1,000 600    
12,000 7,500    
24,000 15,000    
36,000 22,500    
48,000 30,000    
60,000 37,500    
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